
[image: ]


東方妖遊記


揺らぐ絆と第六の試練









村田　栞








[image: ]


角川ビーンズ文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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本文イラスト／伊藤明十




　序







　泰たい山ざんの南なん麓ろく、深い松の森の奥に、岩と黄土が折り重なって、いびつな円えん筒とう形の土の柱が無数に立ち並ぶ場所がある。林立する土柱の地下には、古いにしえの水神が眠ねむっていた。


　最初にその土柱に住み着いたのは、祭さい祀しの犠ぎ牲せいから逃のがれた異教の民たみだった。民は黄土を掘ほり、巨きよ石せきの間に道と住居を造った。地下に水神が眠っていることを知ると、その神を祀まつった。


　やがて異教の民は、その地を支配する氏族によって滅ほろぼされ、社は戦いくさのための出城となった。永い年月を経て城が氏族の手を移るうちに、いつしか水神の存在は忘れられた。


　いつ誰だれが、その城を馮ひよう夷い城と名づけたのか、知る者はいない。





　女じよ媧かが清歌し、馮夷を舞まわしむ。





　ただ口伝によれば、太古、天界が平安であった頃ころ、天の神々の前で優ゆう雅がに舞い踊おどった水神が、その名を持っていたという。




　一　王都へ







　真夏のぎらついた太陽の下、深く掘られた壕ごうには、赤々と炎ほのおが燃え盛っていた。


　その縁ふちに、墨すみ染ぞめの布ほ衣いを着せられ、手かせ足かせをはめられた少年が、影かげのようにひっそりと佇ちよ立りつしていた。彼の周囲で詠えい唱しようされる、何十人もの祭祀官による祖そ霊れいへの祈いのりが、赤い炎に吸い込まれていく。


　少年は暗い瞳ひとみで炎を見つめていた。


　南なん庚こう王の死後、旱かん魃ばつや洪こう水ずいなどの天災が相次いだ上、長く病びよう床しように就ついていた先々代の王、祖そ丁ていが崩ほう御ぎよした。少年の両親と兄弟は、その時に葬そう礼れいの犠牲になった。


　天災も祖丁の死も、南庚の祟たたりではないかと人々は恐おそれ、大規模な祭祀が催もよおされた。


　今度は少年が犠牲になる番だった。すでに生きる気力を失い、彼はただ、静かに炎に投げ込まれる瞬しゆん間かんを待っていた。


「なぜ、殺すのだ！」


　そこへ、一人の幼子が泣きながら駆かけ込んできた。少年の目が、白い喪も衣ぎぬをまとったその幼子に向く。


「楓ふう牙が王子、危のうございます」


　祭祀官が幼子を抱だき留めた。


「あの者はまだ子どもではないか!?　なぜ生いけ贄にえにならねばならん！」


　幼子は、頰ほおに涙なみだを伝わらせ、顔を真っ赤にして訴うつたえた。


　羌きよう人じんの少年には、殷いんの言葉は片言しかわからなかったが、少年の呪じゆ力りよくが高いこと、南庚王の祟りを鎮しずめるにはその呪力が必要だというようなことを言って、祭祀官は幼子をなだめていることは理解できた。


　けれど、幼子の叫さけびは止まらない。


「呪力が高いのなら亜あ職しよくにでも貞てい人じんにでもして、厄やく災さいを鎮めさせればいいだろう！」


　幼子の言葉に祭祀官は顔を見合わせ、その場で、少年の処しよ遇ぐうについて占せん術じゆつが行われた。


　占術を行ったのは、女性と見み紛まがうばかりの白はく皙せきの大だい史し令れいだった。


「その者を生け贄にすれば殷に祟り、生かして占術師にすれば国の役に立ちましょう」


　その言葉が、自分を救うための噓うそであることに、生まれつき未来さき読よみの才に長たけた少年は気づいていた。


　かせを外された少年の胸に、幼子が飛び込んだ。泣きじゃくる彼は、なぜか母の名を呼んだ。


「なぜ、生け贄が要いるのだ。なぜ、死なねばならなかった──！」


　数ヶ月前に、少年が父母や兄弟の死を知って発した叫びと同じだった。少年の暗かった瞳が揺ゆらぎ、人間らしい光が点ともる。


「楓牙様は、母君を亡なくされたばかりなのでございます」


　大史令が少年に言った。幼子は祖丁王の側室の子で、母親は夫に殉じゆんじたのだと──。


（わたくしの父母や兄弟と同じ、祖丁の墓に……）


　少年は思わず、幼子の背に手を回して抱きしめた。何日も食事を摂とっていないらしく、腕うでの中の幼子はひどく瘦やせていた。それほどに、両親の死は幼子の心に深い傷を残したのだ。


「母君と同じく祖丁王の墓に葬ほうむられた羌人の生き残りが、今また祭祀の生け贄になると知って、居ても立ってもいられなかったのでございましょう」


　大史令はそう言って、痛ましげに幼い王子を見た。


（わたくしと母親が重なったのか）


　そう思う一方で、少年自身も天てん涯がい孤こ独どくの身となった幼子におのれを重ねていた。


「わたくしがいることで、楓牙様のお心が安らぐのなら……」


　その日から、少年はこの幼い王子のために生きようと思った。


　陽よう甲こう王の二祀し、楓牙が五歳、累るい焰えんが九歳の時だった。
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「まずは王様に贅ぜい沢たくを止やめさせる。やたらに戦をしないように言う。祭祀の時、人を生け贄にしないっていうきまりを作ってもらう。それから──」


　キラキラと大きな黒瞳を輝かがやかせ、晄こうは指を折って、正月の朝礼で王に拝はい謁えつしたら言おうと思っていることを数え上げた。


「異国の民への差別もなくしていただきたいですね」


　晄の前には、艶つややかな長い髪かみを腰こしまで垂らした白しろ装しよう束ぞくの少年が座し、晄の言葉を竹の札に書きつけていた。


　桃とう林りん城の正堂、神域のような厳おごそかな気が満ちる大室である。晄は正月の王都行きについて打ち合わせるために、汪おう李りたち妖あやかしとともに桃林侯こう虞ぐ佟とう韋いのもとを訪おとずれていた。


「異国の民を受け入れる態勢が整えば交易が盛んになりますし、国が豊かになれば諸しよ侯こうに重税を課す必要もなくなり、内乱が避さけられます。交易の相手国との友好関係も深まりますし」


「佟韋、さすがだね」


　晄が感心して呟つぶやくと、佟韋は顔を上げた。中央できれいに分けられた前まえ髪がみの下で、まなじりの切れ上がった目がにっこりと細まる。平素、その目は静せい謐ひつな光をたたえ、美しい容よう貌ぼうと相まって、彼は天人と見紛うほどに高貴な雰ふん囲い気きをまとわせているが、晄の前では歳相応の少年らしさが垣かい間ま見みえた。


「文句を言うのは簡単ですが、王にそれを実じつ践せんしていただくためには、より具体的に、どんな益があるかを示さなくてはなりません」


「なるほど、それが交こう渉しようのコツってわけ」


「それから、多少のはったりも必要でしょうか。桃林は周しゆうや召しようなどの大国とも交易が盛んなので、殷の庇ひ護ごなどいらないけれど、一応、朝ちよう貢こうしてあげますよ、ぐらいのことは言いますね」


「うわ、佟韋って見た目と全然違ちがって、肝きもっ玉が太いんだね」


　晄は、自分とさほど歳の変わらない少年領主をまじまじと見つめた。


「見た目がこんなだから、舐なめられないようにするの、大変なのですよ」


　彼は形のよい唇くちびるを尖とがらせた。


　吹ふけば飛ぶような小国である桃林が栄えているのは、佟韋が、人の世に興味のない華か山ざんの嶽がく神しんの心を動かすほどの巫ふ術じゆつ師しだからだが、彼の外交術によるものも大きい。為い政せい者しやとしての知識も経験も少ない晄にとって、佟韋は頼たのもしい存在だった。


「佟韋が一いつ緒しよに王様に進言してくれれば、何とかなりそうな気がしてきた。よし、こうなったらついでに、寵ちよう姫きの言うなりになるんじゃないって、それも言おう」


「そこは慎しん重ちように──。諸悪の根源は寵姫ですが、それを言えば、王は怒おこって僕たちの言葉には耳を貸さなくなります。それに、彼女は王の病状を和やわらげる力があるのでしょう？　下手へたに寵姫を非難すれば、王が大事という王族や廷てい臣しんの反感を買うかもしれません。それよりは、民の安あん寧ねいが寵姫を喜ばせることにつながるというような話をした方がいいと思います」


「そっか。鬼き方ほうと和平を結べば、山羊やぎ乳の酪らく茶ちやが飲み放題。お腹なか快調、寵姫のお肌はだもすべすべみたいなことを言えばいいんだね。わかった、その方向でいこう」


　晄はぐっと拳こぶしを握にぎり、


「その案、採用しましょう」


　佟韋はクスクス笑いながら、「酪茶でお肌すべすべ」と、竹の札に書きつける。


「で、佟韋は王都の宿はどうするの？」


「王都には、虞氏の別べつ邸ていもあるのですが……」


　気乗りしない様子で彼は答えた。


「虞氏の別邸を宿にするとなれば、王都までの旅路を蒲ほ邑ゆう公とともにしなくてはなりません。となると、それなりの旅装も調ととのえなくてはならないので、どうしようかと──」


　佟韋は、黄こう河が対岸の蒲邑の領主虞氏と縁えん戚せきである。王家に匹ひつ敵てきする名家である虞氏は、おそらく大おお仰ぎような行列を仕立てて王都へ上るだろうし、佟韋にも相応の支し度たくを強要するに違いない。けれど、見み栄えのために衛え士じや従者を大勢連れて行くのは、費用の無む駄だだと彼は言う。


「佟韋って、倹けん約やく家なんだね。莉りー姉ねえと気が合いそう」


「もったいない精神が国を救うのです。かつての炎えん招しよう戈かの使い手、夏かの禹う王おうも殷の湯とう王おうもそうだったでしょう？」


　彼が馬車を使わずに騎き乗じようするのも、冠かんむりも着けずに常に白装束で身を固めているのも、ひとえに経費節約のためなのだそうだ。


「それに、兵はできるだけ桃林へ残しておかないと、また鬼方に攻せめられたら大変ですし」


「だったら、俺と一緒に楓牙の親しん戚せきの館やかたに泊とまる？　で、王都までは汪李に乗って行くの。冬空を飛ぶのはかなり寒いけど、一晩で王都に着くよ。だから、路銀は一いつ切さいかからない。従者を連れては行けないけど、煒い白はくや鳳ほうがいるし──」


　晄は、傍かたわらに控ひかえている妖たちを振ふり向いた。人ひと払ばらいされているので、汪李、煒白、鳳は人ひと形がたをとっている。まだ人形になれないチャウは、子犬の姿で鳳の膝ひざの上に乗っていた。


「いいのですか？」


　佟韋は汪李をおずおずと見た。汪李は何だか不ふ機き嫌げんそうだった。ちなみに、大室の人払いは彼のためである。水すい妖よう化か蛇だ族の王、汪李の人形は、あまりにも秀しゆう麗れいで、しかも白銀の髪と黄金こがね色いろの瞳ひとみを持つため、人形であっても人には見えないからだ。


『晄の頼みとあらば──』


　汪李はぼそりと呟いた。


『汪李の仏ぶつ頂ちよう面づらはいつものことだから気にすんな。荷物ぐらいはおれが持ってやるぜ。一緒に来いよ』


　目鼻立ちのはっきりとした華やかな美び貌ぼうに、腕わん白ぱくな少年らしい笑えみを浮うかべて、鳳が話に割って入った。


「なら、是ぜ非ひお願いします」


「やった！　実は俺、佟韋と一緒に風ふ呂ろ入ったり、一晩中話したりできたらいいなって思ってたんだ。すっごく楽しみ！」


『おれも混ぜろ。枕まくら投なげしようぜ』


　はしゃぐ少年たちを、汪李はうらやましそうに見つめる。


『汪李、妬やくな。枕投げなら私がつき合う』


　煒白に大おお真ま面じ目めに言われ、『うるさい』と、汪李はますます眉み間けんの皺しわを深くした。


「なんて、盛り上がってる場合じゃない。佟韋にもう一つ相談することがあった」


「何です？」


「王城に共きよう工こう配下の妖がいるらしいんだ。それと、秋に王都へ行った時──」


　晄は、利り條じように登城を止められたことや、陽甲に会った時に起きた互たがいの異変について、詳くわしく語った。


「鸞らんが言うには、俺に憑ついてる共工の気が陽甲に引かれて、それを河か伯はくの加護が止めようとせめぎあってたらしい」


「朝見の場で、晄に憑いている共工の気が陽甲王に引かれたら、僕が結界を張ってそれを遮さえぎることはできますが、共工配下の妖に襲おそって来られたら……」


『私が衛士のふりをして、晄と一緒に登城できればいいのだが──』


　戦うために創つくられた平へい圃ほの神妖、煒白がついていれば、何も恐おそれることはないのだが、


『王城は、いたるところに妖の侵しん入にゆうを阻はばむ術が張り巡めぐらされている。秋に王城に侵入した時は、術の緩ゆるい所を選んで行ったのだが、朝礼ともなればそうはいかない』


　蓬ほう髪はつに黒い肌の巨きよ漢かんが、城内をよろよろしながら徘はい徊かいしていたら怪あやしまれてしまう。


「──王城の護まもりの呪じゆ術じゆつは、妖に限定されているのですね」


　佟韋はしばらく考え込んでいたが、やがておもむろに口を開いた。


『ああ。雨や風は通るし、人はもちろん鳥や獣けものも通れる。普ふ通つうの結界とは違うぜ』


　鳳がうなずくと、


「ならば、土つち埃ぼこりは通りそうですね」


　彼はにっこりと微笑ほほえんだ。その言葉に、博識の煒白がハッと顔を上げる。


『そうか、より自然の物に近く、万一、術に引っかかっても形を崩くずして通り抜ぬけ、また元に戻もどれるものであれば──』


　煒白の呟きに、一同の目がチャウに向いた。


『ぼくー？』


　晄の命いのち綱づなとなった子犬姿の土の妖は、目をぱちくりとさせた。


「よし、これで王都での心配はなくなった。残るは最後の難関──」


　晄はぐっと拳を握り締しめた。








「王様への進言は、佟韋さんに任せておけばいいんです。晄ちゃんがわざわざ王都に行くことはありません！」


　舜しゆんの切れ長の眼めが吊つり上がった。長身瘦そう軀く、秀麗な美貌と冷れい徹てつな頭脳を誇ほこる彼は、弟のことになると人が変わる。


「だからー。邑の領主が、正月の朝礼に出ないわけにはいかないんだってば」


　陝せん邑ゆう城に戻った晄は、早さつ速そく佟韋と決めてきた内容を舜に語り、今日こそは王都行きを許してもらおうと、何度目かになる説得を繰くり返した。


「そんなのは、流行はやり病やまいにかかったとでも言えば済みます」


　しかし、彼は頑がんとして譲ゆずらない。


「けど、佟韋も汪李に乗って行くことになったんだ。俺が行かなきゃ、佟韋も行かないって言い出すよ。彼、朝ちよう貢こうなんて費用の無む駄だ遣づかいって、今まで王都に行かなかったんだから。その桃林侯こうが奏上すれば、王様だって考えをあらためると思うんだ。お願い、献けん上じよう品の青銅器を作ってなんて、もう言わないから、せめて俺の礼装だけでも──」


「だめです！　殷の国がどうなろうと、僕の知ったこっちゃありません！」


　晄は、朝見の際に王に献上する品を舜に作ってもらいたかったのだが、彼は、青銅器を作るどころか、晄の礼装まで隠かくしてしまったのだ。


　汪李たちに頼んで礼装を捜さがしてもらったが、人間の百倍も鼻が利きく妖あやかしにも礼装は見つけられず、青銅器工こう房ぼうに忍しのび込んで、舜が趣しゆ味みで作った剣けんや鉞まさかりをこっそり持ちだそうとしたが、工房には厳重な盗とう難なん防止の呪術がかけられ、それも叶かなわなかった。こんなところに、才能を発揮してほしくないが、舜はやはり天才なのだ。


「前の正月も秋の参朝も、幸い王族や諸しよ侯こうに会わずに済みましたが、今回はそうはいきません。晄ちゃんの可愛かわいい顔をさらして、お小こ姓しようにでも召めし上げられたらどうするんですっ！」


「俺は王様に邑を封ほうぜられたんだよ。俺に領主を辞やめさせて、近きん侍じにしたいなんて誰だれも言えないから──ってか、俺は可愛くもないし、俺をお小姓にしたいなんて人、いないから」


「あのお馬ば鹿かな王様なら、きっと金品を積まれれば、すぐに晄ちゃんを辞めさせて、売ってしまうに違ちがいありません。ああ、なんて酷ひどい王様なのでしょう。可か哀わい想そうな晄ちゃん──」


　舜は、晄の肩かたに手を回して、ギュッと抱だきしめ、


「ちょ、ちょっと、舜しゆん兄にい。しっかりして。現実をちゃんと見て」


　晄はじたばたともがいた。


『相変わらずの光景だが、見ていて飽あきぬ』


『これが麗うるわしい兄弟愛というものなのか。とても勉強になる』


　小こ蛇へび姿の汪李と、子馬姿の煒白は、壁かべ際ぎわの櫃ひつの上で兄弟のやりとりを見物していた。


『陽甲に会った時に起きた晄の異変について、舜や莉り由ゆうに知らせなかったのは正解であった』


『うむ。うっかり言っていたら、莉由は、これだから男って──と激げき怒どし、舜は、晄ちゃんをひどい目に遭あわせた報むくいです──とか言って、陽甲に呪じゆ詛そをかけたかもしれない』


『我らにとっては、殷が滅めつ亡ぼうするよりも迷めい惑わくな話だ』


　二人でひそひそとそんな話をしていると、「御ご飯はん、できたわよ」と、莉由が食器を載のせた盆ぼんを持って居間に入って来た。


「なあに、まだやってるの？　いい加減に折り合いをつけたらどう？」


　莉由は兄と弟の様子を横目で見ながら、囲い炉ろ裏りにかかっている鼎かなえから碗わんに粟あわ粥がゆを盛りつける。ふっくらとした薄うす桃もも色いろの唇くちびるは笑みの形を作っていたが、舜によく似た切れ長の眼は、明らかに困った様子を映していた。


「莉姉、舜兄に言って。王都に行ったって、俺がお小姓に召し上げられるわけないって」


「いえいえ、莉由ちゃんも、晄ちゃんが王都へ行くのは反対ですよね」


　弟と兄の両方にすがるように見つめられ、莉由は盛りつけの手を止め、「そうねえ」と、首を傾かしげる。


「晄ちゃんのやりたいようにさせてあげたいと思うけど、お兄ちゃんの心配もわかるわ。お小姓の話はともかくとして、うちは昔から魔ま法ほうの鼎を狙ねらう悪者に何度も襲われてるし、炎えん招しよう戈かの使い手を疎うとましく思う貴族も大勢いるでしょうし。お正月の朝礼には、そういう人たちがみんな王都に集まるんだもの。危ないんじゃないかしら」


「ほら、僕の言った通りでしょう」


　舜はしたり顔だ。


「もう、莉姉まで──。ねえ、焉えん。何か言って」


　晄は、新たな助け手を求めて後ろを振ふり返った。背後の壁際には、麻あさの布ほ衣いの上に熊くまの裘かわごろもを着こんだ大おお柄がらな男があぐらをかいている。


「さて、困ったな」


　焉は、苦笑いしながら無ぶ精しよう髭ひげの伸のびた顎あごを撫なでた。


「政まつりごとを正してもらわにゃ、俺らみてえに道を外しちまう輩やからが増えるだけだ。ここは晄さんに何とかしてもらいてえと思ってるが──」


　もと盗とう賊ぞく団の頭目の彼は、陽甲の暴政を誰よりも憎にくんでいる。当然、晄の王都行きに期待しているはずだ。しかし、


「俺が何か言ったところで、舜さんと莉由さんの気持ちを変えることはできねえだろ？」


　二人の晄に対する溺でき愛あいぶりが半はん端ぱではないことも、彼はよくわかっていた。


『珍めずらしく弱気だな、焉らしくねー』


　焉の隣となりでチャウと戯たわむれていた鳳が揶や揄ゆする。


「そりゃあね。晄さんは命の恩人だし、大事な陝邑の領主だ。危険な目には遭わせたくねえ。それに、陝邑は温泉と舜さんの青銅器のお陰かげで潤うるおってる。無理に王様に文句を言いに行く必要もねえ。ま、この歳になると、ほどほどの幸せってやつを大事にしたくなるわけよ」


「もう、わかったよ」


　晄は溜ため息をついて、差し出された粟粥の碗を受け取った。


（こうなったら、楓牙に頼たのんで舜兄を説得してもらうしかないかな）


　晄は急いで粟粥をかき込むと、自室に戻って簡をしたためた。
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「だからって、いそいそ亳はく邑ゆうくんだりから来たわけですか。王子様って、思ったよりお暇ひまなんですね」


　舜は渋しぶ々しぶといった様子で、楓牙を南堂の一室に案内した。


「私としては、何としても晄とともに参朝したいのでな」


　楓牙は苦く笑しようし、帯から剣を外すと、鮮あざやかな錦にしきの裼せき衣いの裾すそをさばき、火ひ鉢ばちの横にしつらえられた席に腰こしを下ろす。その傍かたわらに、黒い裼衣に身を包んだ累焰が影かげのようにひっそりと控ひかえた。


「晄は？」


「温泉の方にいますよ。呼びましょうか？」


　楓牙の問いに、不ふ愉ゆ快かいそうな表情を隠しもせず、舜は酒の支し度たくを調ととのえる。


「いや、いない方が話がしやすい」


「何を言われても、僕は晄ちゃんを王都へはやりませんけどね」


　舜は觥さかずきに酒を注ぎ、楓牙と累焰の前へ置いた。


「炎招戈の使い手である晄が、王都の貴族に疎うとまれ、害されることを恐おそれているのか？　だが、晄が炎招戈の使い手だと知ってるのは、主上と貞てい人じんと晏あん仲ちゆう殿どのぐらいだ。また魔法の鼎の件にしても、晄が尭ぎようの息むす子こだと知っている者はさらに少ない。それほど心配することはあるまい」


　觥を口に運びながら、楓牙は舜の顔色を窺うかがう。


「大きなお世話です」


　舜は觥を呷あおった。とりつく島もない。しかし、躊躇ためらっている場合ではなかった。


「晄の近辺に配した望ぼう乗じようと連れん絡らくがとれぬ」


　望乗とは、占せん術じゆつや呪じゆ術じゆつを用いて情報収集を行う尖せん兵ぺいのことである。楓牙は国内外に望乗を放ち、各地の様子を探さぐらせていた。


「鬼方に始末されたか、もしくは私の身近に裏切り者がいて、情報を握にぎりつぶしているのか」


「何を言いたいんです？」


　舜の目がそこで初めて楓牙に向けられる。


「誰かが私と晄を遠ざけようとしているのだろうが、桃林の事件では、知らせが届かなかったために、陝邑は危あやうく鬼方に占せん領りようされるところだった。そして、我が亳邑軍と也や真しんが率いる鬼方軍とが陝せん西せい谷こくで戦っている間に、晄は華山の麓ふもとにおびき寄せられ、炅けいに襲おそわれた」


　そこで累焰の眉まゆがピクリと跳はね上がったが、楓牙は素知らぬふりをして続ける。


「私が王都へ行っている間に、晄が襲われるかもしれぬ。晄を陝邑に残しておきたくない」


　楓牙は真しん剣けんな眼まな差ざしで、舜を射るように見つめた。


「相変わらずの王子様っぷりですね。晄ちゃんを守れるのは自分一人だと思っておられる」


　痛いほどの視線を受け流し、舜は薄うすい笑えみを浮うかべて空いた觥に酒を注ぐ。


「御ご心配なく。晄ちゃんは僕が守りますよ。汪李さんたち妖もいますし、いざとなれば、赤せき龍りゆうにお出ましいただくこともできます」


　陝邑の温泉の源になっている泉には赤龍が棲すみ、莉由をいたく気に入っている赤龍は、莉由が求めれば多少なりとも力を貸してくれるはずだった。


「晄の命を狙っているのは、章しよう玄げんや炅だけではない。鬼方が攻せめてきたらどうする。晄は人の戦いくさに妖を使おうとはしないだろう。お前や妖たちだけでは、晄を守りきれぬ。私が陝邑と桃林に派兵できるのは一万にも満たぬが、王都は五万の王直属の軍と二万の眉び軍が、朝礼に備えて万ばん全ぜんの警備態勢を敷しく。どちらが安全かは言うまでもないだろう」


「そうやって理り屈くつをこねて、あなたは、御自分の目の届くところに晄ちゃんを置いておきたいだけなんでしょう？　何と言われても、晄ちゃんを王都へはやりません」


　二杯はい目の觥も空け、舜は再び酒を注いだ。


「お前が、晄を王都へ行かせたくない理由はわかっている」


　十六年前、南庚王の崩ほう御ぎよと同時に、行方ゆくえ知れずになった南庚の御み子こ──。


　それが晄だと、楓牙は確信していた。そして十六年間、晄を育ててきた舜が、自分とは血のつながりがないことを、晄に知られたくないと思っていることも──。


　各地から貴族が集まる朝礼に参列すれば、先代の王、南庚に近しかった者と顔を会わせなくてはならない。舜は、それらの氏族によって、晄の出自が暴あばかれることを恐れているのだ。


「私は、殷の政まつりごとを正したいという晄の願いを叶かなえてやりたい。晄は陝邑の領主だ。朝見し、主上に進言する権利は十分にある。今さら、晄の身の上を明らかにしようという気は──」


　カタンと硬かたい音を立てて、青銅の觥が倒たおれた。舜が觥を取り損そこねたのだ。彼は「失礼」と無表情でこぼれた酒を拭ふく。しかし、その指先は微かすかに震ふるえていた。


　楓牙は痛ましげに、舜の手に視線を落とす。彼が晄を慈いつくしむ気持ちは本物なのだ。


「舜……。晄の出自を問い質ただす者がいたら、私がどうにかしてごまかしてやる。だから──」


「またその話ですか？　僕が守りたいのは魔法の鼎と、炎招戈の使い手になってしまった可愛かわいい弟です。どこぞの貴族の目に留まってお小こ姓しようにされたらどうしようと、そのこともかなり本気で心配してますよ。晄ちゃんを王都へやりたくないのは、そういう理由です」


　空になってしまった觥に、舜は新たに酒を注いだ。


「まだ意地を張るのか」


　あくまでも平静を装よそおう舜を見て、楓牙は浅い溜め息をついた。


「意地なんか張ってません。忘れたんですか？　十六年前、黄河に流されたのは、炅かもしれないということを──。あなたは、晄ちゃんが御子であってほしいと望むあまりに、事実を歪わい曲きよくしてとらえているんですよ」


　思わぬ反はん撃げきに楓牙は絶句した。舜の切れ長の眼めに冷たい光が点ともる。


「王都で晄ちゃんと炅が戦うことにでもなれば、二人がどういういきさつで争っているのか取り沙ざ汰たされるでしょうね。そして、王を裏切った貞人、章玄と手を組んでいる少年が、御子かもしれないなんて噂うわさになったら、王族の方々は大混乱に陥おちいるでしょう。ま、僕には関係ありませんけど」


「私を脅おどしているのか……」


　晄が御子だという証しよう拠こは何もない。舜の父親である尭は、南庚の正せい妃ひを輩はい出しゆつした嬉き氏に仕えていた。その息子である舜が、晄は尭の実子に相そう違いなく、御子は炅に違ちがいないと言い張れば、王族や廷てい臣しんは容易たやすく信じるだろう。


「そう受け取っていただいてかまいませんよ。とにかく、晄ちゃんを王都へは行かせません」


　舜はそう言って、三杯目の觥を一気に呷あおった。


「なぜ、私を信じてはくれぬ──」


　わき上がってくる怒いかりを抑おさえきれず、楓牙は膝ひざの上で拳こぶしを握る。


「晄を王都へ行かせたくないのは、晄の出自を明らかにしたくないからだと、素す直なおに言えばよいであろう！　何度も言っているように、お前と莉由を実の兄姉だと思っている晄に、真実を告げて悲しませるつもりはない！」


「楓牙様──」


　声を荒あららげる楓牙を、累焰が制した。


「舜殿どのは、主上が病に冒おかされ、離り反はんする諸しよ侯こうが増える中、朝礼という場で王位に関かかわる問題を浮ふ上じようさせるのはよろしくないと仰おつしやっているのでございます。わたくしも、晄殿が王都にお出いでになるのは反対でございます」


　楓牙は腹心の占術師を振ふり向き、舜も軽く瞠どう目もくした。楓牙の意思を第一に尊重する累焰が、主あるじの意見に異を唱えるのはとても珍めずらしいことだった。


「──わかった」


　楓牙は唇くちびるを嚙かみ、脇わきに置いた剣けんをつかむと立ち上がった。頰ほおを朱しゆに染め、舜に一いち瞥べつもくれずに足早に部屋を出る。


　しかし、累焰は楓牙の後を追わず、その場に残った。


「何があったのでございます？」


　四杯目の酒を注いでいた舜は、累焰に問われて目を上げた。


「先の正月も、また秋の評議の際にも、結局は晄殿の熱意に折れて王都行きを御承知なさいました。此こ度たび、これほどまでに晄殿の王都行きに反対なさるのには、何かわけがあるのではございますまいか？」


「別に何も──。何でそんなことを訊きくんです？　僕はただ、晄ちゃんがこれ以上の面めん倒どうに巻き込まれたら嫌いやだと思ってるだけです。それでは満足できませんか？」


「占術師の勘かんでございます」


　累焰は深い影かげのような瞳ひとみで舜を見つめた。耐たえきれず、舜は累焰から目をそらす。


「これ以上、言うことは何もありませんよ。どうかお引き取りください」


「晄殿を陝邑へお引き留めください。くれぐれも王都へは行かせませぬように」


　累焰は立ち上がり、舜に背を向けた。


「何か占みえたんですか？」


　累焰の言葉にふと不安に襲われ、舜は、貞人にも匹ひつ敵てきする占術師の後ろ姿に声をかける。


「いいえ、これもただの勘でございます」


　彼は一いつ旦たん振ふり返ってそう言うと、部屋を出て行った。


　舜は、累焰の消えた戸口を見つめ、震える指で觥を握りしめた。


　南庚の正妃が生きている──。


　舜がそれを知ったのは、つい十日ほど前のことだった。桃林へ行った晄のために、武具を作り、河伯の加護を祈いのろうと黄河へ行くと、河伯の使いだという声だけの存在に呼び止められた。


　舜には、声の主に心当たりがあった。


　彼は、舜の父、尭と約束を交かわしたと言っていた。その約束の内容も、正妃の居場所も詳くわしいことはまだわからない。そのことが舜を不安にさせていた。


　正妃の生家嬉氏の所領は黄河の河口近くにある。王都とは目と鼻の先だ。正妃が嬉氏の館やかたにいるとは考えにくいが、晄が王都へ行けば、正妃に近しい者と接せつ触しよくする可能性は高い。


　楓牙の生母の実家、偃えん氏は嬉氏と親しい。楓牙に真実を語り、前もって頼たのんでおけば、うまく立ち回って、晄と嬉氏との接触を阻はばんでくれるかもしれないが──。


「あの熱血王子様に、お妃様が生きているなんて言えるわけないじゃないですか……」


　楓牙は、南庚の嫡ちやく子しが生まれる前から、王子に仕えることを定められていた。彼は未いまだにその定めに縛しばられ、晄に執しゆう着ちやくしている。正妃が生きていることを知れば、冷静ではいられないだろう。


　四杯目の觥さかずきを口に運ぼうとして、舜は自じ嘲ちようする。


（冷静さを失っているのは、僕の方ですか）


　觥を下ろし、舜は切れ長の眼を伏ふせる。


「今度こそ本当に、限界がきちゃったんでしょうかねぇ……」


　真実を知った時の莉由と晄の気持ちを思い、舜は深い溜ため息をついた。





「舜と何を話していた？」


　南堂の回かい廊ろうを歩いていた楓牙は、追いついてきた累焰を肩かた越ごしに振り返った。


「荒あれておいででしたので、少しばかり気になりまして──。ですが、舜殿は何も仰ってはくれませんでした」


「二人で示し合わせて、晄の王都行きを阻もうと画策していたのではあるまいな」


　楓牙は前を向き、足音も荒あら々あらしく回廊を進む。


「まさか、そのような──。ただ、今の王都は、晄殿にとって危険だと……」


　陽甲の中に共工の核かくが潜ひそんでいると、累焰は楓牙に言うことができなかった。利條から口止めされていることもあるが、陽甲は異腹とはいえ楓牙の兄である。陽甲と晄の邂かい逅こうで共工が復活する恐おそれがあると知れば、この主は黙だまってはいないだろう。


　共工にまつわる災さい厄やくが、楓牙に及およぶことだけは避さけたかった。


（わたくしは、楓牙様の御おん身みが大切なのでございます）


　楓牙の後ろ姿を見つめ、累焰は心の中で呟つぶやいた。
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「楓牙はもう、王都に着いたかな……」


　陝邑の城じよう郭かくの頂に立った晄は、東の空にかかる月を眺ながめて、やるせない溜め息をついた。暮れ始めた空に輝かがやく月は、すでにだいぶ丸くなっている。朝礼は、年が明けて最初の満月の夜明けに行われる。今いま頃ごろは、各地から王おう侯こう貴族がぞくぞくと王都に参集しているだろう。


　今夜、桃林から来る佟韋とともに、晄も王都へ発たつことになっていた。しかし、未だに献けん上じようする品や礼装が調ととのっていない。舜を説得してくれるはずの楓牙は、舜に何か言われたのか「お前は王都に来るな」と言い置いて、年末に亳邑を出立してしまった。だから、彼が子どもの時に着ていた礼装を借りることもできなかった。


「あ～あ……」


　再び晄が溜め息をつくと、


『そうくさるな。朝礼に出ずとも、また後宮にでも忍しのび込んで王に直じき訴そすればよい。言うことを聞かねば化か蛇だをけしかけると、脅しの材料に使ってもらってもかまわぬぞ』


　晄の隣となりで、月を眺めていた汪李は、愉ゆ快かいそうに唇の端はしを吊つり上げる。


「正々堂々と、貴族や廷臣たちの前で言いたいんだよ……」


　そうしている間に日が沈しずみ、やがて、蹄ひづめの音を響ひびかせて、西から数騎きの馬影が近づいて来た。


「佟韋、こっち」


　外城の西門で下馬した佟韋に声をかけ、晄は城郭に上って来るように手招いた。逆に煒白は城郭から下りると西門を開け、桃林の衛え士じたちから荷物を受け取る。舜に見つからないよう、言い含ふくめられているのか、衛士たちは城郭の上の晄に会え釈しやくすると、すぐに帰って行った。


「礼装はあった？」


　息を切らせながらはしごを上がってきた佟韋に、晄は待ちかねて尋たずねた。彼にも礼装を探してくれるように頼んでおいたのだ。


「いいえ。あちこちあたってみたのですが……」


　佟韋は白しろ装しよう束ぞくしか持っていないし、他国との交易が盛んな桃林でも、さすがに朝見の礼服など、市では扱あつかっていないという。


「そうなの……。取りあえず王都には俺も行くけど、朝礼には佟韋だけ参加して。礼服も献上する品もないんじゃ、とても王様の前に出られないもの」


　肩かたを落として、晄がそう言った時──。


「晄さん、諦あきらめるこたぁねえ」


　城郭の北西の角に設けられた見張り用の高こう楼ろうから焉が姿を現した。焉の後ろから、彼のもと手下たちが、荷車を引いたり、大きな布包みや櫃ひつを抱かかえたりしてついて来る。


「みんな、どうしたの!?」


「晄さんが準備に難なん儀ぎしてるようだったからさ」


　焉は手下たちに指示し、持って来た荷物を広げさせた。荷車の上に載のっていたのは、大きな青銅製の鼎かなえだった。それも王権の象しよう徴ちようである揃そろいの九つの鼎である。櫃の中には、冠かんむりや帯、膝ひざ蔽おおいなど晄が探していた礼装がひとそろい入っていた。


「噓うそ……どうやって」


「俺らの昔の商売を忘れたのか」


『我らにも見つけられなかったものを……』


　妖あやかしたちも目を丸くしていた。


「冬物の袷あわせは、女衆に縫ぬわせた。鼎は、あっちの領主こっちの貴族から注文が来たってことにして、少しずつ時期をずらして、舜さんに作らせちまった。同じ意い匠しようなのはたまたまだ」


　舜にはそれが一番気に入った形だったのだろうと、焉は豪ごう快かいに笑う。


「ありがと──」


　晄は潤うるむ目を瞬またたかせた。


「俺らのような罪人を増やしちゃならねえ。頼んだぜ」


　焉は晄の手を取り、ギュッと握にぎる。


「うん。がんばるよ」


　晄も焉の手を握り返し、大きくうなずく。


　汪李が化蛇の本ほん性しようを現した。長い城郭一いつ杯ぱいに横たわる白銀の大だい蛇じやの背に、男たちが手早く荷物をくくりつける。煒白は晄の脛すねあてに変へん化げし、鸞は藍あい色いろのひよこになって晄の懐ふところに飛び込んだ。チャウは汪李の背に跳とび乗ると、たてがみにしがみつく。


「じゃ、行って来る」


　佟韋とともに、晄が汪李の背にまたがった時──、


「そうはいきません！」


　舜と莉由が、西門のはしごを上ってきた。腕うでには卣ゆうを提さげている。卣とは、持ち手と蓋ふたがついた酒を運ぶための容器だが、舜の作ったその卣は、妖を吸い込む呪じゆ具ぐだった。


「今夜あたり、汪李さんに乗って出かけるんじゃないかと思ってましたが、やっぱり──。晄ちゃん、汪李さんからすぐに下りなさい！　でないと、汪李さんをこの卣に吸い込んで、二度と出られないようにしてしまいますよ！」
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　舜は卣の蓋を取り、口を汪李に向ける。


「晄ちゃん、お兄ちゃんの言うことを聞いて。お兄ちゃん、本気なのよ。珍めずらしく──」


　手を胸の前で組み、莉由が叫さけぶ。


「舜兄、莉姉……、そんな……」


「させねえ！」


　焉が怒ど鳴なった。ザッと手下たちが弓を構え、舜と莉由とに狙ねらいを定める。


　莉由は小さな悲鳴を上げ、「焉さん……何を」と、舜は目を剝むいた。


「晄さんは俺たちの希望なんだ。どうしても王都へ行ってもらう」


　盗とう賊ぞく時代の迫はく力りよくを蘇よみがえらせ、焉は舜を睨にらみつける。


「晄さん、早く行きなせぇ！」


　舜から目を離はなさず、焉は叫んだ。


「う、うん……。わかった、汪李──」


　困こん惑わく気味の晄の声に、汪李は羽う毛もうのない蝙蝠こうもりのような翼つばさをザッと羽ばたかせた。汪李の巨きよ体たいがふわりと浮うく。


「あ、晄ちゃん、待って!!」


　舜は慌あわてて汪李の尻尾しつぽに追いすがり「お兄ちゃん、危ない！」と莉由がその背にしがみつく。


「そんなに心配なら、一いつ緒しよに行きゃいいじゃねえか」


　焉はポンと残っていた布包みを投げ、阿あ吽うんの呼こ吸きゆうで、汪李はその布包みごと舜と莉由を尻尾でくるりと巻き込んだ。


「こんなことになるんじゃねーかと思って、舜さんたちの荷物も用意しておいたんだ」


　目を白黒させる舜に、焉はニッと笑った。


　今度こそ、汪李は翼を大きく羽ばたかせて舞まい上がった。月の光を照り返し、白銀の鱗うろこが夜空に煌きらめく。


「行ってらっしゃーい」


　焉とその手下たちが、満面の笑えみで手を振ふった。


「よい方たちですね」


　晄の前に乗っていた佟韋は、下界を見下ろし、穏おだやかな笑みを浮かべた。


「うん、助かった。礼装だけじゃなくて、王様への献けん上じよう品まで用意するなんてびっくりだよ」


「禹王から湯王へ受け継つがれたという、九きゆう鼎ていに匹ひつ敵てきする宝物ですよ、あれは」


「何たって、舜兄の作品だからね」


　晄は尻尾に巻かれたままの舜と莉由を振り返った。窮きゆう屈くつだろうが、厚着をしてこなかった二人には寒くなくていいかもしれない。


「佟韋は、何を献上するの？」


「もちろん、桃林の特産品、華山の桃の花粉です」


『げ──』


　汪李、煒白、鸞が同時に呻うめいた。華山の南なん麓ろくに咲さく桃は、崑こん崙ろんの仙せん桃とう樹じゆの眷けん族ぞくで、その花粉は妖の力を削そぐ。妖あやかし除よけや、妖がもたらす疫えき病びようの特効薬にもなるその花粉は、普ふ通つうの人間にとっては大変有り難がたい代しろ物ものだが、汪李たちはこの花粉を吸ったために、視覚、聴ちよう覚かく、臭しゆう覚かくを鈍にぶらせ、膂りよ力りよくまで奪うばわれるという苦い経験をしていた。鳳鸞に至っては人ひと形がたにもなれず、ひよこのままぐったりしてしまったのである。


『ただでさえ、王城は妖除けの護まもりが堅かたいというのに……』


　小さな翼で鼻と口を押さえ、鸞は晄の懐から顔を出した。


「大だい丈じよう夫ぶです。持って来たのはほんの少々ですから。その方が価値が高そうな感じがするでしょう？」


　佟韋はたてがみをつかんでいた手を離し、懐を探さぐると絹の小こ袋ぶくろを取りだした。


『きゃー』


　鸞は晄の懐に顔を引っ込め、脛あてだった煒白は、駮はくの姿になって遥はるか尻尾の方へと飛び退のいた。


『よせ。ここで開くな──！』


　手がないので、鼻と口を押さえられない汪李は恐きよう慌こう状態に陥おちいる。


「これはおやつの干し棗なつめです。桃の花粉は、後ろの荷物の中ですよ」


　佟韋は笑いながら、「はい、どうぞ」と、数粒つぶの棗を晄の口に入れた。
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　王城の後宮、しどけない姿で陽甲王の肩に頭を乗せて眠ねむっていた梓し羅ら々らは、ふと気配に気づいて目を開けた。部屋の隅すみに置かれた鑑かんに目をやる。鑑からは瘴しよう気きに似た薄うすい靄もやが立ちのぼっていた。


　彼女は陽甲の眠りを妨さまたげぬように、そっと起き上がった。一つだけ点ともされた明かりが、波打つ豊かな黒くろ髪かみを艶つや々つやと照らす。女によ官かんたちも寝ね静しずまり、歩ほ哨しようの甲かつ冑ちゆうが擦こすれ合う音だけが微かすかに耳に届いた。


　梓羅々は立ち上がり、鑑の前に座り直した。鑑には水が張ってある。鑑の中に、大きな妖あやしいほどに美しく輝かがやく眼めと、細く高い鼻び梁りようの、匂におい立つようなおのれの美び貌ぼうを捉とらえ、彼女は薄うす紅べに色いろの唇くちびるに笑みを浮かべた。乱れた襟えり元もとを直し、髪に簪かんざしを挿さし直す。


「こんな時刻に、いかがなさいました？」


　髪を直す手を止めず、梓羅々は鑑に語りかけた。すると鑑の水に波は紋もんが生まれ、水面から梓羅々の姿が消える。水が静まると、鑑を見ているのは梓羅々であるはずなのに、なぜかそこには孤こ高こうの虎とらのような鋭するどい目の男が映っていた。貴人であることを示す冕べんをかぶり、ゆったりとした玄げん端たんを身にまとっている。


　──正月の朝礼まであと三日だ。こちらの手はずはすべて調ととのった。そちらの様子を知りたい。


　鑑の中で、男が言った。


「もう一息といったところですわね。利條めの祓はらいの術のせいで、なかなか、共工様本来のお力が取り戻もどせませぬが、もう我を忘れて暴れたりはなさいませぬ」


　梓羅々は、先刻と変わらない姿勢で微かな寝ね息いきを立てている陽甲に、一いち瞥べつを投げる。


　──ならばよい。不完全な神を蘇らせては、十六年の苦労が水の泡あわだ。


「今度こそ、晄を殺していただきたいですわ。桃林の時のような失敗をして、共工様をがっかりさせないでくださいませ」


　非難の色を滲にじませた口調で梓羅々が言うと、それまで無表情だった男の目に不快そうな光が点る。


　──桃林では、思わぬ邪じや魔まが入ったからだ。此こ度たび、それを防ぐのはお前の役目だ。わかっておるだろうな。


「もちろんですわ。あたくしは、かつての炎えん招しよう戈かの使い手、禹や成せい湯とうとも戦ったことがございますのよ。彼らの手の内はよく存じておりますわ」


　──あの兄弟を舐なめると痛い目を見るぞ。


「禹や成湯に比べれば、晄は年とし端はもいかぬただの人間。その兄姉も然しかり。恐るるには足りませぬ」


　──そうまで言うなら、お手並み拝見といこう。天界の神々が、共工の核かくの所在に気づく前に、晄を殺さねばならん。抜ぬかりのないようにしてもらおう。


　言い捨てるように男は言った。


「そちらこそ──、章玄殿どの」


　梓羅々は、鑑の中に艶えん然ぜんとした笑みを投げかけた。鑑の水が再び揺ゆらめき始め、男の姿が薄くなる。水が静まり、そこに再びおのれの姿が映ると、梓羅々は立ち上がり、床とこへ戻った。眠る陽甲の傍かたわらに、寄り添そうように身を横たえる。


「ああ、待ち遠しいこと。早く本当のあの方にお会いしたい……」


　梓羅々は、白い指先で陽甲の頰ほおを撫なで、熱に浮かされたような潤うるむ瞳ひとみで彼を見つめた。





　その頃ころ──。


　明かりを一つだけ点した霊れい廟びように、大だい史し令れい利條の呪言が微かにこだましていた。


　呪を紡つむぎながら、利條は削さく刀とうでおのれの指先に傷をつけ、滴したたる血を簋きに落とす。彼は自らの命数を供く物もつにして、陽甲の体内に潜ひそむ共工を祓おうとしていた。


　簋の上で、赤い液体は小さな泡を立てて沸ふつ騰とうし、やがて赤黒い塊かたまりとなって簋の底にこびりつく。多少なりと共工の力を削いではいるようだが、祓うまでには至らない。


　ふと、祓う前に、自分の命の方が先に尽つきるのではないかという不安が利條の胸をよぎる。


　けれど、躊躇ためらっている場合ではなかった。


（朝礼までに、何としても主上から共工を祓わねば──）


　白はく皙せきの美貌には、焦しよう燥そうの色が浮いていた。




　二　見捨てられた神







「あれは何？」


　佟韋と一いつ緒しよに裘かわごろもにくるまれて煒白に抱かかえられていた晄は、王都の上空から地上を見下ろし、不思議な景色に目を留めた。


　泰山の南麓、黒々とした森の中に、険しい山やま肌はだに貼はりつくようにして、無数の巨きよ大だいな柱が林立していたのである。不完全な円えん筒とう形のその柱は、隆りゆう起きした岩ではなく、月が照らすのは黄おう淡たん色しよくの土の表面だ。柱の表面にはポツポツと黒い穴が空いている。


『馮ひよう夷い城だ──と思う。確か、あの辺りにそんな名の城じよう塞さいがあった』


　汪李が言った。


「城なの？」


「もとは社だったと聞いていますよ。馮夷というのは水神の名です。河伯の異名とも長ちよう江こうの神とも言われていますが、よくわかっていません」


　佟韋も、頰に刺ささるような冷たい風に顔をしかめながら、眼下の土柱に目を凝こらす。


『我が知っている馮夷城は、もっと小さい城だった。我が異界で眠っている三百年の間に、黄土を掘ほり進め、建て増しされたようだな』


『二千人──いやそれ以上か。地下深くにも大勢の人間が住んでいる』


　煒白が、耳をそばだてる。


「そんなにたくさん──。王都は目の前なのに」


　焉たちのことを思えば、山の中に隠かくれ住む理由は何となく想像がつくが、それにしても二千人は多すぎる。


（いったい、どんな人たちが、あそこに住んでいるんだろう）


　美しいが奇き妙みような土の城を、晄はしばらくの間じっと眺ながめていた。


　晄も佟韋も気づかなかったが、その時、馮夷城の柱の頂には、一いつ匹ぴきの妖あやかしがいた。体たい軀くは人に近いが、全身が黄金こがね色いろの毛で覆おおわれていた。


　顔に長くかぶさった頭とう髪はつの隙すき間まから、妖は鋭い眼で、遥かな高みを飛ひ翔しようする銀色の蛇へびを見つめていた。その眼は片方が紫むらさき、もう片方が赤だった。


（雍よう和わか）


　人の数十倍も優すぐれた視力を持つ汪李と煒白は、柱の頂に佇ちよ立りつする妖が、こちらを見ていることに気づいたが、あえて口には出さなかった。人の間では、雍和は争乱を起こす妖として恐おそれられていたからである。








「晄殿、お出いでにはなれないと伺うかがっていましたが──」


　明け方近く、晄たちは楓牙が宿にしている館やかたに到とう着ちやくした。昨年の正月も世話になった館だ。


「寒～。お願い、火に当たらせてください～」


　裘を頭から被かぶってガタガタと震ふるえる晄たちを見て、館の主あるじは慌あわてて家人に火ひ鉢ばちと、温かい飲み物の用意を命じた。声を聞きつけて、楓牙と累焰が駆かけつけて来る。


「よく来られたな……。どうやって舜を説得──」


　楓牙は感無量といった様子で晄を出で迎むかえたが、晄たちの後ろに、恐ろしく不ふ機き嫌げんそうな舜の姿があることに気づいて、ギョッと目を剝むいた。しかし、さらにその後ろに莉由がいることを知り、すぐさま相好を崩くずす。


　離はなれの一室に火鉢が持ち込まれ、主は晄たちをそこへ通した。


「夜を徹てつして、馬車を走らせていらっしゃったのですか、何とまあ──」


　主に佟韋を紹しよう介かいし、早朝の訪問を詫わびると、彼はそう言って目を丸くした。


「ええ、まあ──」


　化か蛇だの背に乗って、空を飛んで来たとは言えないので、晄は笑ってごまかす。


　汪李には、王都の北の、人目のない森の中に降りてもらった。汪李の背には、九つの鼎かなえを載のせたままの荷車がくくりつけられていたので、馬に変へん化げした煒白にその荷車をつけ、晄たちは他ほかの荷物と一緒にそれに乗って、この館までやって来たのである。


「陝邑から、あれだけの荷物とこの人数を、たった一頭で運んで来るとは大した馬ですねぇ」


　主はますます目を丸くしたが、やはりそこも笑ってごまかした。


「不覚でした……。晄ちゃんと妖たちを警けい戒かいしてばかりいて、焉さんには注意を払はらってなかったんです」


　館の主が退出すると、火鉢の脇わきで焉に持たされた包みをほどきながら、舜はぼやいた。


「さすがは、百人からの手下を率いていた盗とう賊ぞくの頭領だな」


　笑いたいのを我が慢まんしているような顔で、楓牙は言った。


「おや、これは──。晄ちゃんにつき添って、僕も王城に行けってことなんでしょうか」


　包みの中には、舜の礼装がひと揃そろい入っていた。


「彼は、ほんとに手て抜ぬかりなくやってくれるんですよねぇ。ほら──」


　続いて舜が取り出したのは、青銅の仮面だった。晄の甲かつ冑ちゆうに合わせて新しく作った物で、いつものびっくりまなこではなく、縁ふちに鳳ほう皇おうと鸞らん鳥ちようの意い匠しようが施ほどこされているのは、びっくりまなこの冑かぶとを被った時に、それが一層映はえるようにするための工く夫ふうだという。


「焉さんは、晄ちゃんがお小こ姓しように召めし上げられないようにと、気き遣づかってくれたみたいです。ここまでされては、彼の望みを叶かなえないわけにはいきませんねぇ」


　舜は、憮ぶ然ぜんとした様子でしみじみと仮面を眺めた。


「……つまり、それを着けるなら、朝礼に出てもいいってこと？」


「しかたがないでしょう。晄ちゃんは焉さんたちの希望なんですから」


「舜兄、ありがと──！」


　晄は舜に飛びついた。いつもならここでほんわり笑う舜だが、彼の表情は硬かたいままだった。


「ただし、朝礼だけではなく、館から出る時には、常にこの仮面を着けてもらいます」


「ええっ!?」


　あたふたと後あと退ずさる晄に、舜は無む理り矢や理り仮面を被せた。


「莉由ちゃんの礼装もありますよ」


　最後に、舜は女物の衣い裳しようを包みから取り出した。


「あたしなんかが、王城に行ってもいいの？」


「もちろんだ。儀ぎ式しきは公こう侯こうの称しよう号ごうを持つ貴族と廷てい臣しんのみの参列だが、その後の宴うたげには、当主の親族や近きん習じゆの者も列席する。お前たちが来るとわかっていれば、私が莉由の衣裳を用意しようと思っていたのだが、さすが焉だ、よく気がついてくれた」


　楓牙は嬉うれしそうだった。莉由と一緒に宴に出るのを、楽しみにしていたらしい。


　莉由はそれを手に取って広げた。色いろ鮮あざやかな紋もん様ようが染め抜ぬかれた絹の袿うちぎに、繭まゆ綿わたの袷あわせである。


　どちらも目を瞠みはるほどの豪ごう華かさだ。


「何と艶あでやかな……。これならば、王族の姫ひめたちと並んでも遜そん色しよくがない」


「これって、也真がくれた物だわ」


「何!?」


「花はな嫁よめ衣い裳しようと一緒にもらった結ゆい納のうの品のうちの一つよ」


　先月、莉由は、敵国左大将の也真に拐かどわかされた。莉由を花嫁に望む也真は、莉由に山ほどの豪華な衣類と装身具を贈おくった。也真は楓牙との戦いくさに敗れて鬼方領に戻もどり、莉由が閉じこめられていた異界の部屋は瓦が解かいしたのだが、莉由は捨てるのはもったいないと、花嫁衣裳や結納の品々を陝邑の蔵くらに運び込んでおいたのである。焉はそれを引っ張り出してきたらしい。


「だ、だめだ、莉由。そんな物を着てはならん。礼装なら私が用意するから──」


　楓牙は蒼そう白はくになって、袿を取り上げようと身を乗り出した。


「王子、五尺」


　接近しすぎた楓牙に、莉由はぴしゃりと言い、楓牙はハッと固まる。


「楓牙様、朝礼は明後日あさつての朝でございます。今から仕立てさせても間に合いませぬ」


　累焰がぼそりと忠告した。


「あたし、これでいいわよ。こんな立派な衣裳があるのに、わざわざ別の物を用意するなんてもったいないじゃない。せっかく用意してくれた焉の気持ちを無む駄だにしたくないし」


　莉由は袿を部屋の隅すみの衣い架かにかけた。


「もったいない、気持ちを無駄にしたくない──。美しい言葉です」


　穏おだやかな笑えみを浮うかべて、佟韋は熱い薑はじかみ湯ゆをすする。


「宴の席はそのお衣裳でお過ごしいただき、その後の市で、莉由殿どののお気に召す物を買い求めてはいかがでございましょう？」


　悄しよう然ぜんとする楓牙に、忠義な従者が救いの手を差し伸のべた。


「そ、そうだな。王都の正月の市ならば、新品の絹の袿も繭綿の袷も店に並ぶ」


　楓牙は俄が然ぜん勢いを取り戻し、


「どうして、袿と袷にこだわるんです？　殷の王子様ともあろうお方が、敵国の左大将と、そんなところで張り合わないでください」


　舜は冷たい視線を楓牙に送った。








　その日の夕方、晄たちは到着の挨あい拶さつがてら晏仲を訪ねることにした。


　秋の参朝の時、王城には共工配下の妖がいるからと、利條は晄を私し邸ていに留め置いたのだが、今回は、利條から使いも簡も届いていない。彼は主上の本復を祈いのるために霊れい廟びようにこもりきりとのことなので、その件は落着したのか晏仲に問い合わせるためである。


　楓牙が前もって使いを遣やったところ、この時刻ならば自宅に戻っているとのことで、晄たちは、内城の西にあるという晏仲の私邸へ徒歩で向かう。


　佟韋はいつもの白しろ装しよう束ぞくだが、晄は舜の言いつけを守って、仮面を被っていた。仮面だけだと人目を引きそうなので、武人に見えるように同じ意匠の鎧よろいと冑を着け、裼せき衣いを羽織った。


　鳳は人ひと形がただが、煒白は脛すねあてに変化して晄の右みぎ脚あしに巻きつき、汪李は腕うで輪わのふりをして晄の左ひだり腕うでに収まっている。チャウはいつも通り子犬姿だ。


「これが王都だとは……。想像以上に酷ひどい有様ですね」


　王城前の大路を歩きながら、佟韋は眉まゆをひそめて辺りを見み渡わたした。


　朝礼が近いせいか、秋に参朝した時に見たような、路ろ傍ぼうに放置されたままの死体などはなかったが、相変わらず路地裏には貧しい身なりの庶しよ人じんがたむろしていた。道沿いの家々は、盗賊に襲おそわれたものか、戸は破れ窓まど枠わくが傾かたむき、すでに住む人もいない家も多いらしく、表口にまで雑草がはびこり、黄色く枯かれて寒風に揺ゆれていた。


「こんなんで、朝礼とかやって大だい丈じよう夫ぶなのかな」


　寂さびれる一方の街を見て、何だか不安になってくる。


　もとは武官だったという晏仲の私邸は思いの外質素で、庭には弓の鍛たん錬れんのための的場や、剣けんの練習に使う藁わら束たばがあった。


　家人に案内を請こうと、楓牙のすぐ上の兄、脩しゆう牙がが来ているという。鳳とチャウには堂の入り口で待っていてもらい、晄と佟韋、楓牙、累焰の四人で、客間を訪おとずれた。


　客間では、上座に脩牙が座し、晏仲がその向かいに座っていた。


　脩牙は、黒曜石のような眼めをした精せい悍かんな青年だった。雰ふん囲い気きや体たい軀くは楓牙によく似ている。母が違ちがっていてもやはり兄弟だ。


「楓牙、久しぶりだな」


　脩牙は、異腹の弟の顔を見ると、席をずらして自分の隣となりに招いた。


「陝邑領主、晄です」


「桃林領主、虞佟韋にございます」


　晄と佟韋が拝礼すると、彼は「子し脩牙だ。よろしく頼たのむ」と、思いの外、人ひと懐なつこそうな笑みを浮かべた。


「晄、よう来たな」


　晏仲は満面の笑みを浮かべていた。威い風ふう堂どう々どうとした晏仲の雰囲気は以前と変わらなかったが、ずいぶんとやつれたような気がする。王の病に諸しよ侯こうの離り反はんなど多くの難題を抱かかえ、宰さい相しようの肩かたには計り知れない重責がかかっているのだろう。


「その仮面は何のつもりじゃ？　どれ、儂わしに顔を見せておくれ」


「いえその……、兄に決してとるなと……」


　晄は、脩牙にちらりと視線を走らせる。お小姓に望まれるとは思わないが、素す顔がおをさらしたことがわかれば、舜が怒おこるに違いない。


「そう言えば、おぬしの兄は呪じゆ具ぐ作りであったな。何かのまじないか」


　晏仲はそう言って笑い、真顔に戻るとおもむろに佟韋に向き直った。


「遠路はるばる御ご苦く労ろうであった。そなたの参朝を待ちわびておったぞ」


　隣りん国ごくの周や召と良好な関係を保っている桃林の動向は、敵国鬼方を始めとして西方諸国の戦略に大きな影えい響きようを与あたえる。桃林侯が殷の朝礼に参列することは、今後の国政において重要な意味を持つと、晏仲は佟韋の参朝に感謝した。


「晄、おぬしもじゃ。西方の防衛の要かなめである陝邑も然しかり。離反を考える諸侯は、つけいる隙すきを窺うかがっておる。流る刑けい地となり、名もなき少年が領主になったとて、殷の西の守りは堅かたいことを朝礼の場で周囲に知らしめてくれ」


「晏仲殿どの。利條殿は、晄が朝礼に出席することを承知されているのか？」


　楓牙が尋たずねた。


「どういうことでござる？」


　晏仲に問い返され、楓牙は秋の参朝の際、利條から晄の登城を止められたことを語った。将軍たちが聞いているので共工の名は出さない。


「初耳じゃな……。何か占みえたのか」


　ふむ、と晏仲は思案深げに白はく髯ぜんを撫なでた。共工配下の妖あやかしのことや、晄が陽甲にまみえた時に互たがいに起こった異変について、利條は晏仲に告げていないらしい。


「利條は滅めつ多たに登城せぬが、何かあれば知らせて来るじゃろうて、気にすることはあるまい」


　問題は解決したのだろうと、晄はほっと佟韋や楓牙と顔を見合わせる。


「さて、せっかく来てくれたが、急に王城へ戻らねばならぬ用事ができてな。失礼つかまつるが、どうかゆるりとして参られよ。楓牙王子も脩牙王子も、世間の目を気になさらず話す機会など滅多にござらんじゃろう」


　晏仲は脩牙と楓牙に一礼すると早々に席を立った。


「もしや、私たちは兄上と晏仲殿のお話の邪じや魔まをしてしまったのでしょうか」


　晏仲の背を見送りながら、楓牙は脩牙に尋ねた。


「いや。私は晏仲に用事があって来たのではない。たまたま王城で、お前が陝邑侯と桃林侯を連れてここへ来ると聞いたので、忍しのびで参ったのだ」


　脩牙はそう言って、晄と佟韋に笑顔を向けた。


「以前から二人には会いたいと思っていたのだ。桃林侯の噂うわさは耿こう邑ゆうにも届いている。人種の坩堝るつぼのような国境の街を、若いながらよく治めていると」


「畏おそれ入ります」


　佟韋は、気品に満ちた笑みを返した。


「陝邑侯こうには、昨年の秋に、粟あわを送ってもらった礼を言いたかった。楓牙が特に目をかけているようだし、庶人の出自でありながら、西の要よう衝しようである陝邑を賜たまわるとはどんな少年だろうと、とても興味深く思っていたのだ。本当は楓牙と一いつ緒しよに、温泉に浸つかりに行きたいのだが、諸事情が許さなくてな」


「お忙いそがしいんですね。でも、お暇ひまができたら是ぜ非ひおいでください」


「いや、そういう意味ではない。殷の情勢が不安定な今、大おお妃きさきの末の子である私と、側室の子である楓牙が、いそいそ殷の西の要である陝邑を訪れれば、痛くもない腹を探さぐられる」


　晏仲が「世間の目を気にせず」と言ったのは、そういう意味なのだそうだ。


「まして、南庚王が生きておいでになれば、などと囁ささやく声が出始めているのだ。軽けい率そつな真ま似ねはできん」


「南庚王って、先代の王様？」


「そうだ。なかなかの賢けん王おうだったと聞くが、呪殺されたのだ」


「呪殺──!?　殺されたの？」


「そうだ。主上──私たちの長ちよう兄けいが次代の王に決まっておられたというのに、南庚王は男子が産まれるとその御み子こを立太子なさろうとしたからだ」


「兄上、お止やめください。そのような話を晄や桃林侯の耳に入れるのは」


　楓牙が割って入った。


「いいではないか。桃林侯はすでに知っているだろう」


　脩牙の目が佟韋に向き、佟韋は「おおよそのことは」とうなずいた。


「根も葉もない噂に振ふり回されて、桃林侯や陝邑侯にまで余計な疑念を抱いだかせてしまうよりは、この際、二人に内輪もめの実情を打ち明けてしまった方がいいだろう。言っておくが、南庚王の呪殺を命じたのは、主上ではないぞ。主上は即そく位いなされてからそのことを知って、大変驚おどろかれたのだから」


「あの……、南庚様が亡なくなったことと、脩牙様が楓牙と一緒に温泉に来られないことと、いったいどんな関係が？」


　晄にはわけがわからない。


「主上と私の母──大妃の氏族である董とう氏と、南庚王の妃を輩はい出しゆつした嬉き氏や、楓牙の母の一族である偃えん氏は、敵対関係にあるのだよ」


　楓牙の父、祖丁王から、傍ぼう流りゆうの南庚に王座が移ったのは、嬉氏と偃氏が、董氏を排はい斥せきするために、南庚の後ろ盾だてになったからだという。


「それで、脩牙様が楓牙と一緒に温泉に浸かると、董氏がぴりぴりすると……」


　ようやく、晄にも氏族争いの構図が見えてきた。


「そもそも楓牙、お前が御子に未いまだ忠誠を誓ちかっているから、なかなか兄上や姉上との溝みぞが埋うまらないばかりか、董氏の一族に妙みような誤解をされてしまうのだ」


「兄上──！」


　楓牙は蒼そう白はくになって膝ひざを乗り出し、「御子に忠誠を？」と、晄は瞠どう目もくした。


「偃氏は、嬉氏と盟約を結んでいたのだ。御子が産まれる前から、南庚王は、楓牙を御子の側近にすると──」


「兄上、お止めください。どうか、それをここでは──」


　楓牙らしくない狼ろう狽ばいぶりに、「また、そうやってむきになる」と脩牙は苦い顔をする。


「南庚王は殺され、正妃杏きよう玲れい様も御子も行方ゆくえ知れずになってしまった。しかし、楓牙は御子を諦あきらめられずに、主上に仕えることを厭いとって臣に下り、軍ぐん籍せきに身を置いたこともあるのだ」


「そうだったの……」


　楓牙が亳邑に封ほうぜられる時、さんざんごねたという話は、晄も聞いたことがある。


「正妃と側室の子どもたちが仲なか違たがいするのはよくある話だ。正直、私も幼い頃ころは、父上が楓牙の母の所にばかり通うので、楓牙を妬ねたんだり怨うらんだりした。大人になってみれば、そんなことは笑い話だが、肝かん心じんの楓牙が、主上ではなく御子に忠誠を誓っているのでは、兄上姉上のお心がほぐれなくても無理はない」


「……兄上、私は国に尽つくしております。決して主上をないがしろには……」


　楓牙は居たたまれないように目を伏ふせた。


「わかっている。だが、王の失政は許せぬが、兄としては大切に思っていると、口に出して言わなければ伝わらないぞ。かく言う私も、行方知れずの御子に嫉しつ妬としている兄の一人だ」


　そう言って脩牙は笑い、晄たちに視線を戻もどした。


「話が逸それたな。私も楓牙も、兄弟やその背後の氏族の確かく執しつを、政まつりごとに持ち込む気はないと言いたかったのだ」


「南庚王の死に関して、その顚てん末まつが虞氏の耳には届きませんでしたが、犯人は見つかったのですか？」


　佟韋は尋ねた。


「詳くわしいことは未だにわからないのだ。王の交こう替たいとともに、王直属の占せん術じゆつ師し、貞てい人じんも入れ替かわる。貞人を使わすその他ほかの氏族も当時は戦せん々せん恐きよう々きようだったそうだから、謀ぼう略りやくを巡めぐらせたのはそちらの方かもしれん」


　脩牙は軽く頭を振った。晄の脳のう裏りにふと、王を裏切った貞人、章玄の姿がよぎる。


「幸いなことに、主上は氏族のしがらみにとらわれず、能力のある者を登用なさったので、氏族間の抗こう争そうは大きくならずにすんだ。いまさら藪やぶをつついて蛇へびを出すわけにはいかない」


　つまり南庚暗殺という大事件は、氏族間の争いを回かい避ひするために闇やみへ葬ほうむられてしまったのだ。


「可か哀わい想そうに、御子には何の罪もないのに。生きていらっしゃるかどうかも、わからないの？」


　晄は楓牙を見上げた。


「……そうだ」


　そう答える楓牙の表情は、悲しそうでもあり、困ったようでもあった。


『どうした。浮うかねえ顔だな』


　脩牙に別れを告げて部屋を出ると、外で待っていた鳳が急ぎ足で寄って来た。


「ちょっとね……。王位争いの犠ぎ牲せいになったっていう御子の話を聞いちゃって……」


　──楓牙、お前が御子に未だ忠誠を誓っているから──。


　晄の耳にその言葉が残っていた。


（十六年もの間、忘れられずに……）


　自分が生まれた年に南庚王が崩ほう御ぎよしたことは知っていた。つまり御子は自分と同い年だ。


　──私を楓牙と、呼び捨ててくれないか？


　晄は、楓牙に出会ったばかりの時のことを思い出す。


　彼は、言こと葉ば遣づかいも兄や姉に対するように普ふ通つうに喋しやべってほしいと、一人の友人として扱あつかってほしいと言っていた。


　いきなり憧あこがれの王子の友人に昇しよう格かくして舞まい上がった。


　彼が自分を特別扱いしたのは、失った御子が重なって見えたからなのだろう。


（楓牙が、本当に特別に思っているのは、御子だったんだ……）


　そう思うと、楓牙が急に遠い存在に思えて、何だか切なくなる。


　楓牙のような領主になりたくて、楓牙の期待に応こたえたくて、必死で彼の背中を追った。けれど、追いつくはずもない。楓牙が見ているのは、王になるはずの御子だったのだから──。


　晏仲の館やかたの門を出ると、沈しずみかかった日が、人通りの途と絶だえた大路をもの寂さびしげに照らす光景が目に飛び込んできた。先刻まで行き来していた人々は、追い剝はぎを恐おそれて早々に館へ引き上げたのだろう。逆に路地裏には、見るからに危なそうな輩やからが集まり始めている。


「南庚王が生きていたら──と、そんな囁きが生まれるのもわかりますね」


　荒あれた王都の有様を眺ながめながら、佟韋が言った。


「御子が王位を継ついでいたとしても、宰さい相しようは楓牙王子です。嬉氏と偃氏のお力ちから添ぞえを得て、少なくとも軍部出身の晏仲様ほどの御ご苦く労ろうをせずに、政を行うことができたでしょう」


　佟韋の声が届いたのか、前を歩いていた楓牙と累焰が、肩かた越ごしに佟韋を振り返った。しかし、二人とも何も言わずに再び前を向く。


「そっか……。御子が王なら、楓牙が宰相……」


『だったら、累焰が大だい史し令れいだな。けど、累焰に玄げん端たんは似合わねーぜ』


　鳳は笑った。


「そうなら、この国はもっとまともだっただろうね……」


　ひどくやるせない思いで、晄は呟つぶやいた。








「十六年前の王位争い──!?」


　館の離はなれに戻り、脩牙から聞いたことを語ると、舜の眉まゆが跳はね上がった。晄でさえぞっとするほど恐ろしい目で、ギッと楓牙を睨にらみつける。


「いや、その……脩牙兄上が……」


　楓牙はたじたじと後あと退ずさった。


「そんなにびっくりしないでよ。俺、ちゃんと言いつけを守って、仮面を被かぶってたし。ただ、南庚王のお妃きさき様の実家の嬉氏って、昔、父さんが仕えていた貴族でしょ？　舜兄、何か憶おぼえてるかなって……」


　晄は慌あわてて舜と楓牙の間に入った。


「聞いたような気もしますが、僕は当時、まだ六歳でしたからね。小難しい事情はわかりません。晄ちゃんが産まれてすぐに、魔ま法ほうの鼎かなえを狙ねらう悪者から逃にげるために、お引っ越こししちゃいましたし」


　そう言いながら、舜の目はまだ楓牙を睨んでいる。


「あたしなんて、嬉氏の館にいたことも全然憶えてないわ。一番古い記き憶おくは、晄ちゃんを抱だっこしてお風ふ呂ろに入ろうとしたら、すべって二人とも溺おぼれかかったことかしら」


　煮に魚ざかなを切り分けながら、莉由は言った。


「莉由……、私の魚は？」


　楓牙はおずおずと尋たずねた。莉由は切り分けた魚を小皿に盛りつけて、舜や晄、鸞や煒白、累焰の前に置いたが、楓牙の分は置かなかったからである。


「よくわかんないけど、お兄ちゃんが王子に腹を立ててるからよ。お兄ちゃんの怒いかりはあたしの怒りだと思ってちょうだい」


「す、済まなかった。私が悪かった」


　なぜだか莉由に謝り、楓牙は自分で魚を盛りつけた。累焰が痛ましげな視線を主あるじに注ぐ。


「で、晄ちゃん、脩牙王子様に何か変なこと、言われませんでした？」


　舜は晄の両りよう肩かたに手をかけ、真しん剣けんな眼まな差ざしで晄を見つめる。


「別に。炎えん招しよう戈かや魔法の鼎の話題も出なかったし、俺をお小こ姓しようにしたいなんて──」


　その時、『誰だれか来たぞ。六人』と、煒白が外の方を振ふり向いた。晄の腕うでに巻きついていた小蛇姿の汪李も、鎌かま首くびを持ち上げる。


『館の裏──。蔵くらの戸を開けようとしている』


「それって盗とう賊ぞくじゃないの!?」


　晄や楓牙が持参した献けん上じよう品や穀物を狙ったに違ちがいない。楓牙と累焰が剣けんをつかんで離れを飛び出した。晄と佟韋、煒白、鸞、チャウもその後に続く。


　裏庭に出ると、雲間に見え隠かくれする真円に近い月が、荷物を抱かかえて蔵から出て行く小さな人ひと影かげを照らしていた。


「子ども？」


　晄たちは立ち止まった。


「気づかれた、逃げろ！」


　発せられた声は、幼い少年のものだ。子どもたちが一いつ斉せいに裏門へ駆かけ出す。


『捕つかまえた方がいいか？』


　煒白は晄に尋ねた。


「えーと、そうだね」


　相手が幼い子どもたちなので、晄も躊ちゆう躇ちよしてしまう。


　煒白は神しん妖ようの脚きやく力りよくで、少年盗賊団の前まで跳とび、先頭の子どもを抱きすくめた。途と端たんに、その子は火がついたように泣き出し、周囲の子どもたちが「何すんだよっ！」と、煒白に殴なぐりかかった。煒白にとっては大した痛手ではないはずだが、彼は思わず捕まえた子どもを放してしまう。


「今のうちだっ！」


　子どもたちはダダダッと門を出ると、外に駐とめてあった荷馬車に乗り込み、ガラガラと車輪の音もけたたましく去っていった。


『追わなくていいのか？』


　黙だまって子どもたちを見送る晄や楓牙に、汪李は訝いぶかしげな目を向ける。


「食しよく糧りようだけなら、あげちゃってもいいかな。汪李か煒白に、陝邑まで取りに帰ってもらえば済むもの」


　晄が楓牙を見上げると、彼もうなずいた。


　その頃ころになって、館の主が「何事ですか──」と、家人たちとともに駆けて来た。


「最近、そういう事件が多いのですよ。だから、蔵は厳重に戸締まりをしておいたのですが」


　わけを聞くと、主は壊こわされた閂かんぬきを見て申し訳なさそうに言った。


　蔵に入って荷物を調べると、粟あわの袋ふくろがいくつかなくなっていたが、献上品の鼎は九つとも無事だった。重すぎて、子どもには運べなかったのだろう。楓牙も大した物は盗とられていないということで、一安心だったのだが、


「大変です！　おやつの袋が盗られてしまいました」


　佟韋が、彼らしくない頓とん狂きような声を上げた。


「おやつぐらい、あげてもいいんじゃない？」


「いいえ。干し棗なつめや栗くりと一いつ緒しよに、献上品の桃ももの花粉を入れておいたのです」


『構わぬではないか』


　汪李と煒白は、何だか嬉うれしそうだった。


「花粉は桃林の館に山ほどあるので、取りに行っていただければ済みますが、他ほかのおやつと一緒に、あの子どもたちが桃の花粉を口にしたら、大変なことになります」


　疫えき病びようの薬にもなる花粉は、一度に大量に摂せつ取しゆすれば、命にかかわるのだそうだ。


『それは大変だ。すぐに追いかけねば──』


　動どう揺ようした汪李の声に、煒白が慌てて飛び出した。子どもの命を心配したのか、それとも花粉を取りに行かされることを恐れたのかさだかではないが、おそらく後者なのだろう。


　晄が煒白を追って道へ出ると、『す、素す手でで、花粉の袋は……』と、彼は馬に変へん化げして晄を待っていた。


　晄とチャウは煒白に乗り、鸞はひよこに変化してチャウの背中に跳び乗った。そこへ、舜が駆けて来る。


「晄ちゃん、勝手に外へ出てはいけません！　誰かに顔を見られたら──」


　手には例の青銅の仮面を持っていた。


「案ずるな。私たちも行く」


　それぞれ騎き乗じようした楓牙と累焰、佟韋が表へ出て来た。楓牙は仮面を受け取り、三人は晄とともに夜道を駆け出す。


「お兄ちゃんも、馬に乗る練習した方がいいかもね」


　ゼーゼーと息をつきながら一同を見送る舜に、莉由が気の毒そうに声をかけた。








「ここは馮ひよう夷い城──」


　煒白を止め、眼前に立ちはだかる巨きよ大だいな土柱を見上げて晄は呟いた。


　王都の北東の森の中である。


　子どもたちの乗った荷馬車の匂においは、王都の北の街かい道どうへ続いていた。やがて匂いは泰山の麓ふもとの森に入り、それを追って行くと、王都へ来る途と中ちゆうの空から見た、林立する土の柱の城へ行き当たったのである。


「あの子たち、ここの住人だったんだ」


　晄は煒白から下り、月に照らされる壮そう麗れいな柱の群れを眺めた。近くで見ると、険しい山やま肌はだに貼はりついた一本一本の柱は、それぞれが驚おどろくほどの高さと太さがあった。上空から見た時に、ポツポツと空いていた穴は、通気孔こうや窓、出入り口だったらしい。柱の中なか程ほどにある扉とびらには、壁へき面めんに沿って階段が削けずられ、樫かしの扉がついていた。


「この奄えんに都が置かれたばかりの頃は、王都の北を守る要よう塞さいとして使われたこともあるそうだが、すぐに撤てつ退たいしたと聞く。かねてからの住人に軍が追い出されたそうだ」


　楓牙は灌かん木ぼくの茂しげみに馬をつないだ。累焰と佟韋もそれに倣ならう。


『あまりいい雰ふん囲い気きではない。気をつけないと襲おそわれる』


　人ひと形がたに変化した煒白は、耳を澄すませて内部の気配を探さぐった。


『おそってくるひと、かわいそー』


　チャウは、一同を見回して尻尾しつぽを垂れた。襲って来る者の運命は容易に想像できる。


『わたしが先に参りましょう』


　鸞が人形に変化し、一番手前の出入り口に近づいた。要塞であった頃の名残なごりか、その出入り口は四頭立ての馬車が楽に行き来できるぐらいの幅はばがあり、朽くちかけた扉が辛かろうじて引っかかっている。


　一応、舜の言いつけを守って仮面を被り、晄は鸞に続いて扉の隙すき間まに身を滑すべり込ませた。


　明かり取りの窓から月明かりが差し込み、いつの時代のものか、両側の壁かべに彫ほられた妖あやかしや神しん獣じゆうを浮うかび上がらせていた。


　鸞を先頭に、晄たちは辺りを注意深く見回しながら、忍しのび足で歩き始める。


『来るぞ』


　汪李が呟つぶやいた。


　突とつ然ぜん、左右の横道から十数名の男が躍おどり出てきた。彼らは、鉈なたや鉞まさかりを握にぎっていた。ぼろぼろの布ほ衣いをまとい、髪かみも髭ひげも伸のび放題だ。


「持ち物も衣ころもも、全部──」


　言いかけて、男たちは力なく武器を下ろし、横へ退いた。ぎらついていた目が、とろんと焦しよう点てんを失っている。


　いつの間にか、鸞の手には月のような白い輝かがやきを放つ球体が載のっていた。球からこぼれる淡あわい光の粒つぶが、男たちを取り巻いている。幻げん術じゆつにかかったのだ。


『いまのうちに』


　鸞は男たちの間をすり抜ぬけ、再び歩き始めた。


　道にはいくつかの分ぶん岐きがあり、その奥から人の息づかいや囁ささやき声が聞こえて来るが、姿は見えなかった。黄土の道は、いつの間にか岩いわ肌はだが剝むきだしの洞どう窟くつに変わっていた。階上へ続く道なのか、急な上り坂だ。


『棗や栗の匂いはこちらからしますが……』


　それまで迷わずに進んでいた鸞だったが、やがて、二つに枝分かれした洞ほら穴あなの手前で立ち止まった。


「こっちだよー」


　突然、五、六歳ぐらいの男の子が、右の穴の方から松明たいまつを掲かかげて躍り出てきた。


「捕まえられるもんなら、捕まえてみろってんだ」


　男の子は、「あっかんべー」と下した瞼まぶたを引き下げると、もと来た道を駆かけ上る。


「あ、ちょっと待って」


　晄は男の子を追って走り出した。


『晄、そっちは──』


　煒白は止めようとしたが、遅おそかった。ゴロゴロと、洞窟内に不気味な重低音が響ひびく。


「何の音？」


　晄はギョッとして立ち止まった。間もなく、二ふた抱かかえはある大岩が前方から転がってきた。


「ひゃー！」


　晄は慌あわてて大岩に背を向けて坂を駆け下りようとしたが、晄につられてついて来た佟韋やチャウとぶつかって転んでしまった。その途端に、仮面がポロリと外れる。


「晄！」


　楓牙と累焰が、晄の上にのしかかっている佟韋とチャウを起こし、小こ蛇へび姿の汪李が晄の腕うでを引く。鸞は外れた仮面の代わりに、ひよこになって晄の顔にかぶさるべきか、先に子どもたちに幻術をかけるべきかを迷い、結局ひよこになったが、晄の顔には貼りつきそこねた。


　その間かん隙げきを縫ぬって、煒白は晄の頭上を跳び越こし、岩に向かって両手を広げた。


　ズン！　と地じ響ひびきを立てて、煒白の腕が大岩を受け止めた。


「危なかった」


　佟韋と晄をかばって身を伏ふせていた楓牙が、煒白を振ふり返って長い吐と息いきをつく。


「噓うそ……。化けもんか……」


　声は、坂の下方からした。見ると、先刻の松明を持った男の子に加え、数名の少年が煒白を見て目を丸くしている。


「相手が悪すぎたね」


　少年たちの背後から、長身の影かげが近づいてきた。


「紫し央おう！」


　少年たちは振り返った。


　松明の明かりが、紫央と呼ばれた彼の姿を少しずつ明らかにしていく。手足が長く、やせ気味の体たい軀くは青年のものだ。襤褸ぼろをまとった少年たちとは異なり、彼はこざっぱりとした布衣に、毛織りの裼せき衣いを羽織っている。松明の炎ほのおが彼の顔を照らした。


「あ──」


　楓牙が小さな声を上げた。汪李も思わず首をもたげて紫央の顔に見入る。


　彼は隻せき眼がんだった。楕だ円えんの青銅の珮はいに紐ひもを通し、右目に当てていた。それを長い黒くろ髪かみで隠かくしている。逆に左の前まえ髪がみは顔にかからないための工く夫ふうか、耳の横で束ねて編んであった。


　しかし、楓牙や汪李が驚いたのは、彼が隻眼だからではない。歳は二十代半ばぐらいだが、さらしている左側の眉まゆも眼めも、鼻の形も口元も、紫央は晄によく似た面おも立だちをしていたからだ。


「あの者はいったい……」


　楓牙の声は震ふるえていた。


「どうしたの？」


　晄自身は、彼が自分に似ていることに気づかなかった。自分の顔は、水に映った正面の顔ぐらいしか知らないし、水が嫌きらいなので、それすらもたまにしか見たことがなかったからである。


「あの黒い肌はだの大きな人は妖だよ。しかも戦せん闘とう専門の怖こわい種族だ。返り討うちに遭あわなくてよかった」


　紫央は、片手で岩を支える煒白を一いち瞥べつする。彼には、煒白が神しん妖ようだとわかるのだろうか。


「妖──!?　迷わずここまで追って来るなんて、ただもんじゃないとは思ったけど。貴族らしいから、ついでに身ぐるみ剝はいでやろうかと、罠わなに誘さそい込んだんだけどさ」


　一番年長らしい十二、三歳ぐらいの少年が言った。


「だめだよ、楊よう。他ほかの四人は普ふ通つうの人間だからね。その岩が途中で引っかかるのは知っているけど、今みたいに途中で転んだりしたら、本当に押し潰つぶしてしまうだろ？」


　紫央は困った顔で、少年の頭を小こ突づいた。


「君が頭目？　食しよく糧りようはいいから、おやつの袋ふくろだけ返してくれないかな」


　晄は立ち上がり、紫央に言った。


「あれ──」


　晄の顔を見た子どもたちが声を上げる。紫央も片方しかない大きな黒瞳を見開いていた。
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「何、何なの。俺の顔に何かついてる？　ってか、つけてなかった」


　紫央や子どもたちにじっと見つめられ、晄は慌てて足元に転がっていた仮面を拾ってつけた。


　彼らにお小こ姓しようになれとは言われないだろうが、舜との約束は守らなければならない。


「その仮面は──」


　仮面をつけたらつけたで、紫央はますます驚おどろいたようだった。


「えーと。おやつの袋を返してほしい」


　晄はあらためて紫央に言った。


「頭目は俺だ。おやつぐらいけちけちするな、仮面の兄ちゃん」


　楊と呼ばれた少年が頰ほおを膨ふくらませる。


「おやつの袋に、薬を一いつ緒しよに入れておいたのです。服用の仕方を間ま違ちがえれば、命を落とすことになります」


　佟韋も立ち上がった。言いながら、ふと佟韋は端たん整せいな眉を寄せる。静せい謐ひつな目が、紫央に据すえられたまましばらく動かない。


「覡げき殿どの、どうしました？」


　紫央は微笑ほほえんだ。


「いいえ、何でも……」


　佟韋は頭かぶりを振ったが、その目は紫央から離はなれない。先に目をそらしたのは紫央の方だった。


「楊、あの白い衣の方は巫ふ術じゆつ師しだ。神に仕える人は医術に詳くわしい方も多い。薬の話は本当だと思うよ。そのおやつの袋を返してあげようね」


「えー!?」


　少年たちはぶうたれたが、紫央の言葉は絶対らしく、彼らは渋しぶ々しぶ承知した。








「亳邑の楓牙王子に、陝邑侯こうと桃林侯──」


　晄たちがそれぞれ名乗ると、紫央は目を丸くした。


「楊、君はまた、とんでもないところへ盗ぬすみに入ったものだね」


「正月の朝礼にやって来る貴族が泊とまる館やかたには、前から目星をつけてたんだ。今が稼かせぎ時さ」


　紫央の言葉に、楊は悪びれた様子もなく答えた。


「たまたまこの方たちが寛かん大だいだったからよかったものの──。普通だったらこの場でお手討ちになるところだよ」


　楊たちがねぐらにしているという部屋へ向かいながら、紫央はやれやれと肩かたをすくめた。


「まあ、確かにそうかも……」


　楊は、大岩を転がしながら急坂をすたすたと上る煒白を、怯おびえた目でちらりと見る。


『お前の工夫か？　なかなかの知ち恵え者だ』


「ただ、一回大岩を転がしちゃうと、元に戻もどすのがもの凄すごく大変なんだけどさ」


　煒白が洞窟の窪くぼみに岩を軽くはめ込むと、楊は三角形の板で岩を留めた。その板を外して上から押せば、大岩を転がせるしくみになっているらしい。そして、先刻晄たちが転んだ辺りの道みち幅はばは狭せまくて、転がった大岩はそこで止まることになっているのだという。


「俺たちの食糧を奪うばいに来る大人がいるんだ。脅おどすための仕し掛かけさ。殺しちゃったら仕返しが怖いからな」


　楊は、大岩の仕掛けのさらに上方へ晄たちを案内した。途と中ちゆうに空いた細い横穴は、岩を転がした後に閉じこめられないように、下の二ふた股またの道とつながっているという。


「君たち、子どもだけで暮らしてるの？」


　頭目だと自じ称しようする楊は十二、三歳ぐらいだ。後ろからついてくる子どもたちはさらに年少である。彼らだけで生活していけるのだろうかと、晄は心配になる。


「紫央が時々来てくれる。下の部屋に住んでるおばさんたちとかも、たまに木の実とかくれるけど、あんまりあてになんない」


　紫央は馮夷城の住人ではなく、一日置きぐらいにやってきて、食事の世話や病気や怪け我がをした子どもの面めん倒どうをみてくれるのだという。


　坂はますます急になり、立って歩くことはできずに、かけられたはしごを伝って上って行く。


　はしごの終点には、人が一人辛かろうじてくぐれる程度の穴があった。晄と佟韋、チャウは楽にくぐり抜ぬけたが、累焰はかなり苦労し、筋きん骨こつ逞たくましい楓牙は、裘かわごろもを脱ぬいだり剣けんを外したりしてようやく穴を抜けた。


「大人から身を守る、子どもの知恵さ」


　楊は難なん儀ぎする累焰や楓牙を見てニヤニヤしていた。確かに、武器を持った大人はこの穴をくぐれない。巨きよ体たいの煒白は絶対無理なので、姿はそのまま身体からだだけ縮めて穴をくぐった。紫央はやせ型である上、慣れているのか、身をよじりながら上手に穴をくぐる。


「ここが俺たちの住み処かだ」


　穴の先は、堂一つ分ほどの広い黄土の部屋だった。三十名あまりの子どもたちが、散らばっている石の上に座ったり、あるいは寄りかかったりして、やって来た晄たちに不安そうな視線を向ける。しかし、チャウの姿に顔をほころばせ、最後に穴を抜けて来たのが、いつも面倒を見てくれる青年だと知ると、「紫央！」と笑え顔がおになって一いつ斉せいに駆かけ寄った。


「おやつの袋ってこれか？」


　楊は、壁かべに沿って積んであるいくつもの袋の中から、小ぶりの袋を抜き取ると、中身を出した。小分けされた干し棗なつめや栗くり、干し柿がきなどの小こ袋ぶくろと一緒に、美しい紋もん様ようが描えがかれた漆うるし塗ぬりの小箱が出てくる。


「それです。桃林特産、桃の花粉」


　佟韋が言うと、煒白とチャウが両手で鼻と口を押さえてダダッと後あと退ずさり、晄の懐ふところからこっそり様子を窺うかがっていたひよこの鸞がバッと頭を引っ込める。小こ蛇へび姿で晄の腕うでに巻きついていた汪李は、自分の胴どうに顔を突つっ込んだ。


「紫央、本当に薬かどうか確かめてくれ。金目のもんだったら返さない」


　彼は佟韋の言葉を信じていないらしく、漆塗りの小箱を紫央に渡わたした。


　紫央は小箱の蓋ふたを半ば開けたところで顔をしかめ、すぐに閉める。


「間違いないよ。本当に薬だ。貴重なものだけど、君たちには使い方が難しいから桃林侯に返してあげよう」


　紫央はそう言って、小箱を佟韋に渡した。


「匂においだけでわかるのですか？」


「これでも、一応は医者なんです」


　佟韋の問いに、紫央は照れたように笑った。


「紫央はすごいんだよ。具合の悪い人を一目見ただけで、何の病気か当てちゃうし、どんな薬が効くかも全部知ってるんだ」


「軽い怪我なんか、手を当てただけで治しちゃうんだよ」


　紫央を取り巻いていた子どもたちが、口々に言った。


「呪じゆ術じゆつ医なのか──」


　それまで黙だまって紫央たちのやりとりを見ていた楓牙が、意外そうに呟つぶやいた。


「それが何か？」


「いや、庶しよ人じんに身をやつしてはいるが、本当は身分のある方ではないかと──」


　楓牙は曖あい昧まいな口調で答えた。医師は重用されるが、穢けがれを扱あつかわなくてはならないので、身分の高い者がなる職業ではなかった。


「いいえ。私はこの馮夷城で産まれた賤いやしい者ですよ」


「だが、楊が馮夷城の住人ではないと──」


「子どもの時に、嬉氏に拾われたんです」


「何だと──？」


　それを聞いて楓牙は瞠どう目もくした。


「嬉氏って、父さんが昔──」


　晄も思わず声を上げかけ、慌あわてて口を押さえる。魔ま法ほうの鼎かなえのことがあるから、自分が尭の息むす子こだと知られてはいけないと、きつく言い渡されていたからだ。


「そう言えば、陝邑侯のその仮面──。尭殿の手による物ではないのですか？　美しい鳳ほう皇おうと鸞らん鳥ちよう、周囲に施ほどこされた雲うん紋もん雷らい紋もんは尭殿でなければ描えがけない」


　紫央の視線が晄に移る。


「……えーと。これは尭の息子の、舜という人が作ったもので……」


　もしかしてばれた？　と、晄はドキドキしながら答えた。


「尭殿の息子が舜ですか」


　紫央は笑った。尭も舜も古いにしえの帝みかどの名である。庶人が名乗っては大変畏おそれ多いのだ。


「私が拾われたのは、尭殿が嬉氏の館を出た後だったので、お二人には会ったことはないのです。ただ、尭殿の作品は嬉氏の館にたくさん残されていて、未いまだに主あるじの自じ慢まんなんですよ」


　紫央はじっと晄の仮面を見つめ、「陝邑侯のお歳は？」と、唐とう突とつにそう尋たずねた。


「もうすぐ十七になるけど……」


「そうですか──」


　紫央はフッと小さく笑った。けれどその表情はすぐに引き締しまる。


「亳邑公、陝邑侯、桃林侯を見込んで、お願いがあります。明後日あさつての朝は年に一度の朝礼──。その前に、ぜひこの馮夷城の現状を見ていただきたい。そして御ご自分のなすべきことを考えていただきたいのです」








「そこ、踏ふむなよ。落とし穴が掘ほってあるんだ」


　松明たいまつを掲かかげて、先頭を歩いていた楊が、前方の地面を指差した。


「え？　どこどこ？」


「その小石が目印。端はじっこを歩けば大だい丈じよう夫ぶだ」


　晄たちは戦せん々せん恐きよう々きようとして、黄土の壁に背をつけてずりずりと進む。


「さっきの大岩といい、警けい戒かい厳重なんだね」


「ここは、殺そうが盗もうが、何をやっても誰だれも咎とがめない。自分たちの身は自分たちで守らなくちゃな」


「王都の警けい吏りは……」


　と、尋ねようとして、晄は入り口で襲おそって来た男たちを思い起こした。警吏などが踏み込めば、罪を暴あばく前に袋ふくろだたきに遭あってしまう。


「この城を管理っていうか、統とう率そつしている人はいないの？」


「城の全部を仕切ってるやつはいない。何人か、力のあるやつが派は閥ばつを作っているけど、そいつらはそいつらで、しょっちゅう争っててさ。俺たち下々の者はいい迷めい惑わく」


　戦いに巻き込まれて、住み処を荒あらされたり、怪我をしたりすることがしばしばだという。


「馮夷城を出て、どこか別の場所に移ることはできないの？」


「どこか別の場所って、どこさ？」


　問い返されて、晄は言葉を失った。王都に孤こ児じを養う機能はない。捕つかまれば祭さい祀しの犠ぎ牲せいだ。


「取りあえず雨風しのげて、盗ぬすんだ物を抱かかえて逃にげ込めるのはここだけなんだよ」


　楊は肩かたをすくめた。


　やがて彼は、横道に入り、すだれのような布をめくった。


「ここにいるのが、時々木の実をくれるおばさんたち」


　窓から月明かりが差し込むその部屋には、ぼろぼろの衣ころもを巻きつけた女や幼子が、身を寄せ合って眠ねむっていた。一人、赤ん坊ぼうに乳を含ふくませていた女だけが起きていて、紫央たちの来訪に、力ない笑みを浮うかべる。


「お乳の出が悪くて、なかなか寝ねてくれないんだよ」


「食べなきゃ、出るもんも出ないよな」


　楊は、瘦やせた赤ん坊の顔をのぞき込む。


「こっちのお偉えらい方々が、粟あわを恵めぐんでくれたから、明日持ってきてやるよ」


　楊が晄たちを顎あごで指すと、母親は「ありがとうございます」と、赤ん坊を抱だいたまま、深々と頭を下げた。


「恵んで……」


　その言葉の響ひびきが、晄を居たたまれない気持ちにさせた。


　神の恵みには感謝している。困った時に助けるのはお互たがい様だ。けれど、楊や先刻の母親がこのような生活を強しいられているのは、政道が正しくないからだ。政まつりごとを行う者が、善政を敷しかずに、単に粟を与あたえるのはうわべだけの行こう為いに過ぎない。


（施ほどこしなんか必要のない世の中にするのが、俺たちの役目だ）


　明後日の朝礼では、何としても陽甲を説得し、それでもだめなら本気で王の譲じよう位いに向けて動き出さなくてはならない。


「がんばりましょうね」


　佟韋も同じことを思っていたのだろう。彼は厳しい表情で呟き、晄はうなずいた。


　しばらく進むと、紫央は垂れ下がった縄なわばしごの前で立ち止まった。見上げると、天てん井じようには大きな穴が空いている。


「律りつんとこ、行くの？」


　楊は嫌いやそうな様子だった。


「そのつもりだよ。怪け我がの具合も診みたいし」


「なら、俺はここで待ってる。あいつ、怖こわいんだもん」


　律とは、馮夷城の東の一角を牛ぎゆう耳じる傭よう兵へいくずれの集団の頭目で、獲え物ものがあった時にはそれなりに上納して東の出入り口を使わせてもらっているのだが、それでも彼の一味の者が度たび々たび住み処かに押し入ってきては子どもたちに殴なぐる蹴けるの乱暴を働いたり、食しよく糧りようを奪うばったりするのだという。


「じゃ、すぐに戻もどるから。気をつけるんだよ」


　紫央はそう言い置いて、縄ばしごを登り始めた。


　長い縦穴を登り切ると、黄土で固められた広い部屋に出た。窓もあるが、あちこちに燭しよくが燃やされ、かなり明るい上に暖かかった。正面に大きな扉とびらがあり、直接外に出られるらしい。


　壁かべ際ぎわには、十数名の屈くつ強きような男たちが、大刀を抱えて座していた。部屋の奥には、たかむしろが敷かれ、妙みように化け粧しようの濃こい女を侍はべらせて、五名の男が酒を飲んでいた。


「ほう？」


　男たちは、紫央に続いて登って来た貴人の姿に、ニヤニヤと不敵な笑えみを浮かべた。


「さっき、うっかり犬を連れた貴族を通しちまったっていう報告を聞いたが、あんたらのことか？」


　一番奥に座っていた男が言った。入り口で襲って来た男たちは、この集団の一派らしい。


「何だか妙な術を使ったって話だが、紫央、あんたの知り合いかい？」


「そうだよ。いろいろ事情があってね」


　紫央は、見るからに凶きよう悪あくそうな面々にも、まったく怯おびえた様子もなく、つかつかとたかむしろの方へ歩いて行く。


「傷はどう？　まだ痛む？」


　彼は、律の手から觥さかずきを取り上げると袖そでをまくった。律の腕うでには分厚い布が巻かれている。


「ひと月も経たつってのに、こんなかすり傷が何で治らねえんだ」


「傷口から瘴しよう気きが入り込んでるんだから、すぐには治らないよ」


　紫央は手早く布を解ほどき、赤黒く腫はれ上がった腕に手の平をかざした。すると、見る間に腫れが引き、肌はだも普ふ通つうの色になっていく。


「いつもの飲み薬を置いていくけど、強い薬だから量を間ま違ちがえないように」


　そう言いながら、紫央は律の腕に布を巻き直した。


「彼、桃林の蜂はち鳥どり並みの力を持っていますね」


　紫央の手に視線を据すえたまま、佟韋が言った。


「そんなにすごいの？」


　桃林の蜂鳥とは、華山の桃の木の精せい霊れいである。崑崙の仙せん桃とう樹じゆの眷けん族ぞくであるその精霊には、治ち癒ゆの力があり、晄は蜂鳥に治ち療りようしてもらったことがあるのだが、蜂鳥は深い裂れつ傷しようや骨折も瞬またたく間に治すことができた。


「瘴気が身体からだに入り込めば、血の道を伝って五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを冒おかされ、普通は、数日のうちに死に至ります。あの腕だって、とうに腐くさり落ちていても全然不思議じゃありません」


　けれど、どんな薬を使っているのか、律の体内の瘴気はとても薄うすく、傷口に溜たまっていた瘴気も紫央が手をかざすと消えてしまったという。


「治療代だ」


　律は手下に命じて、紐ひもでつないだ貝ばい貨かを持って来させた。


「こんなにいらないよ。実費だけもらっておく」


　紫央は貝貨をつないでいる紐をほどき、三個ほどの貝貨を取ると、残りを返した。


「その代わりに、子どもたちに手を出すのをやめてほしい。楊が怯えていたよ。子どもから獲物を取り上げなくたって、あんたなら手下を養う程度の稼かせぎはあるだろう？」


「俺が命じてるわけじゃねえ。若いのが憂うさ晴らししてんだろ。ま、あんたがそう言うなら、次からはちゃんと目を光らせておこう」


　律は気のない様子で、再び觥を取った。


「まだ腕が腫れるようなら、連れん絡らくして。じゃ、お大事に」


　紫央はさっさと律に背を向けると、晄たちに穴を降りるように促うながした。


「なんか、嫌な雰ふん囲い気きだったね……」


　晄は縄ばしごを降りながら頭上を見上げた。今にも律たちに襲われそうな気がしたからだ。


「紫央がいなければ、あの者たちは、私たちを身ぐるみ剝はいで、筵むしろに巻いて黄河に捨てるつもりだったのだろうな」


　楓牙は笑っていた。


「ですが、楓牙王子が王族であることは、身につけている物でわかるはずです。それでも襲うつもりだったなんて、王直属の軍──三師や警吏が怖くないのでしょうか？」


「あのぐらいじゃないと、馮夷城の一角を仕切ることはできません」


　佟韋の疑問に、紫央はさらりと答えた。


「それを手玉にとるとは、お前も相当な強つわ者ものだ」


　楓牙が言うと、


「私が治療に来なくなったら自分が困ることを、律はよく知ってるだけですよ」


　紫央は小さく笑った。


「お待たせ──あれ？　楊？」


　松明たいまつを掲かかげて待っていた楊の頰ほおが赤く腫れていた。


「どうしたの!?」


　半ばから縄はしごを飛び降り、晄は楊に駆かけ寄る。


「南なん人じんの一味が通りかかって……。でも大だい丈じよう夫ぶ。俺、金目の物、持ってなかったから、一発殴られただけで済んだ」


「南人がこちら側にまでやって来るなんて──」


　後から縄ばしごを降りてきた紫央が、治癒の力を持つ手の平を楊の頰に当てた。


「馮夷城には南人も住んでいるの？　こちら側って？」


「羌人も、蜀しよく人じんも、鬼方の連中もいるよ」


　すっかり腫れの引いた頰を片手で撫なでながら、楊は歩き始めた。


　馮夷城の東は中原の民たみの領域で、律が支配しているが、他ほかの区域には外とつ国の流る民みんが住み、いくつかの集団を形成して、それぞれの頭目が仕切っているという。それらの区域は別の出入り口を持ち、境は厳重に封ふう鎖さされていて、通常は行き来できないのだそうだ。


　ところが、最近になって、東と南の境に新しい穴が掘ほられたらしく、時々南人を見かけるようになった。そして、年寄りや子どもの集団を狙ねらって、容よう赦しやなく食糧を奪い、女たちを連れ去っていくという。


「ひどい──」


　晄が思わず呟つぶやくと、


「まあ、俺たちは俺たちで、おとなしい羌人とこ行って食いもん盗とってくるから文句も言えない。弱肉強食ってやつさ」


　楊は軽い笑みを浮うかべた。


「羌人はおとなしいの？」


　晄は目を瞬いた。羌人の累焰は確かに物静かだが、凄すご腕うでの剣けん士しだし、弓の腕は楓牙に勝まさる。おとなしいとは言い難がたい。


「人にもよるのでしょうが、羌人は強い呪じゆ力りよくを持つ者が多く、自然神に祈いのって実りを得る暮らしをしています。戦って糧かてを奪う歴史がないのですよ」


　佟韋は言った。殷では、祭さい祀しの犠ぎ牲せいを捕とらえるために度々他国に戦いくさを仕し掛かける。犠牲に多くの羌人が使われてしまうのは、その呪力を利用するためだが、羌人が温おん厚こうで争いを好まないために、捕らえやすいからだという。一方、南人も祭祀の犠牲に使われることはあるが、獲物の多い土地に住み、獣けものを狩かって糧を得る暮らしをしている南人は、戦せん闘とう能力が高く、捕らえることが難しいのだそうだ。


「犠牲を捕つかまえるための戦──」


　晄は絶句した。守るために戦うのはある程度仕方がないとしても、ただ命を奪うために戦をするなど、絶対にあってはならない。


「人の世の有り様を、そのまま縮めて馮夷城に押し込めたようだな」


　楓牙は言った。民族ごとに国があり、王がいて、領土を奪うばわれないために国境を守る。強い国が弱い国を攻せめ、国内においても強い者が弱い者から搾さく取しゆする。同じことが、この馮夷城の中で行われているのだ。


「桃林は豊かだし、外つ国の人々と中原の民とが、仲よく暮らしているのに……」


　晄は、異民族がともに暮らす桃林の様子を思い浮かべた。この殷を桃林のような国にしようと、佟韋と約束を交かわしたのはつい先月のことだ。


「歴代の桃林侯こうのお陰かげです。異民族に対する意識を変えることは、一いつ朝ちよう一いつ夕せきにはできません」


　彼は静かに言った。豊かな暮らしが保障されなければ、他の者を気き遣づかう余よ裕ゆうは生まれない。また、信ずる神や風習の異なる民を認めるのはとても難しいことだという。


「幸い、桃林には華山の嶽がく神しん、西せい岳がく大たい帝ていがおいでになります。民が西岳大帝の恵めぐみを実感し、西岳大帝の声を聴きく巫ふ術じゆつ師しが政まつりごとを行うという桃林の体制が、民をまとまりやすくしているのでしょう」


「強大な求心力──。他の者にはない特別な力によって、民を惹ひきつける力──。今の殷にはそれがない」


　楓牙は嚙かみしめるように呟いた。


　王が貞てい人じんを束ねて、天の声を聴くことで殷は国を治めてきた。しかし、陽甲は貞人を軽かろんじ、自らの欲よく望ぼうのままに政を行っている。


「諸しよ侯こうが離り反はんするのも無理ないですね。私の主あるじ、嬉氏の当主も嘆なげいています」


　紫央の黒瞳は、なぜか晄に向いていた。








「ずいぶんと入り組んだ造りなんだね」


　晄は通って来た道を振ふり返った。洞どう窟くつを歩いて来たと思えば、黄土の道になり、また洞窟になっている。道は左右どころか上下にも枝分かれし、横穴もそこら中に空いている。


「以前から複雑な造りでしたが、私がいた頃ころに比べてもだいぶ様相が変わってしまいました」


　細い坂道を下りながら、紫央は言った。


「私が住んでいた頃は、祭祀の犠牲を逃のがれた羌人たちや、逃とう亡ぼうした鬼方人や南人の捕ほ虜りよが隠かくれ住んでいたのですが、王都の荒こう廃はいとともに殷の民も住むようになり、住む者が増えるにつれて窰よう洞どうが建て増しされたり洞ほら穴あなが掘り進められ、今ではどの通路がどこにつながっているのか、ここで生まれ育った私にもわかりません」


　彼はその後、戦で一家の主を失った女や子どもの一団や、王都で罪を犯おかして馮夷城に逃にげ込んできたならず者たちの住み処かに晄たちを案内した。ならず者の中には、租そ税ぜいが払はらいきれずに土地を捨てた小領主もいた。政まつりごとが正しく行われていれば、みな、それなりに幸せな生活を営んでいたはずの者たちばかりだった。


　沈ちん痛つうな面おも持もちで、晄たちは紫央の後について急な坂を下りて行く。次し第だいに洞窟の幅はばが広がり、大気がひんやりとしてきた。


「私が案内できるのはここまでです」


　紫央が足を止めた。


　顔を上げた晄は、眼前の光景に息を呑のんだ。


「こんなところに……」


　そこには夕方の日のような赤い光が下から差していた。


　対岸まで一里はありそうな巨きよ大だいな湖の中央に浮うき島しまがあり、その島の下から光が差しているのである。島には石の祠ほこらが建ち、赤い光が祠の柱や壁かべに彫ほられた神々の姿を浮かび上がらせていた。浮島からは道が四方に延のび、祠と湖こ畔はんとをつないでいる。その道は堂どう涂とのように塼かわらが敷しかれていた。風がないせいか、湖面は磨みがかれた銅鏡のようにさざ波一つ立っていない。


　見上げれば、赤い光は天てん井じようまでは届かず、遥はるかな高みは闇やみに呑まれている。


「参道を行っても湖畔を巡めぐっても対岸まで行くことはできますが、そこから先は鬼方人の領域。うっかり足を踏ふみ入れれば、城内で戦が起きてしまいます」


　湖のほとりを見み渡わたせば、湖水と岩の壁の間はなだらかな坂になっていて、丁度すり鉢ばちの底に水が溜たまったような形状をしている。湖畔の岩がん壁ぺきには、巨大な人面龍りゆうが一面に浮き彫り装そう飾しよくされていた。


「気が……」


　佟韋は赤い光に照らされる祠をじっと見つめていた。


「わたくしにも微かすかな気配が感じられまする。佟韋殿どのには視みえまするか？」


　累焰が佟韋の視線を追う。ひよこ姿のまま、晄の懐ふところに潜もぐっていた鸞も顔を出し、煒白や汪李も祠に目を凝こらしている。


「何の気配？」


　妖あやかしの声を聴く晄だが、耳を澄すませても何も聴こえないし、当然何も視えない。


「水神馮夷の気だと思いますが……」


　佟韋は祠に目を据すえたまま答えた。


「馮夷は、河伯の異名とも、長江の神だとも言われていますが、どちらでもなさそうですね。河伯や江神の気がこんなに弱いはずはありませんもの」


『今はなくなってしまった川の神だろうか』


　煒白は首を傾かしげ、晄の腕うでに巻きついている汪李に目で問う。


『黄河の氾はん濫らんで、河伯に呑まれた水神は数が知れぬ』


　汪李はごくごく小さな声で答えた。


（何かが起こりまする──）


　一方、累焰は不ふ吉きつな予感に囚とらわれていた。


　その予感は、この湖のほとりに立った時から始まっていた。それを楓牙に告げるか否いなか、累焰は迷っていた。楓牙の災わざわいに対する予感であれば、彼に告げ、災いを避さけねばならないが、もしも晄の災いに対する予感であれば、楓牙には知らせたくなかった。告げれば、楓牙はおのれの危険を顧かえりみずに、晄を守ろうとするだろう。


　累焰は、赤い光に照らされる古い祠に目を凝らした。しかし、水神の気配はあまりにも弱く、辺りの静せい寂じやくに溶とけ込んで、累焰の目に未来さきを映すことはなかった。
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「晄ちゃんたら、いったいどこへ行っちゃったんでしょう」


　舜は、馬車の手た綱づなを操あやつりながら、月明かりを頼たよりに深い森を見回した。


　成長とともに、晄の顔はあの方に似てきた。あの方と親しい者であれば、晄の顔を見て出自に気づくかもしれない。こんな夜よ更ふけに、そのような者たちと晄が遭そう遇ぐうする確率は皆かい無むに等しいが、それでもじっと館やかたで待ってはいられず、舜は館の主に馬車を借りて晄たちを追った。


　しかし、王都の北の森へ入ったところで馬の蹄ひづめの跡あとを見失ってしまったのである。


「このまま森を彷徨さまよってても、狼おおかみの餌えさになるのが落ちでしょうねぇ。こうなったら、小こ化か蛇だに訊きいてみましょうか」


　舜は馬首を巡らせ、黄河水系の川を目指した。汪李の眷けん族ぞくである小化蛇は、主に従ってこの付近の川に集まっているはずだ。小化蛇は、超ちよう常じよう的な力で汪李と意思を通じ合わせることができる。小化蛇に汪李と連れん絡らくをとってもらえば、晄の居場所がわかるに違ちがいない。


　そのまま森の中を進むと、間もなく北に向かって流れる川を見つけた。


「小化蛇さーん。いますかー」


　馬車を堤つつみの上に駐とめ、川かわ縁べりに降りた舜は、辺りに人ひと気けがないことを確かめると川かわ面もに向かって呼びかけた。間もなく、下流から数匹ひきの小化蛇が川を遡さかのぼってくる気配がした。舜は、晄ほど妖の声や思いに敏びん感かんではないが、その呪じゆ力りよくの強さで人には見えないものを視、聞こえない音を聴くことができた。


　──舜殿。


　しかし、頭の奥に響ひびいた声は小化蛇ではなく、人のよさそうな老人のものだった。


「あなたは──」


　思いもかけないできごとに、舜は瞠どう目もくして川面を見つめた。雲が流れ、月が姿を現したが、川には小化蛇の銀ぎん鱗りんが跳はねるばかりで、老人の姿は見えない。


　──なぜこのような場所にいるのかと、訝いぶかっておられますかな？　拙せつ者しやは河伯の使い。黄河の水の一ひと滴しずくにさえ、拙者は存在いたしまする。


　声だけの老人は言った。


　──以前にお会いした時に、お話しできなかったことをお伝えするために、今こ宵よいは参上つかまつりました。しばらくお時間を割さいていただけませぬか。


「……僕も、あなたにそのことを伺うかがいたいと思っていました」


　舜は硬かたい表情でうなずいた。


　ひと月前、舜に、南庚の正せい妃ひが生きていると告げたのは彼である。その時彼は、舜の父、尭と何かの約束を交かわしたとも言っていた。


「その前に、一つ確かく認にんさせてください。あなたは、先代の大だい史し令れい──南庚王に仕えていた、隗かい昭しよう明めい様なのでしょう？」


　十七年近く前、まだ嬉氏の館にいた頃のことである。舜は六歳だった。


　浅い春のある夜、舜は父に連れられて、小こ舟ぶねで黄河にこぎ出した。


　大史令隗昭明が、その呪力で南庚の御み子こを連れて来るのだと、父は言っていた。優すぐれた占せん術じゆつ師しである隗昭明は、その夜であれば、御子が無事に生き延びられることを占みたのだと──。


　──左様。拙者は先代の大史令、隗昭明にござる。


　温おん厚こうそうな老人の声が、やや引き締しまったものに変わっていた。


「やはり……」


　王位争いがあったことや、南庚が暗殺されたこと、正妃と大史令が御子とともに出しゆつ奔ぽんしたことを知ったのは、黄河を流れてきた赤子を拾ってからしばらく経たった後のことである。


　おそらく昭明は、自らの命を供く物もつにして御子に河伯の加護を祈いのった。そして、その強い呪力ゆえに、魂たましいが黄河に留とどまって河伯の使いとなったのだろう。


「僕が見つけた時には、すでに御子は河伯の加護を得、同時に共工の気にも取り憑つかれていました。あの夜、黄河で何があったのですか？」


　拾った赤子には清と濁だくの光が取り巻いていた。清い光が河伯の加護であることはすぐにわかったが、濁にごった光が共工の気であることを知ったのは、つい最近のことである。自分なりにいくつかの仮説は立てていたが、舜は真実を確かめたかった。


　──南庚王を呪殺したのは、当時、次代の大史令候補の一人だった伊い章玄であることは御ご存ぞんじであられるか？


「知っています」


　化蛇すなわち汪李に呪じゆ詛そをかけたのは章玄であり、呪具として用いられた針が南庚の暗殺にも使われていたと教えてくれたのは楓牙である。


　──章玄の真の目的は、拙者にも測りかねる。だが、章玄は小舟に乗って黄河を行く御子を弑しいするために、共工を召しよう喚かんした。黄河にあって河伯に対たい抗こうできる水神は、共工しかおらぬゆえの所業であろう。だが、三百年前の湯王との戦いくさの傷が癒いえていなかった共工は、河伯に勝てなかった。滅ほろびかけた共工は、御子と、黄河のほとりに捨てられていたもう一人の赤子、そして陽甲様に取り憑いたのでござる。


「……今、何と……？」


　舜は耳を疑った。


　──神の肉体ともいえる気は、御子ともう一人の赤子に、精神部分である核かくは章玄が保護し、陽甲様の体内に隠かくしたと思われる。


「では、陽甲王の心の病というのは」


　──左様。陽甲王の体内で、共工は少しずつ力を取り戻もどし、陽甲王の心を蝕むしばんでいる。陽甲王が完全に心を失い、抜ぬけ殻がらとなって共工の意のままに操られるのも時間の問題であろう。


「何てことだ……」


　寒風に身をさらしながら、舜の背中には汗あせが伝っていた。


　──拙者が、今いま頃ごろになって尭殿との約束や王おう妃ひ様の消息について舜殿に伝えようと思い立ったのは、陽甲様の御おん身みがすでに取り返しのつかない状態であると知ったゆえのこと。


　今まで昭明は、御子が無事に成長し、幸福な暮らしを営んでいるのであれば、尭と交わした約束は忘れるつもりだったという。


　──陽甲王が先の戦で連れ帰った寵ちよう姫き、あの梓羅々という女によ人にんは妖だ。その妖が共工の核を育て、この世に肉体を持って蘇よみがえるだけの力を、共工につけてしまったのだ。


「では、父との約束というのは……」


　自分の声が震ふるえていることに、舜は気づかなかった。


　──御子の存在を公おおやけにし、御子に王位を継つがせることにござる。


　舜は息を呑のんだ。父はいつか真実を告げなくてはならないとは言っていたが、王位継けい承しようについては一言も言っていなかったのだ。


　──それは、亡なき南庚王の望みであった。尭殿も亡くなり、忘れるつもりの約束であったが、陽甲王は共工に操られ、御子は炎えん招しよう戈かの使い手になられた。今こそ、御子に──。


「嫌いやです──。あの子は僕の弟です！」


　悲鳴に近い叫さけびに、川の中で小化蛇が跳ね上がった。


「共工を倒たおすことと、王になることとは別でしょう!?　何も晄ちゃんが南庚王の御子であることを知る必要なんてないじゃないですか！」


　──お気持ちは十分にわかり申す。なれど、荒すさんだこの国に平安をもたらすことができるのは、禹王湯王の跡を継ぐ者以外にはおられぬ。御子が炎招戈の使い手になられたのは、河伯及および黄こう帝ていの御ご意志に他ほかなりませぬぞ。


　昭明は冷厳とも言える声こわ音ねで言い放った。


「それで、お妃様は今どちらに？」


　唇くちびるを震わせ、舜は水面を射るように睨にらみつける。


　──盤ばん龍りゆう湖このほとりに隠れ住んでいらっしゃる。このことは父君であられる嬉関かん玲れい殿も御存じない。


「そうですか。安心しましたよ。盤龍湖は王都からも陝邑からも遠い。顔を合わせることはないでしょう」


　舜は吐はき捨てるように言って踵きびすを返した。その背に、昭明の声が追いすがる。


　──南庚王のお妃様が生きておいでになることを章玄が知れば、必ずや罠わなを仕し掛かけるに相そう違いない。油断召さるな。


（罠になどはまるものか）


　舜は振ふり返らなかった。晄が南庚の子であることを知らなければ、たとえ正妃を人ひと質じちにされたとしても、晄が助けに行く理由はないのだから。


（殷がどうなろうと、河伯や黄帝が南庚王の御子に何を期待しようと、僕たち兄弟には関係ない）


　昭明から逃のがれるように、舜は足早に堤つつみを登った。


（あの子は僕の弟だ──）




　三　東とう岳がく大たい帝ていの意思







「陽甲王の十七祀し、正月、丁てい丑ちゆうの日に利條が卜ぼくす。貞とう。朝礼にて、陽甲王と炎招戈の使い手に災わざわいなきか」


　人ひと気けのない霊れい廟びようには、燭しよくが一つだけ点ともっていた。小さな炎の明かりの下で、利條は亀きつ甲こうに彫ほった孔あなへ、灼やいた青銅の棒を押し当てる。乾かわいた音を立てて、孔の周囲にひびが生じた。


　朝礼が明日に迫せまっていた。知りうる限りの術を試ためしてみたが、結局、利條は陽甲から共工を祓はらうことはできなかった。


（このまま、主上と晄がまみえれば、共工が蘇ってしまうのでは……）


　それを恐おそれた利條は、無む駄だと知りつつ占術を行ったのである。


　利條は、食い入るようにひびを見つめた。未来さき読よみに長じた占術師である彼は、ひびの向きや形の中に、貞いに対する答えを視みることができる。しかし、いくらひびに目を凝こらしても、利條の脳のう裏りには何も映らない。陽甲も晄も、占術には現れないように呪がかけられているのだ。


「やはり、だめですか……」


　利條は目を伏ふせ、亀甲を持つ手を膝ひざの上に下ろした。


　陽甲から共工を祓うこともできず、占術をしても何も占みえない。陽甲と晄には、それぞれ共工の核と気とが取り憑ついていることを公おおやけにして、人心を混乱させることは絶対にできない。かといって、納なつ得とくできる理由もなしに、西の要よう衝しようである陝邑の領主の登城を差し止めれば、諸しよ侯こうの不信を招くだけである。


　焦しよう燥そう感かんは募つのるが、もはや自分一人の力ではどうにもならない。


（楓牙王子に助力を請こい、晄の方に登城できない理由を作っていただくか──）


　残された手立ても、与あたえられた時間も、あと僅わずかしかなかった。


「使者を──」


　霊廟を出た利條は、貞てい人じんに仕える官かん奴ぬ婢ひに累焰を呼ぶように伝えた。
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「馮夷城の……人たちが、食しよく糧りようの心配……」


　晄は、スーッと傾かたむいていく首をカクンとさせてハッと起きた。居い眠ねむりしていたらしい。


「一昨日おとといも空の旅で、ろくに眠ねむっていませんものね」


　佟韋も白い衣ころもの袖そでで口を隠し、あくびを嚙かみ殺す。


　離はなれには、昼下がりの日が部屋の半ばまで差し込み、穏おだやかな暖かさが満ちていた。


　明け方近くに馮夷城から館やかたに戻った晄たちは、民たみの悲ひ惨さんな暮らしぶりについてあれこれ話し合い、明日の朝礼で奏上する内容について練り直していたのだが、昼ひる餉げが済んだ途と端たんに疲つかれが睡すい魔まを伴ともなってドッと襲おそって来たのである。


「少し午ご睡すいを取ったらどうだ？　明日も暗いうちに起きなくてはならぬし」


　楓牙は微笑ほほえましげに少年二人に言った。朝礼は日の出とともに行われる。夜明け前には支し度たくを調ととのえて、王城の南庭に控ひかえていなくてはならない。


「おふとん、敷しいてあげるわね」


　丁度、昼餉の片づけの手伝いから戻もどって来た莉由が、話を聞きつけて夜具を敷き始める。


「んー、そうする」


　二人は上衣うわぎだけ取ると、もそもそ夜具に潜もぐり込み、あっという間に寝ね息いきを立て始めた。


　三人と一いつ匹ぴきの妖あやかしたちは、それぞれ小こ蛇へび、小馬、ひよこ、子犬姿で彼らの枕まくら元もとやふとんの上に陣じん取どり、莉由は二人の明日の衣い裳しようを衣い架かに広げ、舜は晄の甲かつ冑ちゆうや仮面の手入れを始める。


　楓牙は火ひ鉢ばちに寄りかかり、晄と彼の兄姉の顔を見比べた。


（あの紫央という男……）


　舜と莉由はよく似ているが、晄は二人とはまったく違ちがう面おも立だちをしている。それに比べると、紫央はあまりにも晄に似すぎていた。


（嬉氏の血筋なのか、それとも南庚王の──？）


　楓牙は南庚とその正せい妃ひの顔を思い出そうとしたが、四歳の時の記き憶おくは遠すぎた。


（単に他人のそら似なのか？）


　紫央は、自分は孤こ児じだと言っていた。しかし、あれほどまでに晄に似ている彼が、単なる偶ぐう然ぜんで嬉氏に拾われたなどということがあるだろうか。


　楓牙は、舜に視線を移す。普ふ段だんはほんわりとした笑えみを絶やさない舜だが、彼はむっつりと険しい表情で仮面を磨みがき続けている。明け方、楓牙たちが戻って来た時には、すでにひどく不ふ機き嫌げんそうだった。子どもの盗ぬすつ人とを追いかけて行った自分たちを捜さがしに、彼も馬車を出したということで、晄は帰りが遅おそくなってしまったことを舜に詫わびていたが、舜の本当の不安は、明日の朝礼で、南庚や正妃に近しかった者たちと晄とが遭そう遇ぐうすることなのだろう。


　──お小こ姓しように召めし上げられたらどうするんです。


　口くち癖ぐせのようにそう言って、晄の顔を貴族に見られることを嫌いやがる彼が、紫央を見たらどう思うだろうか。


「何です？」


　視線に気づいた舜が、それこそ悪あつ鬼きのような表情で楓牙を見た。


「いや、その、別に……」


　楓牙は慌あわてて視線をそらせた。嬉氏の館に六歳までいた舜は、正妃や嬉氏の当主の顔を憶おぼえているかもしれない。訊きいてみたかったが、今それを口にすれば、明日の朝礼には絶対に晄を行かせないだろう。紫央の出自を調べるのは、朝礼が終わってからだ。


「ただ今戻りました」


　その時、離れの戸の向こうから累焰の声がした。彼は利條に呼ばれて、午前中から利條の私し邸ていに赴おもむいていたのだ。


「遅かったな。それで、利條殿どのは何と？」


　楓牙は、晄たちの眠りを妨さまたげないように、自分たちが寝しん室しつにしている部屋へ向かう。


「特に何も──。明日の朝礼に災いはないか、わたくしに占せん術じゆつを命じられました」


「占術？」


　今朝の使いの口ぶりでは、利條は楓牙に用事がある様子だった。累焰を私邸に寄こすように言ってきたのは、王城では相談できない内容だということだ。楓牙本人を招かなかったのは、朝礼の前日に、大だい史し令れいが妾しよう腹ふくの王子と密談を交かわして、他ほかの王族に余計な不信感を抱いだかせないための配はい慮りよだろうと、楓牙は思っていた。


「晄の朝見に関することではなかったのか？」


　たかむしろに座し、楓牙はあらためて累焰に尋たずねた。極ごく秘ひで楓牙に用事があるとすれば、晄に関すること以外に考えられない。


「いいえ」


　累焰は静かに頭かぶりを振ふる。普段と変わらず、ひっそりとした影かげのような風ふ情ぜいだが、彼の目の奥に微かすかな動どう揺ようが走るのを、楓牙は見み逃のがさなかった。


「累焰、何があった？　利條殿に無理難題を課せられたか？」


「いいえ。そのようなことはございません」


　きっぱりと答えるその表情もどこかよそよそしい。仮に、利條が累焰に占術をさせたとしても、それだけで昼過ぎまでかかるはずはない。


「何年のつき合いだと思っているのだ。お前に噓うそは似合わぬ。利條殿は晄の朝見に関して、何か私に伝えたいことがあったのだろう？」
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　言いながら、楓牙は累焰の後ろに置かれた矢や筒づつを見て眉まゆをひそめた。


「どこぞで、矢を射たのか？」


　ほんの数本だが、出かけた時よりも矢の数が減っていた。


「そのような──」


　累焰は狼ろう狽ばいした様子で、おのれの矢筒を振り返った。


「何かの術に使ったのか？」


　楓牙は席を立ち、その矢筒を検あらためた。累焰はもとの姿勢のまま楓牙に背を向けている。


「累焰、何を隠かくしている？」


「楓牙様に隠すことなど、何もございません。矢は、戯たわむれに利條様のお屋や敷しきで弓きゆう術じゆつの披ひ露ろうを」


「噓を申せ。朝礼の前日に、利條殿が戯れでお前に弓を引かせるわけがなかろう！」


　楓牙は声を荒あららげた。彼は矢筒を置き、累焰の前に座り直す。累焰は目を伏せ、硬かたく唇くちびるを引き結んでいた。


「なぜ本当のことを言わぬ」


　妾腹の王子として生まれた楓牙は、幼い頃ころから氏族間の勢力争いに利用され、うわべだけの追従口をきかれたり、逆に猜さい疑ぎの目を向けられたりしてきた。幼い頃は、累焰だけが心を許せる味方であり、心の支えでもあった。


　だからこそ、隠し事をされていることがひどく悔くやしく、悲しかった。


「お前だけは、噓うそ偽いつわりなく私に接してくれると信じていたのに──」


「わたくしの忠誠心に偽りはございませぬ」


　膝ひざの上で握にぎった累焰の拳こぶしが震ふるえていた。


「もう一度訊く。何の呪じゆ術じゆつを施ほどこした」


　低く、恫どう喝かつするような声で楓牙は言った。


「呪じゆ詛そを──。同どう胞ほうに頼たのまれて、馮夷城のある人物に呪詛を施して参りました。利條様の館で占術を行ったのは本当でございます。その後、呼び止められ──」


　顔を伏ふせたまま累焰は答えた。


「同胞？」


「羌人にございます」


　楓牙には一いつ瞬しゆん意味がわからなかった。自分と片時も離れなかった累焰に、羌人の仲間がいるとは思ってもみなかったからだ。


「馮夷城のある人物とは？」


「申し上げられませぬ。なれど、楓牙様に御ご迷めい惑わくがかかることではありませぬゆえ」


　腹の中の熱い塊かたまりがせり上がって、こめかみが熱くなった。楓牙の脳のう裏りに、今まで押し込めてきた疑念がむくむくと頭をもたげてくる。


「お前、まさか、羌方と通じているのではあるまいな」


「いいえ、決してそのような──」


　累焰は顔を上げた。


「お前の両親も兄弟も、殷で祭さい祀しの犠ぎ牲せいになった。お前がこの国を裏切る動機は十分にある」


「わたくしを信じてはいただけないのですか！　わたくしはただ、同胞に頼まれたことをしたまで。決して楓牙様を裏切るような真ま似ねはいたしませぬ！」


「どうやって信じろというのだ！　本当のことを言わないお前が悪いのだ！」


　楓牙は立ち上がると、そう言い捨てて部屋を出た。


（なぜ、羌人をかばうのだ。私をごまかそうとしてまで……）


　累焰が裏切るはずはない──。心の底ではそう思っている。誰だれかにかけた呪詛というのも、邪じや悪あくなものではないだろう。わかってはいるが、怒いかりは治まらず、疑念は膨ふくらむ一方だった。


「くそっ」


　楓牙は拳を握り、堂の庇ひさし柱ばしらをドンと叩たたいた。





「これでいい……」


　累焰は、疲れたように呟つぶやいた。


（これで楓牙様のお気持ちはわたくしと羌人との関かかわりに向けられる）


　──晄に朝礼への出席を辞退させたいのです。主上に共工の核かくが憑ついていると打ち明ければ、きっとわかってくださるはず。


　利條はそう言っていた。もしも、汪李たち妖が血気に逸はやる恐おそれがあるなら、楓牙だけに真実を知らせ、なんらかの理由をつけて晄を説得させるようにとも言っていた。


　楓牙の命令ならば、晄は聞くだろう。けれど累焰は、利條の伝言を楓牙に告げたくなかった。楓牙を神々の戦いに関わらせたくなかった。


　だから代わりに累焰は、王城の周囲に呪術を施した。晄は河伯の加護と共工の気をその身にまとっている。水神の力に対たい抗こうできるとは思われないが、水は土に堰せき止められる。そこで、土に属する神の力を降ろした矢を要所要所に打ちこみ、晄には通り抜ぬけられない特とく殊しゆな結界を張り巡めぐらせてきたのだ。


　咄とつ嗟さに思いついた噓は、自分への疑念を膨らませ、楓牙を悲しませてしまった。孤こ独どくな妾腹の王子にとって、自分が心のより所であることはわかっていた。だから、裏切りをほのめかせるのはひどく辛つらかった。けれど、どんなに疑われ、嫌きらわれようと、楓牙が死んでしまうよりはずっといい。


　累焰は深い嘆たん息そくをつき、おもむろに占術の準備を始めた。


　馮夷城の地下にある湖のことが気になっていた。
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「ねえ、どうしたの？　昨日からみんな何だか変だよ」


　朝礼の当日である。


　館やかたの門前で、正装した晄たちは、莉由が支し度たくを終えて出て来るのを待っていた。


「何か怒おこってる？　それとも衣い裳しようが重いとか、帯がきついとか？　って、俺じゃあるまいし。舜兄も楓牙も累焰も、もの凄すごくかっこいいのに、どうして嫌いやそうな顔してるの？」


　舜は、焉が用意した深衣に膝ひざ蔽おおいを身に着けていた。もともと長身瘦そう軀くで端たん麗れいな容姿の彼だが、こうやって正装すると生まれながらの貴族に見えた。しかしその表情は暗く、昨日の朝から、いつものほんわり笑え顔がおがまったく見られない。楓牙と累焰も王族とその従者らしく、見み惚とれるほど美々しかったが、どちらもひどく不ふ機き嫌げんそうだったのである。


「いいえ。晄ちゃんがあんまり凜り々りしいので、お小こ姓しように召めし上げられたらどうしようかと、ただただ、それだけを心配しているんです」


　黄泉よみの国から響ひびいてくるような声で舜は言った。ちなみに、晄は、袷あわせの上に身甲こうを着け、その上から裼せき衣いを羽織っていた。武人の正装である。もちろん、仮面をつける都合による。


「晄のことを怒っているのではない。衣裳は甲かつ冑ちゆうに比べれば格段に軽い。気にするな」


　非常に不快そうに楓牙は言った。累焰はうつむいたまま、無言で佇たたずんでいる。


「何があったのでしょうね」


　晄と佟韋は、年長組の不ふ穏おんな気配におろおろする。なお、佟韋はいつもの白しろ装しよう束ぞくに、銀ぎん狐ぎつねの裘かわごろもを羽織っていた。このまま空へ昇のぼって行きそうな、人間離ばなれした風情だ。


　そこへ、「おまたせー」と、表口から莉由が姿を現した。


「莉姉、すごくきれい──」


　美しく着き飾かざった莉由を見て、晄は思わず感かん嘆たんの声を上げた。辺りの空気までが、一気に華はなやいだようだ。


　彼女は、純白の繭まゆ綿わたの袷と、色いろ鮮あざやかな紋もん様ようが染め抜かれた絹の袿うちぎを身に着けていた。結ゆい上げた髪かみには碧へき玉ぎよくの簪かんざしを挿さし、簪と同じ色の帯を締しめている。


　也真の贈おくり物だというそれらの衣裳や装身具は、凜りんとした莉由の美び貌ぼうを一層引き立たせ、圧あつ倒とうするほどの気品と艶あでやかさが溢あふれていた。


『也真の審しん美び眼がんは大したものだ』


　小こ蛇へび姿で晄の腕うでに絡からまっていた汪李が呟いた。人の美び醜しゆうには興味のない彼にそう言わせるのだから相当なものである。


　死人のような顔をしていた舜も「すてきですよ」と顔をほころばせ、楓牙に至っては目を限界まで見開いて、口をぱくぱくさせるばかりで声もない。これが也真からの贈り物でなければ絶賛したいところなのだろうが、なけなしの矜きよう持じがそれを許さないのだろう。


　佟韋も、「天てん仙せん娘じよう娘じようが降臨したのかと思いました」と、頰ほおを染めてうっとりと見入っている。


「ありがとう。晄ちゃんもお兄ちゃんも佟韋君もとってもかっこいいわよ」


　楓牙には目もくれず、莉由はにっこりと微笑ほほえんだ。楓牙は悄しよう然ぜんとしたが、いつもならここで主あるじを慰なぐさめる累焰は何も言わなかった。


「さ、さあ、行こう。もう月が沈しずみそうだよ」


　晄は仮面を被かぶり、無理に元気な声を出して、馬に変へん化げした煒白が引く馬車に乗り込んだ。


　しかし──。


「あれ？」


　馬車を降り、王城の南門を通り抜けようとした晄は首を傾かしげた。何か、見えない壁かべのようなものに遮さえぎられて、なぜか前へ進めないのだ。周囲の貴族たちは、晄を追い越こして次々と門を通り抜けていく。


「どうした？」


　先に入城した楓牙が振ふり返った。晄の後についてきた舜と佟韋、莉由も晄を囲む。


「何だか、柔やわらかい壁があるみたいな感じがして──」


　晄は手を前に伸のばしたり、足を出したりしてみたが、どうしても門内に入れない。


「変だな、汪李も鸞も、置いてきたんだけど」


　王城内の妖あやかし除よけの呪術に引っかからないように、汪李と鸞はそれぞれ小蛇とひよこの姿で煒白のたてがみの中に隠かくれているはずだ。


「土神の力が働いていますね。晄を取り巻く水神の気が、その力に阻はばまれているみたいです」


　佟韋が門を見上げた。巫ふ術じゆつ師しの彼は、その類たぐいの気配に敏びん感かんなのだ。


「噓うそ──。じゃ、俺、王城に入れないってこと!?」


　晄は青ざめた。


「やっとここまで来たっていうのに──」


　すでに月は沈み、東の空が白み始めている。日が昇れば、否いや応おうなしに朝礼が始まってしまう。


　その時、小さな鼠ねずみが這はい上って来て、晄の肩かたに乗った。


「煒白──！」


『大だい丈じよう夫ぶだ。土神は土ならば通す。しばらく埃ほこりっぽいが我が慢まんしていてくれ』


　彼はそう言うと、城内に向かって『チャウ』と、叫さけんだ。


「鼠はチュウじゃないの？」


　と、莉由が首を傾げたその時──、


　ゴオッ！　と、獣けものの咆ほう哮こうのような音を立てて、突とつ風ぷうが巻き起こった。辺り一面に凄すさまじい勢いで砂さ塵じんが舞まう。


「うわっ！」


　城内にいた官かん吏りも、これから南門をくぐろうとしていた貴族も慌あわてて袖そでで顔を覆おおった。土つち煙けむりは渦うずを巻きながら一つにまとまり、さながら竜たつ巻まきのごとくうねりながら南門に近づいて来る。砂の竜巻が晄を呑のみ込んだ。


『こーくん、いまのうちー』


　晄の耳元でチャウの声がした。この土煙はチャウの変化なのだ。そして、おそらく遥はるか上空には本ほん性しようを現した汪李がいて、王城につむじ風を送っているのだろう。昨夜、晄は汪李たち妖とともに王城を訪おとずれ、土つち埃ぼこりに変化したチャウを、今と同じ要領で王城内にばらまいておいたのである。


　土に覆われた晄は、南門を難なく通り抜けた。間もなく風は止やみ、土埃はさーっと地面に薄うすく広がる。


「いや、凄まじい突風だった。──おや？」


　周囲の貴族たちは、ぱさぱさと袖を振って土埃を払はらおうとし、あれだけの埃にまみれたというのに、衣ころもがまったく汚よごれていないことに気づいて首をひねっていた。


「今のはいったい──」


　王城内の亜あ職しよくの官吏や貞てい人じん、眉び軍兵など、呪じゆ力りよくを持つ者たちは、突風と砂すな煙けむりに微かすかな妖の気配を感じて、一時騒そう然ぜんとなったのだが、


「まあ、悪いものではないようなので、放ほうっておきますか」


　風が収まってみれば、辺りは清すが々すがしい気が満ちていたので、深く考えないことにしたようだ。


　この清々しさは、もちろんチャウ──崑崙の土の気配である。


　鼓こが打ち鳴らされ、ざわめいていた人々が慌てて整列し始めた。


　晄と佟韋も急いで位置につこうとすると、


「晄殿どの。どうか──」


　累焰が晄の手をつかんだ。ひどく切せつ羽ぱ詰つまった顔だ。


「え？　どうしたの」


　晄は訝いぶかりながら立ち止まった。佟韋は気づいて振り返ったが、舜と莉由、楓牙は人ひと混ごみに紛まぎれて先に行ってしまった。


「危険です。このまま主上にまみえれば、また以前のように、共工の気と河伯の加護がせめぎ合い、取り返しのつかないことになるかもしれませぬ」


「そんなのは承知してるよ。そのためにチャウを撒まいておいたんだもの」


「なれど──」


　そこへ、


「どうしたのです？」


　匂におい立つような美貌の女が、何人もの女によ官かんを引き連れてしずしずと歩み寄って来た。


「梓羅々様」


　累焰は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。サーッと人の波が割れ、その場にいた人々がひざまずく。累焰も晄から手を放してひざまずいた。取り残された晄と佟韋は、人の輪に取り囲まれる格好になる。


「この方が……」


　晄は目を瞠みはった。鼻び梁りようは細く高く、薄うす紅べに色いろの唇くちびるに妖よう艶えんな笑みを浮うかべ、大きな、妖あやしいほどに美しく輝かがやく眼めが晄を見つめていた。


「何やらもめている御ご様よう子すでしたので、見に下りて参りましたの。桃林侯こうと陝邑侯でしょう？」


「お騒さわがせいたしました非礼をどうか御ご容よう赦しやください」


　佟韋がその場に拝礼したので、晄も慌ててひざまずいた。


「噂うわさには聞いておりましたわ。お二人ともお若いのね。桃林侯のなんと初うい々ういしく美しいこと。陝邑侯のお顔も拝見したいわ」


　梓羅々は「ほほ」と小さく笑った。


　その時、また鼓が鳴らされ、


「では、また後ほど。さあ、あなた方もお行きなさい。始まりますよ」


　梓羅々は晄と佟韋に会え釈しやくすると、累焰を含ふくめたその場の貴族たちにそう言って、堂の方へと戻もどって行った。


「急ぎましょう」


　佟韋は、晄の手を引いて南庭の南側の諸しよ侯こうの場所へ導いた。累焰は晄の顔をじっと見ていたが、人々が静まってしまったせいか、もう言い募つのろうとはしなかった。


「あー、びっくりした。急にどうしたんだろ」


「晄を見に来たのでしょう。炎えん招しよう戈かの使い手を──」


　佟韋は硬かたい声で言った。


　晄は佟韋とともに、諸侯たちの間に立った。楓牙はすでに東側の王族の位置につき、累焰と舜、莉由はそれぞれ従者や衛え士じ、貴族の姫ひめたちの場所へ並ぶ。


「すご──。壮そう観かんだね」


　広い南庭一いつ杯ぱいに、整然と立ち並ぶ貴族や廷てい臣しんに、晄はあらためて目を丸くした。


　南堂の回かい廊ろうに、晏仲と利條が姿を現した。


　晏仲は、晄と佟韋に気づいて相好を崩くずしたが、利條は愕がく然ぜんと青ざめた。


（利條様？）


　先刻、累焰が朝見を止めたのは、利條の指図だったのだと晄は察した。


　だったら、最初に言ってくれれば、チャウのことを説明したのにと、晄は訝しく思った。


　やがて、朝焼けに燃えていた東の空が白く輝いた。山の端はが、一気に黒々とした稜りよう線せんを浮き立たせる。朝日が昇のぼったのだ。


　再び鼓が打ち鳴らされ、一同は一いつ斉せいに拝礼する。南堂の正面の扉とびらが開き、陽甲が回廊に歩み出た。


（あの人、本当にあの時の王様と同じ人……？）


　晄は拝礼の姿勢のまま、目だけを上げて陽甲を見て、彼が別人のように面変わりしていることに驚おどろいた。瘦やせて頰ほおの肉がそげたせいか、顎あごの線が際きわ立だち、唇は薄く、目が異様に鋭するどい。一昨年おととしに初めて会った時とはもちろん、昨年の秋に見た時とも顔つきが違ちがう。


　王の後から、先刻の梓羅々も回廊に出て来た。彼女は艶あでやかな笑えみを浮かべて、眼前に立ち並ぶ貴族や廷臣を睥へい睨げいする。


　陽甲とその寵ちよう姫きは階きざはしを下りると、正面にしつらえられた壇だんの前に立った。壇だん上じようには大きな方形の鼎かなえが据すえられ、すで火が焚たかれていた。祭さい祀し官が鼎に肉を入れる。香こうばしい香かおりとともに、明けたばかりの空へ煙けむりが立ち昇っていく。天てん帝ていへの供く物もつだ。


　陽甲の左右に立つ祭祀官が祝詞のりとを詠えい唱しようした。おそらくは殷で行われる最も重要な儀ぎ式しきなのだろうが、陽甲は忌いま々いましそうな表情で空へ吸い込まれていく煙を仰あおぎ、梓羅々は退たい屈くつそうだった。


　一通りの儀式が終わると、陽甲の手によって供物の肉が切り分けられた。肉は簋きに盛りつけられ、祭祀官がそれを持って王族やそれに連なる氏族、廷臣、諸侯の間を回り、配っていく。天の恩おん恵けいを分かち合うことで、盟約を結ぶ意味があるらしい。ほんの一ひと欠片かけらだが、晄と佟韋にも肉が回ってきた。


「鼎も簋も、本当はこういうことに使うんだね」


　差し出された簋から肉を取りながら、晄が囁ささやくと、


「青銅器職人の家に生まれて、何を言ってるんですか。青銅の鼎や簋は儀式用の呪具ですよ」


　佟韋は目を瞬またたいた。


「それは知ってたけど、うちじゃ普ふ段だん使づかいの日常生活用具だからさ。儀式なんてしないし」


「止やめてください。困こん窮きゆうしている貴族が聞いたら泣きますよ」


「うちは、鼎や簋のせいで困窮してたよ」


　そんな話をしているうちに肉は回りきり、陽甲と梓羅々は南堂に上がって、正面の部屋の席に端たん座ざしていた。すでに、各氏族の当主や邑ゆうの領主、小国の王たちが、順に陽甲に挨あい拶さつを述べに行っている。


「いよいよですね」


「うん。がんばろう」


　晄と佟韋は顔を見合わせ、うなずいた。


　陽甲への挨拶のために、諸侯の列の後ろに並んだ晄と佟韋を見て、


「だめです……。晄、主上の御ご前ぜんに行っては……」


　利條は身を乗り出した。


「どうしたのだ？」


　常に優ゆう雅がな大だい史し令れいのただならぬ様子に、隣となりに座していた晏仲が利條を振ふり向いた。


「止めなくては──」


　立ち上がろうとした利條は、ガクッと膝ひざをついた。晏仲が急いで彼の腕うでを支える。


「ろくに飯を食っておらんからだ。何を慌あわてておる」


「晄を、……主上に近寄らせてはなりませぬ……」


　晏仲の腕にすがり、利條はなおも立とうとした。


「なぜだ──？」


　晏仲は、諸侯たちの列を見やった。累焰が衛士の列をかき分けるようにして、晄に近づいている。しかし累焰が止める間もなく、晄と佟韋は階を上り、陽甲の前へ平へい伏ふくした。


　利條と累焰は、慄りつ然ぜんとしてそれぞれの位置から少年二人と王を凝ぎよう視しした。


「陝邑を拝領いたしました晄です」


「桃林領主、虞佟韋にございます」


　晄は、また河伯の加護と共工の気とがせめぎ合うのではないかと、多少は不安に思って朝見に臨のぞんだが、舜お手製の仮面と鎧よろいのおかげなのか、今回は何事も起こらなかった。


　その時、顔を上げて陽甲と目を合わせた佟韋が、ビクッと身をすくませたが、晄は気づかなかった。
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「うむ。遠路よりの来朝、大たい儀ぎであった」


　判で押したような物言いだが、陽甲の病が悪化する様子もなさそうである。


　晄はほっと安あん堵どの息をついたのだが、彼らを見守る利條と累焰は驚きよう愕がくに目を見開いていた。


（どうして……）


　秋に、後宮で陽甲と晄とが遭そう遇ぐうした時には、陽甲は錯さく乱らんし、体内に潜ひそむ共工の核かくは陽甲から飛びだそうと身み悶もだえた。一方、晄に取り憑ついていた共工の気は陽甲に引かれ、それを河伯の加護が押しとどめようとして争った。しかし今は、両者になんの異変も起こっていない。


「王様にお願いがあります。どうか民たみの生活を顧かえりみてください。みんな食べる物がなくて、苦しんでいます」


　晄は、租そを軽くしてもらいたいと陽甲に訴うつたえ始めた。陽甲は取りあえず、黙だまって晄の言葉に耳を傾かたむけている。


　利條は、陽甲に潜む共工の核と、晄を取り巻く共工の気に目を凝こらす。


　陽甲の体内で、共工はおのれの気をまとわらせた少年を静かに見み据すえていた。


（主上の御おん身みは、共工に……）


　共工の核は十分に成長してしまったのだ。もう、本能のままに暴れる未熟な精神体ではない。


　確固たる自我を持ち、理性を備え、完全な復活を遂とげるための算段を冷静に練っている。


　晏仲にすがり、立ち上がりかけていた利條だったが、彼はその場にへたりこむように腰こしを下ろした。


「利條？」


　青ざめ、唇くちびるを震ふるわせて陽甲を凝視する利條の顔を、晏仲は訝いぶかしげにのぞき込んだ。


　一方、晄と佟韋は民の窮きゆう状じようを訴え、今後の政策について陽甲に進言する。


「民に何の見返りもなく、収入を租税だけに頼たよっていては、近いうちに財政が破は綻たんすることは目に見えています。今後は、外とつ国との交易に力を入れるべきと存じます。具体的には、桃林にやって来る周や召の隊商に、中原の各邑で市を開く権利を与あたえ──」


　少年二人の理路整然とした奏上に、廷臣や貴族たちはうなずきながら熱心に聞き入っていた。中には、「その場合の防衛に関する対策は？」など、質問をしてくる者もいた。


　晏仲も「なかなか頼りになるわい」と満足そうな笑みを浮うかべている。


「以上、僭せん越えつながら申し上げました」


　一通り、用意してきた意見を述べ終わり、晄と佟韋は陽甲の返事を待った。


「わかった」


　陽甲は一言、興味もなさそうにそう言い、


「見目形が麗うるわしいだけでなく、賢かしこいのね」


　梓羅々は、衣ころもの袖そでで口を押さえて艶えん笑しようした。


「あの、ちゃんと俺たちの話──」


　真しん剣けんみのない王とその寵姫の様子に、晄は言い募つのろうとしたが、佟韋がその袖をぐいと引っ張った。


「失礼つかまつりました」


　佟韋は叩こう頭とうし、晄の腕を引いて陽甲の前から無む理り矢や理り下がらせる。


「ちょっと、佟韋──」


「いいんです。戻もどりましょう」


　佟韋は、晄を連れて南庭の諸しよ侯こうの列に戻った。


「わかったとか言ったけど、絶対わかってないよ。このままじゃ──」


　腹が立つのを通り越こして、ひどくがっかりした晄だが、ふと佟韋が険しい顔で陽甲を注視していることに気がついた。


「怖こわい顔して、どうしたの？」


「大史令や累焰殿どのが、晄の朝見を止めようとするわけです……」


　静せい謐ひつな巫ふ術じゆつ師しの目が、陽甲の体を透すかして中に潜んでいるものを捉とらえていた。


「どういうこと？」


「主上と梓羅々殿、あの二人は──」


　その時、


「陝邑侯こう、桃林侯」


　聞き覚えのある声に呼び止められ、二人は振り返った。


「紫央さん──」


　馮夷城で見た隻せき眼がんの青年呪じゆ術じゆつ医がきちんと正装し、初老の貴族とともにこちらへ歩いて来る。


「おお、その雲うん紋もん雷らい紋もんは、間ま違ちがいない……」


　その貴族は、潤うるんだ目で晄の仮面を見つめた。髪かみに白いものが混じり、目め尻じりには深い皺しわが刻まれているが、身のこなしはかくしゃくとしている。意志が強そうなくっきりとした眉まゆと大きな目は、どことなく紫央に似ているような気もした。


「あの……あなたは？」


「これは、失礼をいたしました。以前に尭を召めし抱かかえておりました、嬉関玲にございます」


　晄の問いに、彼はそう言って拝礼した。
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「すごい人ね。迷子になりそうだわ」


「いったい、晄ちゃんはどこへ行ってしまったんでしょう」


　朝礼が終わり、内ない苑えんを囲む堂で宴うたげが始まった。南庭の隅すみで控ひかえていた舜と莉由も、晄を捜さがして内苑へ向かう。


「なんと美しい……。どこぞの姫であられるか」


「御ご兄弟であられるのでしょうか。ともにいらっしゃる殿との御ごも見目形麗しいこと」


　人々の視線が舜と莉由に集まったが、舜は晄のことが心配でそれどころではなく、莉由は舜の後についていくだけで精せい一いつ杯ぱいで、若い貴族が頰ほおを染めて自分に見とれていることなど、まったく気づいていなかった。


「おや、王子様」


　左右を見回していた舜は、東堂の奥に楓牙の姿を見つけた。数人の王族らしき貴人と酒を酌くみ交かわしている。


「舜、莉由──」


　楓牙の方でも気づいて、二人を手招きした。彼に晄の居所を尋たずねるつもりで、舜がその席に近づくと、「ほう……」と、貴人たちの目が莉由に向く。


「晄の兄と姉ですよ」


　楓牙は貴人に舜と莉由を紹しよう介かいした。二人が座して拝礼すると、


「陝邑侯の兄姉であったか。私は庇ひ邑ゆうの子齊さい牙がだ」


「[image: ]ごう邑ゆうの子聡そう牙がだ」


「私は、子脩牙。耿こう邑ゆうを治めている」


　まず、上座の三人がそれぞれ名乗った。この一団は、楓牙の兄王子とその一族だったのだ。


（とんでもないところに来てしまいました）


　舜は後こう悔かいしたが、もう遅おそい。他ほかに、その席には齊牙と聡牙の妻や側近の者たちもいて、次々に舜たちに挨あい拶さつする。舜は、晄の居所を知りたくて焦あせっていたのだが、王弟たちに非礼を働くわけにもいかず、仕方なしにその度たびにあらためて叩頭した。


「それにしても美しい……。まだいずれにも嫁かしていないのか？」


　齊牙は、舜の後ろで所在なさげに座している莉由を舐なめるように見つめた。


　莉由は嫌いやそうに顔をしかめ、楓牙はギョッと目を剝むいた。


「齊牙様、婦ふに御ご所しよ望もうでいらっしゃいますか？」


　彼の従者だという老人が、冗じよう談だんとも思えない口調で尋ねた。婦とは側室を含ふくめた王子の夫人のことである。


「うむ、そう言いたいところだが──」


「齊牙兄上には、すでに正せい妃ひがいらっしゃるではありませんか。陝邑侯の姉を側室には──」


　楓牙は慌あわてて言った。


「いや、梓羅々殿にも引けを取らぬ美しさゆえ、主上の目を覚まさせることができればと」


「後宮に上げると!?」


　楓牙ばかりか舜も目を剝き、莉由は「噓うそっ！」と仰のけ反った。


「ですが、梓羅々殿は主上の病を和やわらげる力を持っております。せっかく主上が快方に向かっているというのに、後宮で寵ちよう愛あいを争わせるのは時期的によろしくないのでは？」


　そう言ったのは、聡牙である。


「では、やはり齊牙様の婦に」


　先刻の老人が口を挟はさんだ。


「どうか、お待ちください──」


　舜は思わぬ話題に狼ろう狽ばいしたが、


「陝邑侯の姉となれば、邑ゆうを治める王子に嫁とついでもらわなくてはなりませぬ」


　老人はきっぱりと言った。


　殷では、邑の領主を王子が務め、国の基き盤ばんを固めるというやり方で領土を増やしてきた。しかし、晄は王家の人間ではない。殷の西の要よう衝しようである陝邑侯の姉が誰だれに嫁ぐかは、王家にとって大問題なのである。


「相そう邑ゆう公はいかがですかな」


「晶しよう華か姉上の息むす子こか。その手もあるな。しかし庶しよ人じんの出の娘むすめを、姉上が受け入れるかどうか」


　莉由をどの王子の嫁よめにするか、本人を無視して話が進められる。


「幸い脩牙はまだ独り身。この際、脩牙に嫁させてはどうだ？」


　齊牙の声に、脩牙の頰が染まる。


「あ、あの、私も一応独身……」


　楓牙は焦った。脩牙はなかなかの好男子で、武人としても為い政せい者しやとしても優すぐれ、民たみから慕したわれている。男おとこ嫌ぎらいの莉由だが、脩牙には心を惹ひかれるかもしれない。


「やはり、齊牙様、聡牙様、脩牙様、いずれかのお妃様になっていただくべきかと──」


　しかし、妾しよう腹ふくの楓牙は、莉由の婿むこ候補に挙がらない。


　一方、舜は座したまま、目だけで晄の姿を捜していた。


（晄ちゃんは大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか……）


　莉由の縁えん談だんをここできっぱり断っておかなくてはならない。しかし、その間に晄が南庚に近しい者たちに見つからないか、気が気ではなかった。
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「正月の朝礼に出るのは、十六年ぶり──南庚王が崩ほう御ぎよした年以来です」


　嬉関玲は觥さかずきを傾かたむけながら言った。


　南堂の回かい廊ろうの一いち隅ぐうである。そこには諸侯と呼ばれる殷に従属する小国の王や、王族以外の貴族のための酒席が設けられていた。そこで晄は佟韋とともに、関玲の話に耳を傾ける。


「南庚王の御み代よには、この宴の上席は我が嬉氏の一族で占しめておりましたが、今は私の知らぬ顔ばかり……」


　南庚の死と同時に、嬉氏は失しつ脚きやくし、長く参朝しなかったという。


「もう登城するつもりはございませんでしたが、紫央から、陝邑侯の仮面が舜の作品だと聞いて、是ぜ非ひお会いしたいと思い、参上した次し第だいでございます」


「はあ……」


　本当は父や兄の話で盛り上がりたいところだが、舜には、相手が誰であろうと自分たちが尭の子だということを絶対に知られてはいけないと言われているので、曖あい昧まいに返事をする。


「その仮面、陝邑侯のお顔の大きさによく合っておられるようですが、舜に直接会って注文なさったのですか？」


「まあ、そうですね……いえ、その……」


　毎日直接会っているが、注文は絶対にしていない。


「舜も立派な青年になったことでしょうね。幼い頃ころから賢かしこい子でしたが、父親の才能を見事に受け継ついだようだ」


　彼は懐なつかしそうに微笑ほほえむと、急にあらたまった様子で、晄に向き直った。


「実は、尭に連れん絡らくを取りたいのです。今、どちらにいるのか教えていただけませんか」


「えーと、尭は亡なくなって……」


「亡くなった!?　いつですか？」


　関玲は目を見開いた。


「さ、さあ……？」


　父のもと主あるじという彼に、どこまでなら話していいのかわからず、晄はどぎまぎする。


「では、舜は？　彼は今どこに？」


「すみません……知らないんです」


　その辺にいるはずだとは言えない。


「では、その仮面はどこで手に入れたのですか？」


「その、亳邑で……。でもすぐに……そう、引っ越こしたんです」


「そうですか……」


　関玲はひどく落らく胆たんした様子だった。


「殿との、陝邑侯こうも桃林侯も信しん頼らいできる方です。思い切って打ち明けられたらいかがでしょう？　亳邑の楓牙王子とも親しいようですし」


　気の毒なくらいに気落ちした主を見かねたのか、紫央が言った。


「うむ……」


　関玲はしばし逡しゆん巡じゆんしていた様子だったが、やがて重い口を開いた。


「私の娘が、南庚王に嫁いだのは御ご存ぞんじでしょうか？」


　彼の問いに晄と佟韋は無言でうなずいた。


「南庚王と娘は長く子に恵めぐまれず、次代の王は主上──陽甲様に決まっておりましたが、娘が男子を産み……」


　関玲は辛つらそうに目を伏ふせる。


「今思えば、王の外がい戚せきになろうと、野望を抱いだいたのが間ま違ちがいだったのでしょうが……。南庚王と私と、偃えん氏──楓牙王子の母君の氏族でございます──とで、陽甲様を廃はいし、南庚王の御み子こを、我が孫を立太子しようと画策したのです。その結果、南庚王は暗殺されてしまいました」


　その話は、一昨日おととい、脩牙から聞いたばかりだ。


「娘と孫も南庚王とともに殺されかかったのですが、当時の大だい史し令れい、隗昭明が二人を王城から逃にがす算段を調ととのえてくれました。彼は極ごく秘ひに使いを寄こし、孫を小こ舟ぶねに乗せて黄河に流すから受け取るようにと──」


「何て危ない……」


　水が怖こわい晄は、黄河に流される赤子を思って身み震ぶるいした。


「昭明は優れた占せん術じゆつ師しであり、呪じゆ術じゆつ師しでもありました。間違いなく孫が私のもとに到とう着ちやくできるように、昭明は占術で孫の吉きち日じつを選び、河伯の加護を祈いのるとのことでした」


「河伯の加護？」


　佟韋が晄に視線を移す。


「万一のことを考え、こちらでも呪じゆ力りよくの強い者を使わすことにしました」


　関玲は目を上げ、晄の仮面をじっと見つめた。


「それが尭だったのです」


「え──？」


　晄の心臓がドクンと大きく鳴った。


「その晩、尭は旅たび支じ度たくを調え、彼の妻と舜と莉由を連れて館やかたを出ました。尭とはそれ以来です。黄河で孫を無事に受け取ることができれば、館には戻もどらないことになっていたので」


　晄の心臓が早はや鐘がねのように鳴り出し、背中に汗あせが伝わった。


（父さんが、南庚王の御子を受け取りに……？）


　関玲の話の内容がしばらく呑のみ込めず、何度も心の中で反はん芻すうする。


「孫が生きていることがわかれば、追っ手がかかるは必定。互たがいに連絡を取らないことにしたのですが、やはり孫が不ふ憫びんでなりません。娘の杏玲もどうなったのか……。南庚王の葬そう儀ぎの際、殉じゆん葬そうされたとも、それは替かえ玉だったとも……。昭明が行方ゆくえ知れずになり、知る手立ては何もありませんでした」


　晄の頭の中で、度たび々たび襲おそって来た刺し客かくのことや、殺された父母のことがぐるぐると渦うず巻まく。うちが狙ねらわれたのは、魔ま法ほうの鼎かなえが原因ではなかったのか。


「私が消息を知ろうとすれば、かえって娘と孫を危険にさらすことになるのはわかっているのですが、せめて無事を確かめたいのです。陝邑侯は、亳邑で舜に会ったとのこと──。どうか、極秘にその後の行き先を調べてはいただけないでしょうか」


　関玲は目を潤うるませてそう言った。








「晄、大丈夫ですか？」


　佟韋は、おぼつかない足取りで呆ぼう然ぜんと歩く晄を、半ば抱だきかかえるようにして支えた。


（舜兄に何を訊きくって？　御子って……誰？）


　冬だというのに、晄は汗びっしょりになっていた。


「舜殿の所へ行かなくていいのですか？」


　舜と落ち合うはずの東堂には向かわず、晄の足は自然と南門へ向かっていた。


（南庚王の御子は、父さんに拾われて……どうなったんだ？）


　晄には佟韋の問いが耳に入っていなかった。ただ、人の多い王城から一刻も早く出たかった。


『晄──』


　南門を出ると、馬に変へん化げした煒白が寄って来た。たてがみの中に隠かくれていた小こ蛇へび姿の汪李とひよこの鳳も顔を出す。王城の外にいて晄の一挙一動に注意を払はらっていた妖あやかしたちは、その優すぐれた聴ちよう力りよくで関玲との話を聞き取っていたのだ。


「まずは、落ち着かせないと」


　佟韋は「水をもらってきます」と、一いつ旦たん王城内に戻り、その間に汪李たちが晄を縁えん石せきに座らせた。『どーしたのー？』と、土つち埃ぼこりに変化していたチャウが、さわさわと北風に乗って少しずつ集まり、晄の足元で犬の姿になる。


「気を静めなければ、余計な厄やく災さいまで背負い込んでしまいますよ」


　戻って来た佟韋が碗わんを持たせてくれたが、晄は手が震ふるえて、なかなか碗が唇くちびるに届かない。腕うでに巻きついた汪李が力を貸し、ようやく水を嚥えん下かした晄は、喉のどが貼はりつくほど渇かわいていたことに気づく。


「驚おどろきましたね」


　佟韋は晄の隣となりに腰こし掛かけた。


「……南庚王の御子って、俺のこと……？」


　晄はようやく声を絞しぼり出す。


「関玲殿の話からするとそうなのでしょうが──」


『だが、その事件とほぼ同時に、晄が産まれたとも考えられるのではないか？』


　煒白は言った。


「その場合、御子はどうなったんだろ……」


『尭に拾われる前に黄河で死んだか、尭には拾われたが、間もなく死んだか、どこかに里子に出されたか』


　晄の脳のう裏りに、炅の姿がよぎった。彼は晄と同じ時に共工の気に取り憑つかれ、黄河のほとりで呪術師の刺客に拾われている。


「……俺、……確かめたい」


　震える声で、晄は言った。


『冷静になれ。舜と莉由がお前を思う気持ちは本物だ。たとえ、お前が実の弟ではなく、彼らがそれを知っていたとしても、知らなかったとしても』


　汪李の声は、珍めずらしく優やさしげだった。


「俺だって舜兄も莉姉も大好きだよ。でも本当のことを知りたい。どうしても知りたいんだ」


　半ば叫さけぶように晄は言った。


「真実を知るまでは、気持ちの整理をつけるのは難しいようですね」


　佟韋は、晄を取り巻く清と濁だくの入り混じった光がざわめいている様子を視みて、浅い溜ため息をついた。


『では、舜か莉由に訊いてみればいい。お前が産まれた時、舜は六歳、莉由は四歳ぐらいだろう。莉由はどうかわからないが、舜は憶おぼえてるのではないか？』


　煒白は言ったが、


『晄ちゃんは僕の弟に間違いありません！　って絶対言い張るだろーな。舜に幻げん術じゆつをかけて真実を言わせるって手もあるけど、鸞はそんな惨むごいことできねーって言ってる』


　鳳は翼つばさを胸の前で組んだ。


　佟韋は再び深い溜め息をつき、痛ましげに晄を見つめた。


「うまくいくかどうかわかりませんが、一つだけ方法があります。晄、真実を受け止める覚かく悟ごがありますか？」








　透すき通るような佟韋の歌声が、冬の泰山の、青い空に吸い込まれた。


　佟韋は、華山の神、西岳大帝に仕える巫ふ術じゆつ師しである。彼はその歌声で西岳大帝に祈り、桃の木の精せい霊れいである蜂はち鳥どりを介かいして、西岳大帝の意思を聴きくことができる。


　今、佟韋はその力をもって、泰山の神、東岳大帝を勧かん請じようしようとしていた。


　人の魂たましいは死して後、必ず泰山に還かえり、東岳大帝は人の魂を司つかさどる。東岳大帝ならば、晄の両親が誰だれなのか知っているはずだと考えたからである。


　眼下に、広々とした黄河下流の平野を望む泰山の頂に立ち、佟韋は朗々と歌い上げる。時には高く、時には低く、美しい調べが連なる峰みね々みねにこだまし、晄たちは固唾かたずを呑んでその様子を見守っていた。


『来るかなー。五ご岳がくの神はみんな人の世なんか知ったこっちゃねーって思ってるけど、中でも東岳大帝は気まぐれで冷たいって、崑崙でも有名だぜ』


　人ひと形がたの鳳は、額に手をかざして疑わしげに辺りを見回す。


『誰が気まぐれで冷たいだと？』


　忽こつ然ぜんと十歳ぐらいに見える少年が、頂上の大岩の上に姿を現した。


　鳳は『ひゃ～』と、慌あわてて平へい伏ふくし、晄と佟韋もその場に座って拝礼した。


『見事な歌だ』


　少年は大岩の上から佟韋を見下ろした。ふっくらとした頰ほおも桃もも色いろの小さな唇もあどけない感じだが、目だけが歳に似合わず妙みように醒さめている。東岳大帝の仮の姿だ。


「畏おそれ入りましてございます」


　と、叩こう頭とうしたまま佟韋は答えた。


『さて、喚よばれて来てみれば晄ではないか。久しぶりだな』


　東岳大帝は、少年の姿には似合わない大人びた笑えみを浮うかべた。


「昨年の約束を憶えておいででしょうか……？　俺の両親に会わせてくれると」


　晄はすがるように東岳大帝を仰あおぎ見た。昨年の正月、晄は姑こ獲かく鳥ちようと化した貴族の姫ひめを捕とらえ、東岳大帝に引き渡わたした。その時彼は、褒ほう美びに晄の両親に会わせてやると言ったのだ。


　東岳大帝は、『そんな約束をしたか──？』と首をひねったが、


『まあよい。よい歌を聴かせてくれた礼だ。会わせてやろう。実の親と、育ての親と、どちらに会いたいのだ？』


　彼は口元に笑みを浮かべたまま、揶や揄ゆするような口調で尋たずねた。


（父さんと母さんは……、やっぱり、俺の本当の親じゃなかったってこと？）


　晄は息を呑のんだ。


『からかって楽しいか？　神とは残ざん酷こくなものよな』


　小蛇姿で晄の腕に絡からまっていた汪李が鎌かま首くびをもたげたが、『よせ』と、馬の姿のままの煒白が止める。


「あの、東岳大帝──」


　見かねた佟韋が、顔を上げた。


「いい。自分で訊く……」


　晄は、辛かろうじて声を絞り出した。


「会わせてくれとはいいません。ただ、俺の実の親が誰なのか、それだけを教えてくれれば」


『お前の実父は、先代の殷王、南庚。実母はその正せい妃ひ、嬉杏玲』


　東岳大帝は、今日の天気でも語るように、軽い調子で言った。


　晄は、急に辺りが真っ暗になったような気がした。何も見えず、心臓の音がやたらにうるさく耳に響ひびく。背筋には絶え間なく悪お寒かんが奔はしっているのに、ひどく暑かった。


「晄──」


　誰かに肩かたを揺ゆすぶられた。次し第だいに五感が蘇よみがえってくる。


　肩を揺すっていたのは、佟韋だった。汪李や煒白、鳳とチャウも心配げに晄の顔をのぞき込んでいる。
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『聞いていなかったようだな。杏玲はまだ現世にいるから喚んではやれぬが、南庚には会わせてやれると言ったのだ。会っていくか？』


　東岳大帝の顔からは笑みが消えていた。


「いいえ……」


　晄は荒あらい息をつき、頭かぶりを振ふった。


『気が変わったら、またいつでも喚ぶがいい。そこの佟韋の歌を華山殿どのに独ひとり占じめさせるのは、少々口くち惜おしいからな』


　東岳大帝はそう言うと、晄たちに背を向けた。その姿がフッと青空に溶とける。


　途と端たんに晄の両眼から、大おお粒つぶの涙なみだがパタパタと地面に落ちた。


『晄……』


　汪李が人形に変化し、晄の肩を抱だいた。


『なかないでー』


　と、チャウが晄の膝ひざに乗り、頰を舐なめる。


「……大だい丈じよう夫ぶ。心配かけて、ごめん……。訊ききたいって言ったのは俺だし……」


　晄は笑おうとしたが、うまくいかなかった。胸の奥につかえていた熱い塊かたまりが抑おさえようもなく大きく膨ふくらんで、耐たえられなかった。


「……覚悟……してた。でも……」


「我が慢まんしなくていいんですよ。僕も、親元から離はなされて、先代の養子になった時には、泣いてばかりいました」


　佟韋の声が、優しく晄の耳みみ朶たぶを撫なでる。


「信じてたんだ──。父さんと母さんと、舜兄と莉姉と俺と──本当の家族だって──」


　両手を地面についたまま、晄は小さな子どものように声を上げて泣いた。
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「参ったわー。このあたしが、王子のお妃きさきですって？　これは也真に勝手に婚こん儀ぎを決められた時以上の驚おどろきだわ」


「莉由ちゃんの仮面も作っておけばよかったと、しみじみ後こう悔かいしました」


　二人は逃にげるように東堂の回かい廊ろうを足早に歩む。


　莉由の縁えん談だんは、脩牙の嫁よめにということで危あやうくまとまってしまいそうになったのだが、そこへ陽甲と梓羅々が王子たちを呼んでいるという知らせが来て、舜たちはその席から解放されたところだった。


「それにしても、晄ちゃん、どこへ行ったのかしら」


「佟韋さんのお知り合いに遭そう遇ぐうして、南堂の諸しよ侯こうの席にでも行ってしまったのでしょうか」


　東堂内と内ない苑えんに面した回廊には、晄の姿が見当たらないので、舜たちは南堂へ足を運ぶ。


　南堂の回廊を巡めぐっていると、前方から初老の貴族と従者らしき二人連れが歩いてきた。


「あら!?」


　従者らしき隻せき眼がんの青年の面おも立だちが、晄にとてもよく似ていることに気づき、莉由は声を上げ、舜は目を見開いた。


　青年と貴族は、自分たちをじっと見つめる男女の視線に気づいて、一いつ瞬しゆん怪け訝げんな様子を見せたが、すぐににっこりと会え釈しやくした。


　すれ違ちがう時、莉由は青年を失礼にならない程度にちらちらと見たが、舜は彼らとは目を合わせないようにして、こっそりと様子をうかがう。


「びっくり。あの眼帯の人、晄ちゃんに似てるわねぇ。うちの遠い親しん戚せきだったりして」


　彼らが行ってしまうと、莉由はちらりと振り返って舜に囁ささやいた。


「そうですね」


　舜は上の空で返事をした。


（間ま違ちがいない。あの方は嬉関玲様……）


　彼には初老の貴族の顔に見覚えがあった。老いて、面差しも雰ふん囲い気きも多少は変わったが、父が仕えていた嬉氏の当主、すなわち南庚の正妃である杏玲の父親だ。


（では、あの青年はいったい──？）


　あまりにも晄に似すぎている。晄の血けつ縁えんであることは間違いない。


　しかし、舜の記き憶おくでは、関玲には杏玲以外に子はなく、何人かいる甥おいにもあの年ねん齢れいに相当する者はいないはずだ。南庚の血筋の者だろうか。


　いずれにしろ、あの者たちが晄の顔を見れば、その身の上を問い質ただすに違いない。


（晄ちゃん……）


　舜は、彼らと晄とが出会っていないことを祈いのりながら、晄を捜さがす足を速めた。
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「晄ちゃん！　こんな遅おそくまで、どこへ行ってたのよ!?」


　深夜、晄たちが館やかたに戻もどると、舜と莉由がいつものように駆かけ寄って来た。


「……いったい、何があったんです？」


　肩を落とし、泣き腫はらしたような顔の晄を見て、舜は、一いつ緒しよに帰って来た佟韋や妖あやかしたちを見やった。けれど、佟韋は無言でうつむき、小こ蛇へび姿の汪李も、小馬に変へん化げしている煒白も、ひよこの鸞も、黙だまって視線をそらす。


「俺、泰山へ行って来たんだ……」


　ようやく、晄は重い口を開いた。


「泰山て、何でまた──」


「佟韋に東岳大帝を喚んでもらった……。そして、俺の両親のことを訊いたんだ」


　燭しよくの明かりの下でさえ、舜の顔が青ざめたのがわかった。


「俺は、このうちの子じゃなかったんだね」


　気が済むまで泣いたせいか、意外にもすんなり言葉が出て来た。


「何言ってんのよ。その歳で、橋の下伝説を信じてるの？」


　莉由は呆あつ気けにとられた様子で笑った。しかし、舜はひどく険しい表情のまま、晄をじっと見つめている。


「ちょっと、嫌いやよ、お兄ちゃんまで。この手の話でからかうのはよくないわ」


　莉由は笑え顔がおを強こわばらせた。


「王城で誰だれかに会ったのですね。顔を見られてしまったのですか？」


　舜は努めて冷静を装よそおっているようだった。


「ううん、顔は見られてない。でも、嬉関玲っていう人に会った」


「やはり、そうですか」


　舜は深い溜ため息をつき、そのままうつむいた。


「何を言っているの？　意味がわからないわ、いったいどういうことよ!?」


　二人のただならぬ様子に、莉由は声を荒らげて問い詰つめた。


「莉姉は知らなかったんだ……。ごめん、考えなしにこんなこと言い出して」


　さんざん泣いたはずなのに、晄の目には、また涙が溜まってきた。


「俺の本当の親は……先代の南庚王と正妃嬉杏玲っていう人なんだ」


「噓うそ……」


　莉由は両手で口を押さえた。


「噓じゃない。王位争いで、当時の大だい史し令れいが俺を黄河に流して……父さんが拾ったんだ」


「それをあたしに信じろっていうの？　お父さんもお母さんもそんなこと一言だって……」


「俺も信じたくなかったよ！　だから、泰山まで確かめに行ったんだ！」


「嫌よ、噓だわ！　あたし、絶対に信じない！」


　後あと退ずさり、激しく頭を振る莉由の肩かたを、舜は抱だき寄せた。


「今まで黙っていたことを、許してください……」


　さらに舜は、もう片方の腕うでで晄を包むと、晄の頰ほおに自分の頰を寄せた。


「……僕は……晄ちゃんを失いたくなかったんです。ずっと……ずっと僕の弟でいてほしかったんです……」


「そんな──」


　莉由がわっと声を上げて泣き伏ふした。


　その声を聞いて、晄の目からまた新たな涙が溢あふれてきた。


「俺も……、舜兄と莉姉の本当の弟がよかった……」


　泰山の頂上で、何度も繰くり返し叫さけんだ言葉を、晄は再び呟つぶやいた。
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「齊牙兄上。私たちとともに、王城へお泊とまりになればよろしいではございませぬか」


「そうですよ。最近の王都は物ぶつ騒そうです。途と中ちゆうで何かありましたら──」


　聡牙、脩牙は、別べつ邸ていへ帰るという兄王子を引き留めた。


「そうしたいところだが、妻が王城では寝ねられぬというのでな」


　かなり酒に酔よっているのか、齊牙はふらつきながら馬車に乗り込んだ。


「ならば私がお送りしましょう。馬を引いてきますので、どうかお待ちください」


　楓牙は言ったのだが、


「よいよい。こちらにも手て練だれの衛え士じがおる。お前の手を煩わずらわせるまでもないわ」


　齊牙は犬でも追い払はらうように、しっしっと手を振ふった。


「ですが──」


　こんな深夜に、豪ごう奢しやな馬車に乗るのは、盗とう賊ぞくに襲おそってもらいに行くようなものである。心配になった楓牙は、「やはりお送りします」と、廏うまやへ走った。けれど、楓牙が戻って来た時には、すでに齊牙の馬車は王城を発たってしまった後だった。


「強ごう情じようなお方だ」


　妾しよう腹ふくの弟になど守られたくないという齊牙の意地を感じ、楓牙は後を追わなかった。





　齊牙の馬車が何者かに襲われ、絶命したという知らせが王城に入ったのは、それから間もなくのことだった。




　四　悪夢







「晄殿どの、佟韋殿！　今、王城から使いが来て、齊牙様がお亡なくなりになったと──」


　館の主あるじが離はなれに飛び込んで来たのは、晄が自分の出自を知るまでの経けい緯いをポツポツと舜たちに語って聞かせていた時だった。


「何だって!?」


　晄は腰こしを浮うかせた。


「齊牙様って、楓牙のお兄さんの、あの齊牙様!?」


「陽甲王のすぐ下の弟──王おう太たい弟ていです」


「大変だわ」


　莉由は、急いで晄と佟韋の衣い裳しようを調ととのえ、二人の登城の準備を手伝った。


　汪李たちも『チャウを土つち埃ぼこりに変化させねば』と、慌あわただしく動き始める。


「煒白、佟韋の馬を引いて──」


　バタバタと戸口へ走る晄を「晄ちゃん」と、舜が呼び止めた。


「仮面を被かぶって行ってください。いいですか、くれぐれも気をつけて」


　もう、実の両親のことを知ってしまったのだから、顔を隠かくす意味はないように思ったのだが、晄は舜に差し出された仮面を素す直なおに受け取った。


「晄ちゃんを産んだ人が誰でも、晄ちゃんは、僕と莉由ちゃんと同じお父さんとお母さんの子です。それだけは忘れないでくださいね」


　舜は悲しそうな、それでいてとても優やさしい笑みを浮かべた。


「うん──」


　何だかまた涙なみだが出てきそうになったが、晄は歯を食いしばって堪こらえ、仮面を被ると急いで館を出た。


　王城は大変な騒さわぎになっていた。あちこちで伝令が飛び交かい、警けい吏りらしき兵が走り回る中、次々と弔ちよう問もんに訪おとずれる貴族や、諸しよ侯こうたちでごった返していた。


　晄と佟韋は、取りあえず齊牙の遺体が安置されているという南堂に向かう。


　南庭に面した手前の部屋には、四よ隅すみに燭しよくが点ともされ、布を被せられた齊牙が横たわっていた。


　陽甲を始めとして、齊牙の近親らしき王族が遺体に取りすがって号ごう泣きゆうしている。


　晄たちは階きざはしを上がり、遺体に向かって拝礼し、ふと、楓牙が遺体を囲む王族たちの中に交じらず、回かい廊ろうの端はしで陽甲の側近たちとともに端たん座ざしていることに気がついた。


　その表情はひどく硬かたく、ただ齊牙の遺体にじっと視線を注いでいる。


「楓牙」


　声をかけたが聞こえなかったらしく、楓牙は身動き一つせず、齊牙を見つめるばかりだ。


　話しかけるのは弔問客が引けてからにしようと思い、晄はそのまま階を下りた。


「こんな時まで、氏族の争い？　梓羅々様とか王子たちのお妃きさき様とか、血けつ縁えんのない人たちも中にいるのに」


「僕も実の親の葬そう儀ぎの時、親類一同の席に座らされましたよ」


　佟韋はそう言って浅い溜め息をついた。


　そこへ累焰がやって来て、東堂で葬そう礼れいの打ち合わせがあり、楓牙も今からそこへ行くことを知らせてくれた。


「おお、晄ではないか」


　東堂には、すでに晏仲や利條たち重臣が集まっていた。晏仲の目の下には濃こい隈くまができていたが、晄を見ると表情を和やわらげた。他ほかの臣たちも一様に疲つかれきった表情で、晄たちの拝礼に応じる。


　間もなく楓牙もやって来て、早々に打ち合わせが始められた。忙いそがしそうなので、晄は楓牙に挨あい拶さつをしたら退出するつもりだったのだが、


「ぼちぼち夜食が運ばれて来るころだ。そこで待っているがよい」


　と、晏仲に引き留められた。


　晄と佟韋は、打ち合わせの席から少し離れた場所に座り、黙だまって話に耳を傾かたむける。


　陽甲の指示があったのか、王太弟の葬礼は相当に盛大に行われるようだった。副ふく葬そう品ひんや、犠ぎ牲せいにされる動物だけでもかなりの数だ。人は、死ねば魂こんは泰山に還かえり、魄はくは地に帰る。なのに、死後の世界でも生きている時と同じような生活ができるようにと、遺体と一いつ緒しよに生活用品が墓に埋うめられることが晄には不思議でならない。


　本来は、生きた人間も副葬されるところだが、齊牙の妻や側近、衛士たちも一緒に亡くなったため、楓牙の意見で、あらためて殉じゆん死しさせる者は出さないことになった。


　葬礼の話の間にも、使いが度たび々たびやって来て、齊牙を襲った犯人の捜そう索さくや、齊牙の治めていた庇ひ邑ゆうに関する措そ置ちなどが次々と提示されたが、楓牙は淡たん々たんとして、晏仲や利條たちとともにそれらの諸問題を片づけていた。


（他の王族は、みんな泣いていたのに。実のお兄さんが亡くなったのに悲しくないのかな）


　晄は、ほとんど表情のない楓牙の横顔を見つめる。


　やがて、打ち合わせの席に簡単な食事と酒が運ばれた。晄たちの前にも黍きび餅もちや野菜の膾なますなどの器うつわが置かれる。


「待たせたな」


　楓牙は、累焰を伴ともなって晄と佟韋の前に座ったが、その表情は硬いままだ。


「あの……この度たびは……」


　晄がおずおずと悔くやみの言葉を述べると、


「顔を見せてくれぬか。ほんの少しでいいから」


　抑よく揚ようのない口調で楓牙は言った。


　舜には仮面を被っているように言われたが、


（こんな時だもの。楓牙の頼たのみなら──）


　と、晄は仮面を外した。うっかりしていたが、自分の顔はまだ腫はれていたらしい。


「どうしたのだ。まるでお前の兄が亡くなったような顔をしているぞ」


　楓牙は、晄の顔をのぞき込むと、くしゃっと晄の頭を撫なでた。


（ああ、そうか……）


　楓牙の目の奥に、激しく波打つ感情を見て取り、晄は彼の心の声を聴きき取った。


（本当はもの凄すごく悲しいのに、表に出せないんだ）


　妾腹の楓牙は、他の王族と一緒に南堂には上がらせてもらえず、廷てい臣しんに交じって葬礼の段取りを組むなどという、一段低い立場に置かれている。心情的にも、楓牙を受け入れていない王族が多いのだろう。


　おそらくは、楓牙は幼い時からそのような扱あつかいを受けていて、彼らの前では感情を露あらわにすることができなくなってしまったのではないだろうか。


「楓牙王子、もしよろしければ、僕が葬礼の一部を担にないますよ。これでも僕は祭さい祀しを司つかさどる者ですから。打ち合わせは引き継つぎますから、少し外の空気を吸っていらしてはいかがですか」


　佟韋が言った。唐とう突とつな申し出に、楓牙は面めん食くらった様子だが、


「そうだな、そうさせてもらおうか」


　と、彼は席を立った。


　佟韋の目線に促うながされ、晄は楓牙と一緒に外へ出る。


　後を追おうとする累焰を、佟韋は引き留めた。


「大だい史し令れいに僕を引き合わせてはいただけませんか？　主上の病について、折り入ってお話ししたいことがあるのです」








「次代の王だというのに、なんと無残な亡くなり方をされたことか……」


　楓牙は月を見上げて呟つぶやいた。一緒に月を見ながら、晄は黙って楓牙の言葉に耳を傾ける。


　王城の北堂と霊れい廟びようを結ぶ堂どう涂とは、かがり火も焚たかれず行き交う人もなかった。南庭の喧けん噪そうもここでは微かすかにしか聞こえない。


「私が王都にいた頃ころには、このようなことは考えられなかった」


　齊牙は王都の南東にある庇邑の領主だが、王都内にも別べつ邸ていがあり、そこへ帰る途と中ちゆうに襲おそわれたのだという。つまり、事件は王都の城じよう郭かくの内側で起こったのだ。


　齊牙も彼の妻も、従者も衛士もすべて殺されたのだが、辛かろうじて逃にげ切った奴ぬ婢ひの話によると、襲ったのは数十名に及およぶ盗とう賊ぞく団だったという。鬼方人なのか筒つつ袖そでの衣ころもを着て、外とつ国の言葉を喋しやべっていたそうだ。奴婢の知らせを受けて警吏たちが駆かけつけた時には、下着一枚の死体が転がっているばかりで、馬車も馬も、何もかもが奪うばわれていたとのことだった。いくら夜中とはいえ、数十人の盗賊団が王都を横行するなど信じられない。


「主上が盗賊団の捜索と討とう伐ばつを命じるだろうが、捕つかまえたところで王都の治安はよくならぬであろうな」


　楓牙は他人ひと事ごとのように言った。晄は楓牙の横顔に視線を移した。彼は月から目を離さず、硬い表情のままだった。


（楓牙……無理してる）


　彼の横顔を見ているうちに、晄の耳に心の奥底にしまい込まれた楓牙の思いが聴こえてきた。


　悲しいと、辛つらいと──それは叫さけんでいた。


　あまりにも切なくて、あっという間に涙が溢あふれてくる。


「どうしたのだ？　両親が亡なくなった時のことでも思い出したか？」


　晄の涙に気づき、楓牙は驚おどろいた様子で晄の顔をのぞき込んだ。


「……ごめん。今日はちょっと涙るい腺せんが緩ゆるくて……。俺の方が泣いちゃだめなのに……」


　晄は腕うでで顔を押さえたが、涙は止まらず、唇くちびるの隙すき間まから嗚お咽えつが漏もれる。


「大だい丈じよう夫ぶか？　いったいどうしたというのだ」


　楓牙はうろたえた様子で、晄の頭を撫でる。


「楓牙、ほんとは悲しいのに……、悲しいって言えない……それが俺には辛い……」


「晄──」


　楓牙は僅わずかに瞠どう目もくした。


「ほんとは、お兄さんのこと好きだったのに、わかってもらえなくて、……南堂でもそばにも行かせてもらえなくて……、みんなの前で泣くこともできなくて……」


　泣きじゃくりながら晄は言った。


「いや。私は、兄や姉たちとは母親が異なるから、そんなことは幼い頃からずっと──」


　そこで、楓牙は言葉を詰つまらせた。


「ずっと、当たり前で……兄姉の輪に入るなど、私には許されぬことで……」
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　辛うじて絞しぼり出したような声は震ふるえていた。彼は思わず晄の肩かたを抱だき寄せる。


「頼むから、そんなふうに我が慢まんしないでよ──！」


　晄は彼の胸に顔を押しつけて、幼い子どものように声を上げて泣いた。


「私が、送って差し上げればよかったのだ……」


　苦しげに楓牙は言った。ようやく心の内を吐はき出したのだ。


「断られても、追いかけて行けば……もしかしたら、兄上は死なずに……」


　その後の言葉は声にならなかった。ただ、震える息づかいだけが晄の耳に届く。


　王おう太たい弟ていを守る衛え士じは、当然、三師の将に匹ひつ敵てきする剛ごう勇ゆうばかりだ。その一行を殲せん滅めつした盗賊団が相手では、たとえ楓牙が随ずい行こうしていったところで、齊牙を守り切ることはできなかったかもしれない。それでも、悲しみと自分に対する怒いかりとで、楓牙の胸は張り裂さけそうなほど痛んでいた。血筋にこだわり、大切な人を死なせてしまったと──。


　どれくらいの時間が経たったのだろうか。ようやく晄の涙なみだが止まった。


「醜しゆう態たいを見せたな……」


　まるで、晄が落ち着くのを待っていてくれたかのように、楓牙は晄から腕を離はなした。


「俺の方こそ……」


　晄が濡ぬれた頰ほおを拳こぶしでごしごしとこすると、「そんなことをすると腫れるぞ」と、楓牙は手しゆ巾きんを出して、晄の頰を拭ぬぐう。


「俺、楓牙を慰なぐさめたかったのに、これじゃ反対だね」


　泣き疲つかれた晄は、されるままに顔を拭ふいてもらう。


「いや、反対ではない」


　見上げると、楓牙の表情からは硬かたさが消えて、寂さびしさと悲しさとが素す直なおに表に出ている。


「お前がいてくれてよかった」


　楓牙は弱い笑えみを浮うかべ、晄の頭をくしゃりと撫でた。








　一足後おくれて楓牙の後を追ってきた累焰は、泣いている晄の背を抱き、自らもはらはらと涙を落とす楓牙を見て、北堂の陰かげに身を隠かくした。声をかけることができなかった。


　楓牙が幼い頃は、泣いている彼を慰めるのは自分の役目だった。だが、もうそれはできない。彼の信しん頼らいを裏切ったのは自分自身だ。


（今だけ、慰めて差し上げてください）


　楓牙を神々の戦いに巻き込まないために、楓牙を晄から離さなければならない。けれど、深く傷ついた楓牙の心を癒いやせるのは、今は晄しかいなかった。


　今度こそ、本当に独りになってしまった──。


　ふと、そんな思いに駆られて胸が苦しくなったが、これで楓牙の命が失われずに済むなら構わないと、累焰は静かに目を伏ふせた。








「梓羅々殿どのは妖あやかし──。そして、主上の中にいるのは共工ですね」


　人ひと気けのない回かい廊ろうの隅すみで、利條を前に、佟韋は言った。


「……さすがは西岳大帝にお仕えする巫ふ術じゆつ師し。一目で見み抜ぬかれましたか。この私わたくしも、確信を持つまでには至っておりませんでしたが……」


　一いつ瞬しゆんの動どう揺ようを経て、利條は疲れたような声で答えた。


「祓はらえないのですか？」


　佟韋の問いに、利條は力なく頭かぶりを振ふった。


「最悪の場合は、炎えん招しよう戈かで、主上の御おん身みごと共工の核かくを斬きるしかないかと……」


　苦く渋じゆうに満みちた声で利條は言った。


「そこまでのお覚かく悟ごを──」


　佟韋は瞠目した。生しよう涯がいただ一人の王に仕え、王の死には殉じゆんずる定めを負う貞てい人じんが、主あるじの弑し逆ぎやくを考えているとは思っていなかった。それほど利條は追い詰められているのだ。


「なれど、主上と晄殿が対たい峙じすれば、共工の核が晄殿に乗り移り、彼に憑ついている気を得て、共工が復活してしまうかもしれませぬ」


　晄に炎招戈を振るわせる前に、晄に憑いている気を祓わなければならないと、利條は言う。


「佟韋殿、……どうかこのことは、まだ御ご内密に」


「もちろんです。幸いなことに、主上の中の共工は、まだ表へ出て来るほどの力はつけていない様子。まして王太弟の崩ほう御ぎよという一大事の時に、これ以上人心の混乱を煽あおることはできません。けれど、早いうちに何らかの手を打たなければ──」


　特別な結界を作り、そこへ陽甲ごと封ふうじてしまうのが、一番手っ取り早い方法だが、王族や陽甲に近しい氏族を納なつ得とくさせることは難しい。仮に、病を理由にしてそれを行ったとしても、王位を継つぐはずの齊牙が死んでしまったのである。


「王位の継けい承しよう問題が浮ふ上じようしてきそうですね」


　佟韋は、自分の出自を知ってしまったばかりの友の顔を思い浮かべた。
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　──もしも、南庚王の御み子こがいてくれたら。


　そんな囁ささやきが貴族たちの間で飛び交かっていると晄が知ったのは、齊牙の死から二日後のことだった。


　晄たちは齊牙の葬そう儀ぎまで王都に留とどまることになり、館やかたで待機していたのだが、館の主が四よ方も山やま話ばなしの中でそんな話をしたのである。


「主上があのような御ご様よう子すですからね。御ご譲じよう位いを願う者もいるのですよ」


　齊牙の死以来、陽甲の病は再び悪化し、突とつ然ぜん暴れ出したり気を失ったりするようになったのだという。


「王位の第一継承権をお持ちだった齊牙様が亡くなり、第二継承権を持っていらした聡牙様が王太弟になられるわけですが、聡牙様は神経質なお方で、王の器うつわではないと──」


　弟の脩牙は王の資質が十分にあり、周囲からの信頼も厚いのだが、兄を跳とび越こえて王になるわけにはいかない。偃氏に縁ゆかりのある氏族からは、末弟の楓牙を王にという声もあるそうだが、妾しよう腹ふくであることを理由に董氏が猛もう烈れつに反対しているとのことだった。


「そこで、南庚王の御子が生きておいでであったらと、旧南庚派の氏族が、そんな話をし始めたのです。行方ゆくえ知れずの御子は、南庚王の嫡ちやく子し──。誰だれにはばかることなく、王位を継ぐ権利をお持ちですから。かくいう私も、十七年前の王位争いの折には、幼いながら南庚王の御子を王に、楓牙様を宰さい相しようにと、夢見た一人だったのですよ」


　楓牙のまた従兄弟いとこにあたり、偃氏の一族である館の主はそう言った。


　そこへ、「殿。楓牙様にお客様がおいでです」と、家人が主を呼びにきた。楓牙は別室で簡の整理をしている。この二日ばかり、楓牙のところには頻ひん繁ぱんに竹簡が届き、望ぼう乗じようらしき様々な身分の客が訪おとずれているのだ。


「絶対に、素す顔がおを人に見られてはいけませんよ」


　主が退席した後、舜はひどく心配げに言った。


「うん……」


　うなずいたものの、晄には何だか現実のこととは思われない。けれど、自分が南庚の子であると知った後も、舜が仮面を被かぶっているように言ったわけがようやくわかった。彼は、晄が王位争いの渦か中ちゆうに投じられることを心配していたのだ。


　董氏もしくはそれに連なる一族は、晄が南庚の御子だと知れば、おそらく暗殺を謀はかるだろう。実際、晄の一家は度たび々たび刺し客かくに襲おそわれ、父母は命を落としたのだ。


「あたしたちも、あまり他ほかの貴族たちと顔を合わせない方がいいかもしれないわね。齊牙様のお葬そう式しきが心配。ああもう、どうして水すい妖ようの王に平圃の神妖のくせして、あんたたちはお城の中に入れないのよ」


　莉由は汪李と煒白を睨にらみつけ、あんただけが頼たよりよ──と、チャウを抱きしめた。


『なぜ、鳳は責めないのだ』


　汪李と煒白は不服そうに口をとがらせ、『美少年はお得だねー』と鳳は笑い、チャウは、『まかせてー』と尻尾しつぽを振る。


（俺、ずっと守られてきたんだ。父さんと母さんと、舜兄と莉姉に）


　舜と莉由の優やさしさは以前とまったく変わらず、彼らが命をかけて自分を守ってきたのは、南庚の子だからではなく、自分への愛情からだとひしひしと感じ、晄はまた切なくなる。


「よい兄君と姉君ですね」


　晄の思いを感じ取ったのか、佟韋は言った。


「そりゃあね」


　彼らと血のつながりがないことは悲しい。けれど、齊牙が亡なくなった時、異腹の兄の死を悼いたむ楓牙の心に同調し、もしも舜と莉由がこんなふうに突然死んでしまったらと想像して戦せん慄りつした。舜も莉由も自分にとってかけがえのない存在だ。彼らを失うなど耐たえられない。


（本当の兄弟でなくてもいい。生きていてくれればそれで……）


　そんなふうに思えるようになっていた。


「晄ちゃんの仮面を作り替かえたいですねぇ。目だけを隠すんじゃなくて、この際、顔ごとすっぽり覆おおえるような物に」


「御ご飯はんの時、どうするのよ。王城で飲まず食わずは、晄ちゃんが可か哀わい想そうすぎるわ」


　そんな舜と莉由の会話を聞きながら、


『晄、お前自身は王になる気はないのか？』


　汪李が、ぼそりと呟つぶやいた。


『我は、かつての炎招戈の使い手であった禹と成湯に仕えた。二人とも共工を人の世から退け、王になった。お前は？』


　尋たずねる形ではあるが、黄金こがね色いろの眼めは、『王になれ』と語っていた。


　佟韋もじっと晄に視線を注いでいる。


「俺が王に？」


　この殷を、生いけ贄にえのない国に、外とつ国の者と中原の民たみとが共に暮らせる国に、誰もが人としての幸せを享きよう受じゆできる国にしたい。その思いはある。けれど──。


「俺は、この殷が、誰もが幸せに暮らせる国になればそれでいいんだ。王になる気はないよ。第一、焉や楓牙や佟韋の力を借りなきゃ、陝邑さえまともに治められない俺が、王になれるわけないじゃない」


　晄は苦く笑しようした。


「臣や民人に心から信しん頼らいされる人ひと柄がらが、王の資質の中で一番重要だと、僕は思いますけどね」


　佟韋は、晄に忠誠を誓ちかった妖たちを順に見回し、彼らは一様にうなずいたが、晄にはその意味がよくわからなかった。


　その時、『楓牙の客というのは、偃氏の当主らしい』と、煒白が耳をそばだてた。いよいよ王位継承問題が現実化してきたのだろう。


（楓牙が王になってくれたら、俺の望みを叶かなえてくれるのに）


　晄は壁かべを透すかして、楓牙の居室を見やった。








「楓牙王子。どうか積年の我らの望みを果たしてくださいませ」


　偃氏の当主は言った。彼は楓牙の生母の弟、すなわち楓牙の叔父おじにあたる。


「桃林侯こうと陝邑侯の力を得、南洛らく水すいの諸しよ侯こうに呼びかければ、かならずや董氏を討うち破ることができましょう。どうか、次代の王に──」


「叔父おじ上うえ、私は謀む反ほんを起こす気はありません。これ以上、民を疲ひ弊へいさせることはできません」


　楓牙は頭かぶりを振った。


「なれど、晏仲殿どのの政策が思うように進まぬのも、貞てい人じんの占せん術じゆつが政まつりごとに反映されぬのも、すべては評議において、董氏が主上の悪政を容認しているがゆえのこと。どうか民草のためにも」


「戦いくさを起こせば、鬼方に攻せめ入る隙すきを作ることにもなります」


「今すぐにとは申しませぬ。齊牙様の葬そう礼れいの儀ぎを済ませ、黄河の氷が溶とけて、鬼方の渡と河かの恐おそれがなくなってからでも──」


　偃氏の当主は重ねて言ったが、楓牙は返事をしなかった。


「また参ります。董氏打だ倒とうは、南庚様を王位に就つけた、我らの父や祖父の時代からの望み──。簡単には諦あきらめませぬぞ」


　彼はそう言って、部屋を辞する。


（私の積年の望みは……）


　叔父の消えた戸口を見つめ、楓牙は小さな吐と息いきをついた。


　楓牙は、齊牙が亡くなった夜、晄と交かわした会話を思い起こしていた。


　──ほんとは、お兄さんのこと好きだったのに、わかってもらえなくて。


　晄は、楓牙が心の底に隠かくしていた本当の思いに気づき、それを解放してくれた。彼の涙なみだに、救われた。晄はすべての命を重んじ、人の心を思いやる。


　晄が王であったら──と、その時に真にそう願った。


「南庚王の御子に──、晄に仕えることが私の望みなのだ」


　楓牙は知らず、口に出して呟いていた。


　その時、それまで影かげのようにひっそりと控ひかえていた累焰が、膝ひざの上で拳こぶしを握にぎったが、楓牙は気づかなかった。








　馮夷城の少年、楊が館やかたへ忍しのび入って来たのは、その日の夜のことだった。


『裏に楊たちがいる』と、煒白が気づき、晄と佟韋が館の裏庭へ行ってみると、彼は性しよう懲こりもなく手下の少年たちを引き連れて、蔵くらをこじ開けようとしていた。


『こらこら』


　煒白は楊の首根っこを捉つかまえて、晄の前に引き据すえた。


「食べる物が足りないなら、そう言ってくれればいいのに」


　晄が言うと、「恵めぐんでくれとか、言いにくいもんなんだよ」と、楊は仏ぶつ頂ちよう面づらを作った。


「馮夷城は今、かなりやばいんだ。馮夷城の東を仕切る律が戦の準備しててさ、こないだもらった粟あわとか、全部取られちまったんだ」


「戦の準備？」


「王おう太たい弟ていとかいう人だっけ？　そいつを殺した犯人を捜さがしに警けい吏りが馮夷城にやってきて、派手に暴れてくれて、結局、鬼方人が何人か捕つかまったんだけどさ」


　けれど楊が言うには、齊牙を襲った犯人は馮夷城の住人ではないという。


　馮夷城のすべての出入りは、一応、東を仕切る律が監かん視ししているが、この数日、貴族の馬車や馬が運び込まれた形けい跡せきはないとのことだった。


「捕まった連中が犯人でもそうじゃなくても、きっと葬式の生け贄になるだろ。で、鬼方人が怒おこりまくって、俺らにまでとばっちりがきてさ」


　民族間の対立で、馮夷城はこれまでにない緊きん張ちよう状態にあり、すでにあちこちで小規模な戦せん闘とうが起きているという。


「なら、君たちはしばらくここにいなよ。俺、この館の御ご主人に頼たのんでみるから」


　晄は避ひ難なんを勧すすめたのだが、


「冗じよう談だんじゃない。警吏にめっかったら、俺たちも生け贄にされちまう。というわけで、今回は見み逃のがしてくれよ」


　楊はそう言って、粟の袋ふくろを抱かかえて馮夷城へ戻もどって行った。


「大変なことになりましたね」


　楊たちの背を見送りながら、佟韋は呟いた。


「うん。あの子たち、大だい丈じよう夫ぶかな」


「馮夷城の子どもたちも心配ですが、大きな暴動になれば、それに乗じて陽甲王の圧政に苦しむ諸侯が挙兵するかもしれません。それこそ鬼方に王都攻ぜめの隙を与あたえるようなものです」


「冗談じゃない──」


　晄はギョッとして佟韋の顔を見た。王都で戦いが起これば、昨年の暮れに陝西谷で起きたような小こ競ぜり合いでは済まない。


「でも、この辺りの鬼方と殷との国境は、確か大だい馬ば山さんでしょ？」


　王都の北は泰山、その向こうは黄河だが、陝邑や桃林とは異なりこの辺りの黄河の河かわ幅はばは何十里にも及およぶ。またその北は、度たび重かさなる黄河の河道の変動によってできた大平原で、鬼方の領土は土方を越えてさらにその北の大馬山の向こうだ。


「そうですね。途と中ちゆうには曲きよく陽ようや霊れい寿じゆなどの殷の盾たてとなる邑ゆうが点在していますから、そうやすやすと、鬼方が王都にやって来られるとは思えませんが……」


　佟韋は、静せい謐ひつな目で黄河の方角をじっと見ていた。








　凍こおりついた黄河が、月光を照り返して白く輝かがやいていた。


　寒さに震ふるえながら泰山北ほく麓ろくの見張り台に立っていた兵は、ふと遥はるかな地平に現れた黒い帯を見み咎とがめて眉まゆをひそめた。帯はゆっくりと、しかし確実にこちらへ向かって来る。


　それが何万という騎き馬ばの影だと気づいた兵は、驚きよう愕がくに目を剝むいた。


「た、大変だ──！」





「狼煙のろしが上がったか。今いま頃ごろ遅おそいわ」


　精せい鋭えいに囲まれ、分厚い裘かわごろもと甲かつ冑ちゆうに身を包んだ鬼方王、涛とう愼しん単ぜん于うは、鞍あん上じようから泰山の稜りよう線せんに立ち昇のぼる細い煙けむりを仰あおいだ。


「足元が崩くずれかかっていることにも気づかず、黄河が凍るこの時季に、王おう侯こう貴族を一カ所に集めるとは、殷王は思いの外、暗君であったな。そうは思わぬか？」


　也真──と、単于は傍かたわらの左大将に視線を移す。


「他人ひとのことは言えません」


　也真は肩かたをすくめた。左大将は、鬼方の西半分を統とう括かつする将軍である。大陸の東に位置する王都は管かん轄かつ外だ。


（今度は負けぬ）


　強さと狡こう猾かつさとを備えた獣けもののような也真の目は、前方の兵たちに注がれていた。


　鬼方の兵は馬に乗って戦う。しかし軍の先せん鋒ぽうを務めるのは、黄河北岸の諸国の戦車兵だった。殷に従属していたそれらの小国は、陽甲による度重なる搾さく取しゆのために疲弊し、戦わずして鬼方に投降したのだった。鬼方は行軍の途中でそれらの小国を吸収し、兵の数は鬼方を発たった時の二倍に膨ふくれあがっていた。


　左大将が参戦するまでもなく鬼方は勝つだろうが、也真はあえてこの王都攻めに加わった。どうしても自らの手で倒たおしたい相手がいたからだ。


（悪く思うなよ。陽甲の暴政を止められなかったお前の罪だ。──楓牙）


　也真は、おのれを駆かり立てた宿敵の顔を思い浮うかべ、凄せい絶ぜつな笑えみを浮かべた。
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「楓牙様！　ただ今王城より使いが参り、鬼方軍が黄河を渡わたり始めたと──！　晄殿どの佟韋殿ともども急ぎ登城するようにとのことでございます」


　館の主あるじの声に、眠ねむっていた晄は跳はね起きた。


「噓うそ!?　いきなりそんなことあるわけ──」


『いや、本当だ。小こ化か蛇だたちがざわめいている。也真もいると言っている』


　小蛇姿の汪李が、頭をもたげて黄河の気配を探さぐっていた。


「大変だ……」


　晄が慌あわてて戦装しよう束ぞくに着き替がえようとすると、


「晄ちゃん、行ってはだめです。どこかに罠わなが仕し掛かけられてるかもしれません」


　舜が晄の手をつかんだ。


「今まで、鬼方の南下に誰だれも気づかなかったということは、貞人の占術にも現れなかったということ。占術を邪じや魔まする呪じゆ術じゆつ師し──おそらく章玄が加担しているのですよ」


　怜れい悧りな目が、ひどく心配げに晄を見つめていた。


「そうよ。桃林の時のこと、忘れたの？　さすがに赤せき龍りゆうだってこんな所まで来てくれないわ」


　莉由もうなずく。


「そうかもしれないけど、おとなしく館で待ってなんかいられない。いくら寂さびれたっていっても、王都には何千人ていう民たみが住んでいるんだもの。鬼方が王都に入る前に食い止めなくちゃ」


「鬼方は渡と河かを終えたら、馮夷城に陣じんを布しこうとするでしょう。王都を攻めるにはうってつけの場所ですし、あそこには大勢の鬼方人が住み、今までに盗ぬすんだ食しよく糧りようや武器が保管されていますから。でも馮夷城には、親を亡なくした子どもや乳ち飲のみ子を抱えた女の方も大勢いるのです」


　舜の腕うでに手を置き、佟韋は言った。


「でも……」


「大丈夫だよ。俺には河伯の加護があるし、汪李や煒白、鳳鸞がついているんだもの」


　晄は笑顔を作り、『ぼくもついてるよー』とチャウが尻尾しつぽを振ふる。


「本当に、こういう時の晄ちゃんは頑がん固こなんですから。ちっちゃい頃ころから変わりませんね」


　舜は渋しぶ々しぶ手を放した。


「そう言う舜兄の台詞せりふも、昔と変わらないね」


　晄は笑った。


　戦装束を身につけ、晄と佟韋が表へ出ると、門前にはすでに騎き乗じようした楓牙と累焰が待っていた。


「晄ちゃん、佟韋君、気をつけてね。怪け我がしないで無事に帰って来てよ」


　莉由の見送りの言葉は、成年男子には向けられない。


（私の武運も祈いのって欲しい）


　と、楓牙は思ったのだが、こんな場合なので口には出さなかった。


「汪李さん、煒白さん、鳳君、鸞ちゃん。頼みましたよ」


　舜は妖あやかしたちに言い、『ぼくにもたのんでー』と、チャウが舜の脚あしに前ぜん肢しをかける。


　煒白が馬に変へん化げし、汪李は小こ蛇へびとなって晄の腕に巻きついた。走り始めた四騎きの後を、ひよこの鸞を乗せたチャウが追う。


「黄河北岸の諸しよ侯こうについて、今までに何か情報はなかったのですか？」


　風を切る馬上で、佟韋は長い髪かみを押さえて楓牙を振り向く。


「なかった。鬼方に寝ね返がえったのであろう。しかし、出城が置かれている曲陽と霊寿が落ちれば、急使が来るはずだ。私も各地に望ぼう乗じようを放っているが、そこからの知らせも来ていない」


　楓牙は険しい表情で答えた。


　鬼方が現在黄河を渡っているということは、移動時間を考えれば曲陽や霊寿が陥かん落らくしたのはひと月も前のことだ。ひと月もあれば、北方に送った望乗がとっくに連れん絡らくを寄こしているはずである。


「事前に知らせが届いていれば、亳邑軍を率いて参朝したものを──」


　彼は唇くちびるを嚙かむ。ひと月前は、楓牙はまだ亳邑にいたのだ。


　黄河北岸の諸侯がことごとく鬼方に従ったのであれば、鬼方軍の兵力はおそらく三師を上回るだろう。しかし、楓牙はほんの数十名程度の兵しか王都に随ずい行こうさせていない。桃林や陝邑が鬼方軍に攻せめられることを危き惧ぐして、亳邑の大部隊を桃林と陝邑に配備してしまったからだ。


（なぜ、望乗は何も知らせて来ない）


　知らせは来たが、身近な何者かが握にぎりつぶしたか──。楓牙は、馬首を並べて駆ける累焰を横目で見た。彼はいつもの通り、影かげのようにひっそりとして前方を見ていた。





「ずいぶん少ないね……」


　王城の重ちよう屋おく、評議を行う大室に足を踏ふみ入れた晄は驚おどろいた。楓牙も、愕がく然ぜんと辺りを見回している。三師の将や眉び軍の将、王族、主だった氏族の姿はあったが、朝礼にいたはずの諸侯が半分も登城していなかった。


「鬼方来らい襲しゆうの報を受けて、国へ逃にげ帰ったらしい」


　晄たちが末席に座ると、脩牙がやって来てそう言った。


「まあ、逃げ帰ったのならまだいいか。何食わぬ顔をしてこの場にいるが、いざ出しゆつ撃げきを命じられた途と端たんに反旗を翻ひるがえす者もいるのではないか」


「此こ度たびの鬼方来襲、兄上のところには、何か事前に知らせがありましたか？」


「いや、寝ね耳みみに水だ。聡牙兄上も晏仲もそれぞれ望乗を放っていたが、何も連絡がなかったという」


「殷は、大がかりな罠にはまったのかもしれませんね」


　楓牙は嫌いやな雰ふん囲い気きが漂ただよう大室を見み渡わたした。


「王都に諸侯が集まる正月、朝礼の晩に兄上が亡くなり、王位継けい承しよう問題で有力氏族が反目を始め、馮夷城の抗こう争そうが激化したところを、狙ねらい澄すましたように鬼方がやって来た──。とても偶ぐう然ぜんとは思えません」


「その上、こちらには重要な情報が一いつ切さい入って来ていない」


　脩牙も眉をひそめている。


「齊牙兄上の殺害も、鬼方軍の策略だったのかもしれません……」


　楓牙は、低い声で呟つぶやいた。
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　鬼方王、涛愼単于や右大将とともに氷上で焚たき火を囲み、朝あさ餉げを摂とっていた也真は、酥その小こ鉢ばちを手にして、ふと莉由の顔を思い出した。


　山羊やぎ乳を発はつ酵こうさせた酥は、独特の匂においがあり、殷で生まれ育った彼女には食べにくかっただろう。それを莉由は無理をして口に運び、そしておいしいと言ったのだ。


　──鬼方へお嫁よめに行くんですもの。鬼方の味に慣れなくちゃ。


　けなげな彼女の言葉を、懐なつかしさと微笑ほほえましさと、若じやつ干かんの切なさを嚙みしめながら反はん芻すうする。


　男おとこ嫌ぎらいの莉由が自分に嫁とつぐ決心をしたのは、ひとえに弟のためだ。だから鬼方へ嫁に行くという言い方になったのだろう。自分の妻になるとは言わずに──。


（まあいい。この戦いくさに勝ったら、一から暴れ馬馴ならしをやり直すさ）


　昨年暮れの楓牙との戦は、こちらから退いた。無理をすれば勝てる戦だったが、私情に走って何千という部下の命を犠ぎ牲せいにはできなかったからだ。今度の王都攻めに加わったのも、莉由を手に入れることが第一の目的ではない。殷を滅ほろぼし、北方の民に豊かな土地を与あたえるには、楓牙を倒すことが必ひつ須す条件だからだ。莉由の前ではひどく気弱になる楓牙だが、用兵家としても為い政せい者しやとしても、彼は鬼方の脅きよう威いだった。


　──矢傷ぐらいのことで、莉由の一生を台無しにはできん。


　負傷を押して、追いかけてきた楓牙の気き概がいも也真には脅威だった。


（安心しろ、絶対に幸せにしてやる）


　酥の小鉢を握り、也真は心の中で宣言する。


「どうした、也真。ぼんやりして、お前らしくない」


　単于に声をかけられ、也真は我に返った。


「例の羌人が来たぞ」


　単于は、弓を背にしてやって来る男に向けて顎あごをしゃくった。





「一時ほど後には、布ふ陣じんが完かん了りようすると思われまする。鬼方軍が馮夷城に陣を構えることを想定し、各部隊はそれぞれこのように──」


　彼は、評議で決定したことを告げ、小刀で氷に陣じん形けいを描えがいた。


「南が薄うすいな。諸侯の裏切りは予想していないのか」


　フンと也真は嘲あざ笑わらう。


「危惧はしておられるようですが、具体的にどの諸侯がどのような形で攻めてくるかは、わかってはおられぬ御ご様よう子す」


「そこまで占みえるのか。羌人の呪じゆ力りよくとは凄すさまじいものだな」


　也真は、帯に下げていた黄金の珮はいを外すと「報ほう酬しゆうだ」と彼に差し出した。


「結構でございます。わたくしはただ、これ以上同どう胞ほうが虐しいたげられることがなければそれでよいのでございます。報酬のために左大将にお知らせに参ったのではございません」


　彼は丁てい寧ねいに拝礼し、薄く雪の積もった氷上を歩いて王都へ帰って行った。


「同胞のためか。主あるじが聞いたら泣くぞ」


　也真は、去って行く彼の背を見つめながら薄い笑えみを浮うかべた。





　──アノ男、炎えん招しよう戈かノ使イ手ニ仇あだ為なス。


　也真の足の下、厚い氷を隔へだてた黄河の水中で、数千匹びきの小こ化か蛇だがざわめいた。


　──我ガ王ニ、伝エネバ。


　一いつ匹ぴきの小化蛇が小さな翼つばさを搔かいて、黄河南岸に向かって凄まじい速度で泳ぎ始めた。




　五　人になりたかった妖あやかし







「戦車部隊、前へ！　何をしておる！　急ぎ隊列を整えよ」


　戦せん鼓こが鳴り響ひびく中、将たちの怒ど号ごうが飛んだ。ガラガラと馬車の音もけたたましく、殷軍の戦車が黄河河岸に集結する。広大な黄河の氷上には、白い帯のように雪ゆき煙けむりが上がっていた。それまで粛しゆく々しゆくと歩んでいた鬼方軍が、一いつ斉せいに駆かけ始めたのだ。


（戦が始まってしまう……）


　泰山北ほく麓ろくの高台で、中師将軍や楓牙たちとともにその様子を眺ながめ、晄は全身を震ふるわせた。


　それまで、鬼方の渡と河かを食い止めなければと、漠ばく然ぜんと思っていた。しかし、そのためには、何千という兵の命が失われてしまうという事実を実際のこととして理解したのだ。


「こちらの戦術を知っているのか？」


　中師将軍は眉まゆをひそめた。いくら河口近くの黄河は流れが緩ゆるく、氷が厚く張ろうとも、数万の騎き馬ばの疾しつ駆くは危険だ。しかしあえて鬼方はそれを行った。殷軍の布陣が完了する時刻を知っているからだ。そして、大きく三方に分かれた鬼方軍の騎馬隊は、確実に殷軍の守りが薄い場所を突ついている。


「どこで漏もれたのだ」


　楓牙は、波のように押し寄せる鬼方軍を凝ぎよう視しする。戦術が決定したのは今日の早朝のことである。氏族や三師の将たちは直ちに兵を組織し、布陣に取りかかった。望ぼう乗じようのように庶しよ人じんや一兵卒に身をやつした者では、軍の全容を知る間も、それを鬼方に告げる間もなかったはずだと彼は言う。


　そこへ、「申し上げます！」と、伝令が駆けて来た。


「王都南に、南なん陽よう侯こう及および微び山ざん侯こうの軍が迫せまり、近衛このえより援えん軍ぐんの要よう請せいを受け、ただ今、右師将軍麾き下か、趙ちよう亥い殿どのの軍が向かったとのことにございます！」


「噓うそ!?」


　晄は愕然と目を剝むいた。南陽侯、微山侯ともに、鬼方来襲を知って早々に自らの領地に帰った諸しよ侯こうたちだったからだ。


「最初から裏切り、三師を挟はさみ撃うちにするつもりだったようですね」


　硬かたい声で佟韋は呟いた。いくら南陽と微山が王都に近くても、あまりにも到とう着ちやくが早すぎる。朝礼前にすでに軍備を整え、待機していたのだろう。


「あやつらめ──」


　将軍の顔は朱しゆに染まり、こめかみに青筋が立っていた。


「趙亥だけでは保もたぬ。文ぶん嬰えいに王都へ行くように伝えよ！　馮夷城前に布陣しているはずだ」


　布陣が完了する前に攪かく乱らんされるとは──と、将軍は歯ぎしりをした。


「他ほかに裏切る可能性のある者は？」


　楓牙は尋たずねた。


「挙げたらきりがありません」


　忌いま々いましげに将軍は頭を振ふる。


「だが、王都近くに領土を持ち、大軍を率いて参戦できる者は限られている」


　楓牙は諸侯の名をいくつか挙げた。


「王都の東の街かい道どうを封ふう鎖さし、黄河沿いに進軍して来る者も南から攻せめて来る者も、すべて黄河に追い込めばよい。結氷した黄河の上では戦車は役に立たん。その間に、脩牙兄上に耿邑軍の派兵をお願いして、黄河北岸に布陣していただけ。すべての補給路を断ってしまえば、この寒さでは十日も保つまい。ただし、戦が長びけば、遠方の反乱軍に進軍の時間を与えることになる。鬼方の降こう伏ふくなどを望まずに、頃ころ合あいを見て撤てつ退たいするように仕向けたほうがいいだろう」


「まったく、王子を亳邑公に留とどめておくのはもったいないと、しみじみ思いますよ」


　冷静さを取り戻もどし、将軍は苦く笑しようした。


『そんなまどろっこしいことをせずとも、我が黄河の氷を割れば、一いつ瞬しゆんでかたがつくぞ』


　腕うで輪わの振りをしていた汪李がわずかに首をもたげて囁ささやいた。


　汪李と煒白がここで本ほん性しようを現して戦えば、鬼方軍を殲せん滅めつすることなどわけない。けれど、


「だめだよ。黄河に落ちたら、みんな凍こごえ死んでしまう。敵味方関係なく、俺は、君たちに人を殺させたくないんだ」


　晄のその言葉に、妖あやかしたちが微笑ほほえむ。


『けど、うまく黄河北岸まで退かせてから氷を割れば、取りあえず王都は守れるぜ』


　晄の懐ふところからひよこの鳳が顔を出した。


「けれど、左大将はそこも考えて、桃ももの花粉を用意しているのではないですか？」


　佟韋が衣ころもの袖そでから小こ袋ぶくろを出した。汪李はぴたっと腕輪のふりに戻り、鳳はピュッと顔を引っ込める。馬の姿の煒白とチャウはズズッと後あと退ずさった。


　その時、後方から「こら、待て、待たんか」という兵の声に交じって、子どもの泣き声が聞こえて来た。振り返ると、見覚えのある幼子が数人、こちらに向かって走って来る。それを歩兵が追いかけていた。


「いた！　仮面の兄ちゃん！　白しろ装しよう束ぞくの兄ちゃん」


　幼子たちは晄に気づき、一目散に坂を駆け下りる。


「君たち、馮夷城の──」


「お願い、助けて！」


　彼らは晄と佟韋に飛びつくと、


「馮夷城が大変なんだ。大人たちが戦を始めた」


　と、わーっと泣き出した。
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「これは、いったい──」


　いつものように、子どもたちや病人の様子を見るために馮夷城を訪おとずれた紫央は、目を剝いた。


　あちこちで火の手が上がり、通路には、衣類や食しよく糧りようの袋ふくろが放ほうり出され、壁かべに矢が突き刺ささっている。横穴の入り口にかけられた布は破れ、血が飛び散っていた。すぐ近くで、男たちの怒号に交じり、刃やいばの打ち合う音が聞こえる。


　紫央は、慌あわてて子どもたちの住む部屋へ向かった。途と中ちゆうの穴あな蔵ぐらや小部屋では、鬼方人らしき男たちと律の手下たちが太た刀ちや矛ほこを振り回し、凄すさまじい乱らん闘とうを繰くり広げていた。


　狭せまい岩の通路を駆け上がった紫央は、部屋の入り口が、崩くずされて広がっている様子を見て鳥とり肌はだを立てた。急いで部屋へ飛び込んだが、めちゃめちゃに荒あらされたその部屋に、子どもたちの姿はない。


　紫央は慌てて来た道を戻った。下の階の方から微かすかに、子どもたちの甲かん高だかい悲鳴が聞こえる。その声を頼たよりに岩の道を下り、やがて恐きよう怖ふに顔を引きつらせて逃にげ惑まどう数名の子どもたちを見つけた。先頭を走る楊は肩かたを押さえていた。衣が血で真っ赤に染まっている。彼らのすぐ後ろで、鬼方人と南人が戦っていた。流れ矢が子どもたちの頭上を通過する。


「楊！」


　紫央の声に子どもたちが振り返った。


「こっちへ」


　紫央は子どもたちに駆け寄り、楊を抱かかえるようにして近くの横穴に飛び込んだ。楊を座らせると、その辺に転がっている板きれを入り口に立てかけ、岩を転がして入り口をふさぐ。


「傷を診みせて」


　紫央は楊の前に膝ひざをつき、肩の衣を破いて傷を露ろ出しゆつさせた。


「刀傷だね。子どもに斬きりつけるなんて、何てやつらだ」


　紫央は、治ち癒ゆの力を持つ手の平をその傷にかざす。


「いきなり鬼方人が来て、俺たちを捕つかまえようとしたんだ。何人か逃がしたんだけど……」


　荒あらい息をつきながら楊は言った。


　馮夷城を出たら、晄の所へ行くように指示して、年少の者から順に通風口に押し込めたのだが、狭い通風口は自分たちには通れない。そのうちに律たちがやって来て戦いが始まり、どさくさに紛まぎれて逃げてきたのだと楊は語った。


「捕まえようとした？　なぜ？　食糧を奪うばうのならわかるけど」


　紫央が言った時──、


　ドン！


　突とつ然ぜん、重低音が轟とどろき、入り口をふさいでいた板と、それを押さえていた岩が粉々に砕くだけ散った。紫央も楊たちも、目を剝いて入り口を見つめる。


　そこには、ひどく禍まが々まがしい眼めをした十六、七歳の少年と、高級官かん吏りであることを示す玄げん端たんを身につけた男がいた。


「見ーつけた」


　少年は、かくれんぼの鬼おにのように愉ゆ快かいそうだった。


「一いつ緒しよにきてもらおうか」


　男はそう言って、獲え物ものを狙ねらう虎とらのような眼まな差ざしを子どもたちに注いだ。
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　亳邑の衛え士じの馬車に子どもたちを乗せ、晄たちはそれぞれ騎き乗じようして馮夷城へ向かう。


　中師将軍は、楓牙に参さん謀ぼうとして近くにいてもらいたかったらしいが、文嬰軍が王都へ行けば、馮夷城前が空になる上、馮夷城が鬼方人に占せん拠きよされれば戦局が不利になると、楓牙が中師将軍を説き伏ふせたのだ。


「楊は無事なの？　下に住んでいたおばさんたちは？」


　馬車と併へい走そうし、晄は子どもたちに尋ねた。


「わかんない」


　子どもたちは悄しよう然ぜんと肩を落として頭を振った。


「よく俺のいる所がわかったね」


「ほんとは王都のお屋や敷しきに行くつもりだったけど、馮夷城を出てすぐに、立派な身なりのおじさんが、こっちだって近道を教えてくれた」


「誰だれだろ、文嬰様のところの兵かな？」


「その人は兵士じゃなかった。でも、山を登ってる途中で兵士にも訊きいた。陝邑侯こうって言ってもわからなかったけど、仮面の兄ちゃんって言ったらわかった」


　仮面を被かぶっていることが、思わぬところで役に立ったらしい。


　その時、黄河の方角から鬨ときの声が上がった。子どもたちがビクッと身をすくませる。戦いくさが始まったのだ。


（大勢の兵が死んでしまうんだ……）


　戦を食い止める方法はなかったのだろうかと、今さら悔くやんでももう遅おそい。


（炎えん招しよう戈かを持ち、強大な妖たちが傍かたわらにいるというのに、俺は……役立たずだ）


　兵たちの断だん末まつ魔まの声や、青銅の鎧よろい冑かぶとに刃が弾はじける音が聞こえ、子どもたちが恐怖に顔を引きつらせた。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。君たちは王都の館やかたで預かってもらうから。王都は戦場にはならないよ」


　晄は無理に笑え顔がおを作る。


（そう──。王都を戦場にはしない。楊たちも助ける）


　今、自分にできることはそれだけだ──と、晄は唇くちびるを嚙かんだ。


　王都北の街道へ出ると、子どもたちを館へ連れて行ってくれるように御ぎよ者しやに頼たのみ、晄たちは馮夷城へ続く森の中へ入った。


　葉を密生させた松の森の中は、どんよりとした薄うす闇やみが落ち、気温がぐんと下がったような気がした。


『妙みような気配がする』


　小こ蛇へび姿の汪李が首をもたげた。


『誰かが何かの呪じゆ術じゆつを使ってるみてーだな』


　ひよこの鳳が懐から顔を出して周囲を見回す。


　晄は炎招戈の柄つかに手をやった。半神の黄帝に作られた聖なる戈ほこは、微かな熱を帯び、淡あわく明めい滅めつしていた。


（変だな……）


　炎招戈は黄帝や禹王湯王に関かかわる事件の時に、このように熱を持って明滅することはあるが、人の争いには反応しないはずだ。


（馮夷城で何が起こっているんだろう）


　楊たちの身が心配だった。


「お前たちはここで待機していろ。万一、鬼方軍もしくは鬼方に下った諸しよ侯こうが来たら、大声で叫さけべ」


　東の出入り口の前で、楓牙は馬を下りると、率いてきた亳邑の衛士たちに待っているように言った。大声で叫べと指示したのは、どんなに馮夷城の奥深くにいようと、汪李たち妖あやかしには外の声が聞こえるからだ。


　衛士たちの目をはばかり、晄は煒白に乗ったまま馮夷城の中に入った。遠くで大勢の人間が争っているような声は聞こえたが、以前のように、男たちが襲おそってくることはなかった。


『南の区域で鬼方人と南人が戦っている。楊たちの声は下の方──湖から聞こえる』


　晄が煒白から下りると、彼は人ひと形がたに変へん化げして耳をそばだてた。


「とにかく、先に子どもたちを助けだそう」


　楓牙は黄土の通路を走り始めた。明かり取りの窓から陽光が差し込み、馮夷城の中は意外なほど見通しが利きいた。しかし、人ひと影かげはまったく見当たらない。


　しばらく進むと周囲に霧きりが漂ただよい始めた。


「変ですね。建物の中に霧が出るものでしょうか」


　佟韋が端たん整せいな眉まゆをひそめた。


『いくら地下に湖があるといっても、日光も風も届かない湖が霧を生むはずはない』


　煒白もうなずく。


『何だか、いやーなことを思い出した』


　晄の懐ふところから鳳が跳とび出て、人形に変化する。彼は手の中に光の槍やりを作ると、晄をかばうように一歩前を歩いた。


「嫌いやなことって？」


　晄が尋たずねた時、


「楓牙様、危険です。引き返しましょう」


　突然、累焰が切せつ羽ぱ詰つまった様子で楓牙の腕うでを引いた。楓牙は足を止め、未来さき読よみの才に長たけた従者を振ふり返る。


「この先に敵がおります。人ではありません。楓牙様の太た刀ち打うちできる相手ではございません。占せん術じゆつでは占みえませんでしたが、おそらくこれは、晄殿どののために張られた罠わな──」


　累焰の言葉に、汪李や煒白もハッと彼に視線を集める。累焰は、楓牙の腕をつかんだまま、怯おびえた様子で主あるじを見つめていた。


「だから何だ」


　楓牙は構わず歩き出そうとしたが、累焰はその腕を引き戻もどす。


「楓牙様の戦う相手は、城の外、黄河の岸辺に迫せまる鬼方軍もしくは反旗を翻ひるがえした諸侯にございます。晄殿には水すい妖ようの王、平圃の神妖、崑崙の鳳ほう皇おうがついておりまする」


『こんろんのそくじょーもいるよー』と、晄の足元で、チャウが自分を前ぜん肢しで指す。


　楓牙はしばらく累焰を見つめ返していたが、やがておもむろに口を開く。


「確かに、私は強大な妖を斬る戈ほこも持たず、佟韋やお前のような呪じゆ力りよくもない。だが、この身を盾たてとするぐらいのことはできる」


　不自然なほど静かな声こわ音ねだった。


「わたくしを──この国を見捨てて、無む駄だ死じになさるおつもりですか!?」


「言うな!!」


　突然の怒ど声せいに、チャウが跳び上がった。


「それ以上言ったら、たとえお前でも許さぬ」


　楓牙の目が怒いかりに燃えていた。


「あ、あの……」


　何か言わなければと、晄が口を開きかけた時──、


　ゴウッ！


　嵐あらしのような風の音とともに、馮夷城の奥から真っ白い霧が吹きつけた。


「うわっ！」


　凄すさまじい強風に、晄は目を閉じ腕で顔を覆おおう。


　風は一いつ瞬しゆんで収まり、目を開けてみると辺りは濃こい霧に包まれ、自分の足元さえ見えない。


「な、何なの？　みんないる？」


　晄は目を凝こらして仲間の姿を捜さがした。


『やっぱり、こりゃ、蚩し尤ゆうの仕し業わざだ』


　鳳の声がすぐ近くで聞こえた。


「蚩尤？」


　問うのは楓牙の声である。


「霧を操あやつる神の一族です。戦を好み、数々の武器を発明し、一時は中原を支配したこともあるそうです。黄帝に滅ほろぼされたと聞いていましたが──」


　怯えを含ふくんだ佟韋の声は左からした。


『そう言えば、そんなこともあったな』


　小蛇姿で晄の腕に巻きついていた汪李が人形になった。晄の傍らに立ち、その背に翼つばさを生やすとバサリと大きく一つ羽ばたく。霧が前方に流れ、僅わずかだが視界が利くようになった。楓牙と累焰の後ろ姿が見える。


『蚩尤がいるってことは、あいつらもいるってことだ』


　鳳が光の槍を構えた。煒白が無言で晄の前に立つ。


　途と端たんに、霧の中からぬっと、見上げるばかりの巨きよ体たいが姿を現した。


『ほら出た！』


「何これ──」


　晄は思わず後あと退ずさった。


　それは、一応は人の姿をしていた。ただし、背の高さも胴どうの幅はばも普ふ通つうの人間の三倍はあり、腰こしをかがめなければ頭が天てん井じようにつかえてしまう。目も口も糸のような溝みぞにしか見えず、鼻の位置もはっきりしない。両方の耳たぶに孔あなが空いていて、そこに通された耳みみ飾かざりが生きた蛇であることを知って晄はギョッとした。


　巨きよ人じんは一人ではなかった。音もなく、次々と霧の中から現れ、気づくと晄たちは逃にげ道をふさがれていた。


　シュッと一人の巨人の姿が消えた。気づくと巨人の手が、目の前に迫っていた。それを煒白がガッと両手で受け止める。彼の踵かかとが通路の黄土をこすった。


（速い……。それにすごい力だ）


　巨人が前に踏ふみ出した瞬しゆん間かんを、晄は目で追うことができなかった。その上、今、巨人は手を戻そうとし、煒白が辛かろうじてそれを握にぎっているように見える。戦うために創つくられた煒白の膂りよ力りよく並の力を、この巨人は持っているのだ。


　咄とつ嗟さに、晄は炎えん招しよう戈かを抜ぬこうとしたが、その前に別の巨人に胴をつかまれた。


「わわっ」


　地面から足が離はなれ、晄はじたばたともがく。


『気をつけろ！　夸こ父ほ族は太陽と競走して負けないぐらい、足が速いんだ』


　鳳は叫ぶと、晄をつかんだ巨人の顔に向かって、光の槍を投げた。


　白い閃せん光こうが目を灼やき、ドーンという、雷かみなりにも似た轟ごう音おんが城内に響ひびき渡わたった。


　獅し子しの咆ほう哮こうのような声を上げ、巨人は晄から手を離すと顔を覆った。落ちる晄を汪李がすくい上げる。地面に降りた晄の上に、パラパラと天井から黄土が降ってきた。


　煒白が巨人の手をひねり、均きん衡こうを崩くずした巨人の体重を利用して、彼を仲間の中に投げ飛ばした。地響きを立てて数名の巨人が尻しり餅もちをつく。


『今のうちだ』


　汪李が晄の手を引いた。倒たおれた巨人たちの脇わきを抜けて、晄たちは囲みを抜けた。途端に濃い霧が吹ふきつけ、視界が白く閉とざされる。ザッと巨人たちが一いつ斉せいに追いかけて来る気配がした。


『あいつら、速いだけじゃなくてかなり頑がん丈じようでさ。本気でやれば倒たおせねえことはねーんだが。城を壊こわすわけにはいかねーし』


　霧の中、佟韋の手を引きながら、鳳は舌打ちする。


「蚩尤に夸父──。すでにこの世にはいない種族だと思っていました。まさか黄帝の宿敵がこんなところに現れるとは……」


　佟韋の声は震ふるえていた。


（やっぱり罠だったんだ）


　舜が言っていた通り、鬼方の王都攻ぜめには章玄が関かかわっているのだろう。そして、蚩尤や夸父など、黄帝に敵対していた神や妖あやかしを馮夷城に召しよう喚かんし、自分を馮夷城におびき寄せるために、子どもたちを利用したに違ちがいない。


（ごめん、巻き込んで。どうか、みんな無事でいて──）


　晄は唇くちびるを嚙かみしめる。


『来るぞ、伏ふせろ！』


　汪李が晄の手を離した。首を引っ込めた晄の頭上を、巨人の腕が通過した。その手首を、五寸ほども伸のびた汪李の爪つめが一いつ閃せんする。血の尾おを引いて巨きよ大だいな手の平が宙を舞まった。


　間かん髪はつ容いれずに、別の腕が伸びてきた。楓牙たちを先導していた煒白がタッと地を蹴けり、晄と巨人の間に割って入る。まさに晄の頭をつかもうとしていたその手を、汪李が抱かかえて投げ飛ばした。


『先に行け！　ここは私が食い止める』


　煒白が叫さけび、晄たちは再び駆かけ始める。


　前方から吹きつける霧きりを、汪李が翼を羽ばたかせて飛ばし、辛うじて見える道を晄たちはひたすら走った。黄土の道は、いつの間にか岩に変わっていた。


『右から来るぞ』


　走りながら、汪李が晄の右側に移動した。前方の横道からぬっと夸父の巨体が現れた。晄に迫る手を、汪李は爪の刃やいばで斬きり落とす。絶ぜつ叫きようを上げ、鮮せん血けつをまき散らしながらも夸父は晄を追った。バッと翼を羽ばたかせ、汪李は宙に飛び上がるとその夸父の背に斬りつけた。


　その間にも晄たちは速度を緩ゆるめずに走り続けた。霧はますます濃くなり、視界が利きかない。すぐ前を走るチャウの背だけが頼たよりだ。


「晄、危ない」


　佟韋の声と同時に、突とつ然ぜん、左の石柱の陰かげから、巨大な夸父の手の平が晄の行く手を遮さえぎった。鳳が光の槍やりをその手の平に突つき刺さす。爆ばく音おんとともに白い光を放射して、夸父の手首から先が消失した。しかし、霧に見え隠かくれしている何本もの石柱の間には、まだ何本もの夸父の腕が晄を捜してうようよとうごめいている。


　前方を走る楓牙が剣けんを抜き、目の前に迫る腕を裂れつ帛ぱくの気合いとともに斬りつけた。落とすまでには至らなかったが、深く裂さけた傷から鮮血が飛び散り、夸父は一いつ瞬しゆん怯ひるむ。その隙すきをついて累焰が矢を打ち込んだ。夸父たちから怒りの唸うなり声が上がった。ザッと、左右にいたはずの巨体が、一瞬で晄の前に移動した。立ちはだかる夸父たちの顔に、次々と鳳の光の槍が炸さく裂れつする。その隙に、晄は夸父たちの足元をすり抜けた。


　晄は全力で走った。太陽と競きそって負けないという夸父に敵かなうわけはないが、楊たちを助け出すまでは、捕つかまるわけにはいかない。
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『こーくん、どこー？』


　背後でチャウの声がして、晄は足を緩めた。いつの間にか、夸父の声も鳳の槍が炸裂する音も聞こえなくなっている。


『いたいた。ふーが、とーい、こっちだよ』


　霧の中から、楓牙と累焰、佟韋を連れてチャウがとことこと駆け寄ってきた。チャウが二回りほど大きくなっているのは、霧の湿しつ気けを吸ったせいだろう。


「汪李と鳳は？」


『わかんない。ぼく、いっしょうけんめー、こーくんをおっかけてたから』


「僕たちは、一いつ生しよう懸けん命めいチャウを追っていたので……」


　佟韋はぜいぜいと息を切らせていた。


「ええっ？　もしかしてはぐれた？」


「道も違うようだ。前に湖へ行った時の道は、もう少し狭せまかった」


　楓牙は辺りを見回した。


「噓うそ──」


　緩やかに流れる霧の隙すき間まから洞どう窟くつの岩がん壁ぺきが見え隠れしているが、晄には、それが以前に来た道なのか違うのか、区別がつかない。


「俺、まんまと章玄の罠わなにはまったのか……」


　俊しゆん足そくを誇ほこる夸父が、人間の足に追いつかないはずはない。夸父の目的は、自分を捕とらえることではなく、この霧に紛まぎれて汪李たち妖と自分を引き離すことだったのだ。


「でも、道は下っています。このまま進めば、いずれ地下の湖に着くのではないでしょうか」


　佟韋は前方に目を凝こらす。


『うん。みずのにおいする。よーくんのこえもきこえる』


　チャウがフンフンと鼻を鳴らしながら、とことこ歩き始めた。彼について晄たちも霧が漂ただよう洞窟を下って行く。


「ごめん、みんな、俺のために……」


　晄は悄しよう然ぜんとうつむいた。


「道を間ま違ちがえたことや、章玄の罠にはまってしまったこともだけど……。命を狙ねらわれているのは俺だけなのに、楓牙や累焰、佟韋にまでこんな目に遭あわせちゃって……」


「何を言ってるんです。僕はあなたと桃ももの花の下で誓ちかったでしょう？　あなたの背負っているものを半分背負うと。僕は戦いでは役に立ちませんが、幸いここは東岳大帝のお膝ひざ元もと、あなたの加護を祈いのりますよ」


　佟韋は穏おだやかな笑えみを浮うかべた。


「お前が共工の気に取り憑つかれたのは、お前自身のせいではない。自分を責めるな」


　楓牙の笑みも優やさしかった。累焰がそんな楓牙を労いたわしげに見る。


「でも、汪李たちとはぐれた俺を、この先できっと章玄か炅が待ち伏ぶせてるよ」


「霧が晴れないところをみると、その前に蚩尤が襲おそって来るかもしれませんね」


　佟韋は、霧で濡ぬれて頰ほおに貼はりついた髪かみを、指先で搔かき上げた。


「蚩尤は霧を操あやつるだけでなく、勇ゆう猛もうで名高い戦神です。あの黄帝でさえ、なかなか討とう伐ばつできずに苦しんだと──」


　言いかけて、佟韋は前方の霧の奥を凝ぎよう視しした。累焰も背に負っていた弓を構える。


　サーッと霧が流れた。


　佟韋の視線の先に、一人の巨きよ漢かんが佇ちよ立りつしていた。晄は最初、牛の頭をした人間かと思ってギョッとしたのだが、よく見ると、彼は牛の角のような飾かざりのついた青銅の冑かぶとを被かぶっていたのだった。冑の耳を覆おおう部分はまるで剣のように尖とがっている。黒光りする金属の額あてを着け、鎧よろいも手っ甲こうも脛すねあても同じ黒い金属だ。


「予想通りでしたね」


　佟韋は目を見開いて、その巨漢を見つめた。


『黄帝が打ったという戈ほこはそれか』


　金属質な光を放つ細い眼めが、晄の腰こしの炎招戈に注がれた。炎招戈の明めい滅めつが激しくなっていた。


『人の世の戦いくさは、蚩尤一族が数々の武器を作ったせいだと、儂わしらを厭いとうていたくせに、自らは神や妖を滅ほろぼす戈を作りおったか』


　古いにしえの戦神は口の端はしを歪ゆがめて嘲あざけった。


『まあよい。儂と黄帝、どちらの作った武器が優すぐれておるか、試ためしてみようではないか』


　蚩尤は手に提さげていた長なが柄えの戦せん斧ぷを構えた。ぴりぴりと肌はだに突き刺さるほどの殺気が迸ほとばしる。


（黄帝を苦しめた戦神……）


　晄は炎えん招しよう戈かを抜ぬいたが、手が汗あせでぬめって柄つかが握にぎり込めなかった。汪李も煒白も鳳もいないのに、勝てるわけがない。背筋に寒気が這はい上り、膝ひざが震えてくる。


　その時、スッと、傍かたわらの楓牙が剣を抜いた。まったく怯おびえた風もなく、彼は凜りん然ぜんと蚩尤を見み据すえる。


（楓牙──）


　晄は、彼の闘気の凄すさまじさに目を瞠みはった。足元から風を巻き上げて吹ふきつけてくる。


　──強大な妖を斬る戈も持たず、佟韋やお前のような呪じゆ力りよくもない。だが、この身を盾たてとするぐらいのことはできる。


　先刻の彼の言葉が耳の奥に蘇よみがえった。


（大だい丈じよう夫ぶ、やれる──。楓牙がついていてくれる）


　晄は炎招戈の柄を握り直した。


（俺ががんばらなくちゃ。累焰の言うとおり、本当に楓牙が無む駄だ死じにしてしまう）


　自分を支えてくれる人を守りたい──。そう思った途と端たん、膝の震えが止まった。炎招戈に宿っている黄帝と、禹王湯王の力が全身に流れ込んでくる。


　シュッと炎招戈の柄が伸び、本来の、長なが柄えの武器と化した。


『む──』


　蚩尤の表情が変わった。


（俺は負けない！）


　晄は、炎招戈を斜しやに構かまえ、タッと地を蹴けった。
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「あなたたちに晄ちゃんの居場所を教えてくれたのは、兵士ではなかったのですね」


　兵に連れられ、館やかたへやって来た子どもたちから、晄が馮夷城へ行くことになったいきさつを聞き、舜は切れ長の眼めを訝いぶかしげに細めた。


「うん。鎧よろいも着てなかったし、冑もかぶってなかったよ」


　子どもたちはうなずいた。


「あごに短い髭ひげがあって、怖こわい目をして、襟えりや袖そでの端に黒い布が縫ぬいつけてある衣ころもを着ていませんでした？」


「そうそう。お城のお役人さんが着てるようなやつ」


「それって、もしかして──」


　一いつ緒しよに話を聞いていた莉由が不安げに舜を見た。


　子どもたちの次の言葉が、舜たちの疑ぎ惑わくを確信に変えた。


「その人が近道を教えてくれたから、すぐに仮面の兄ちゃんとこへ行けた。洞ほら穴あなみたいに真っ暗な道でね、ちょっと怖かったけど──」


「異界の通路……」


　晄がいたのは黄河が見える高台だったという。泰山南なん麓ろくの馮夷城から、黄河が見える場所まで行くには泰山を回り込まなくてはならない。子どもの足では半日はかかるはずだ。


　バッと立ち上がり、舜は青銅の鏢ひようや小刀など、手持ちの呪具をかき集めて出かける支し度たくを始めた。


「あたしも行くわ」


　莉由も、たすきをかけて衣のそでをたくしあげる。


「危険です。莉由ちゃんはここで待っていてください」


　舜は厳しい口調で制したが、


「危険だからこそ、一人で待つのはいや。あたし、お兄ちゃんと晄ちゃんと一緒にいたいの」


　莉由は舜を真っ直すぐに見つめ、きっぱりと言った。


「大丈夫よ。あたしは異界を作って、赤せき龍りゆうに晄ちゃんを殺さないっていう約束をとりつけたことがあるのよ。あたしの力が何か役に立つかもしれないでしょ。足手まといにはならないわ」


　舜の動どう揺ようを察したのか、莉由はにっこりと微笑ほほえんだ。


「わかりました」


　舜も微笑んでうなずいた。


「僕たち兄弟三人、力を合わせれば、きっとこの危機を乗り越こえられます」
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　ガキッと、戦斧が晄の冑に当たり、晄の身体からだが二に丈じよう近くも吹っ飛んだ。ドッと岩がん壁ぺきにぶつかり、ずるずると地に落ちる。


　とどめを刺さそうと踏ふみ出した蚩尤の前に、楓牙が割り込み、振ふり下ろされた戦斧の柄を剣けんで受ける。


「晄！」


　その間に、佟韋とチャウが駆かけ寄り、晄を助け起こした。普ふ通つうの人間であれば、頸くびは折れ、頭ず蓋がいは潰つぶれて即そく死しだったろう。しかし、晄は頭を軽く振ると立ち上がった。


『河伯の加護だけではないな。その鎧と冑か』


　ギリギリと戦斧の柄を楓牙の剣に交わらせたまま、蚩尤は晄を一いち瞥べつする。


『儂の作った武器を弾はじき返すとは大した防具だ。作り主に会ってみたいぞ』


　晄の鎧と冑は、戦斧の攻こう撃げきを受けて傷だらけだったが、割れもへこみもない。


『おぬしもだ、楓牙とやら。儂と立ち会おうて、未いまだ命がある人間はそうはおらぬぞ』


　蚩尤は不敵な笑みを浮かべた。楓牙は肩かたで息をし、蚩尤を睨にらみつける。彼の頰と右みぎ肩かたには戦斧がかすめた裂れつ傷しようが血を滲にじませていた。


　蚩尤は楓牙の剣をはね上げ、二人は同時に一歩退って間合いを取る。


　その隙すきを狙って、側方から累焰が矢を放つ。矢は、装そう甲こうで覆われていない蚩尤の顔に一直線に向かった。蚩尤は僅わずかに頭を傾かたむけ、矢は硬かたい冑に当たってはね返る。


　楓牙は再び蚩尤に打ちかかった。ブンと風を切って薙ながれた戦斧を、僅かに頭を沈しずめて避よけると、剣の切っ先を蚩尤の喉のど元もとに突つきつける。仰のけ反った蚩尤の脇わき腹ばらに、晄は背後から炎招戈を叩たたきつけた。


　キン！　と金属質な響ひびきをこだまさせ、蚩尤の鎧がぱっくりと割れた。


『うぬ──』


　蚩尤は瞠どう目もくすると、戦斧をひるがえし、晄の頭頂に向かってその刃やいばを振り下ろす。舜と河伯の使い──昭明の呪力がこもった冑は割れなかったが、凄まじい打だ撃げきを受けた晄は一いつ瞬しゆん目眩めまいを覚え、炎招戈を取り落とすとガクッと膝をついた。


『こーくん！』


　チャウが悲鳴を上げた。


　戦斧を振りかぶった蚩尤の懐ふところに、楓牙が跳とび込み、蚩尤の脇腹──割れた鎧の間に剣を突き立てた。ジャリッと砂を突くような不気味な音を立てて、剣が蚩尤の脇腹にめり込んだ。楓牙は剣を抜きざま、晄を抱かかえるとザッと跳び退すさった。蚩尤の脇腹からバッと鮮せん血けつが散る。しかし蚩尤は倒たおれない。ギロリと怒いかりに燃える蚩尤の目が楓牙に向いた。


『おのれ、人間風ふ情ぜいが──』


　蚩尤は戦斧を構え、凄まじい勢いで突とつ進しんしてきた。


　楓牙は晄を背にかばい、振り下ろされる戦せん斧ぷに刃をかざす。バキッと、火花を散らして剣が折れた。戦斧の刃が僅かに軌き道どうをずらし、楓牙の肩かた先さきをかすめる。蚩尤の唇くちびるの端に笑えみが浮うかんだ。蚩尤が戦斧を振りかぶった隙に、楓牙は剣を手放し、晄を抱えて地面を転がる。サーッと霧きりが吹きつけ、晄と楓牙の視界から蚩尤の姿が消えた。


　霧の中から蚩尤の殺気が迸った。


（避けきれぬ──）


　楓牙が晄にかぶさり、覚かく悟ごを決めた時、累焰が蚩尤と楓牙の間に身を滑すべり込ませた。霧に浮かぶ蚩尤の影かげが戦斧を振り下ろそうとしたまさにその瞬しゆん間かん、累焰は倒れ込みながら、蚩尤に向かって矢を放つ。


　ザクッと、矢が砂に刺さるような音が聞こえた。


　霧が流れた。黒金の額あての下、蚩尤の眉み間けんに、矢が突き立っていた。蚩尤はよろめきながら後退る。累焰は楓牙の前で膝をつき、二の矢をつがえて今度は蚩尤の目に狙ねらいを定めていた。


『この儂わしとしたことが──』


　ガッと矢を引き抜き、蚩尤は憤ふん怒ぬの形相で晄たちを睨みつけると、サッと背を向けて霧の中に姿を消した。


　累焰はほっと息をつくと「お怪け我がは？」と、地面に伏ふしたままの晄たちを振り返った。


「俺は大丈夫。累焰、ありがと……」


　佟韋とチャウに助け起こされながら、晄は言った。彼がいなかったら、楓牙も自分も戦斧の餌え食じきになっていただろう。


「お前……」


　楓牙は全身に鳥とり肌はだを立てていた。矢が外れていたら、累焰の命はなかった。楓牙はおのれの死よりも、累焰の死の方が怖かったのだ。


「こんな至近距きよ離りで、戦斧を持つ敵に弓で立ち向かうやつがあるか！」


　立ち上がった楓牙は、憤ふん然ぜんとして言った。


「なれど剣では、長なが柄えの戦斧には届きませぬ」


　累焰は平然と答える。


「だが、矢を外せば、私の代わりにお前の頭が割れていただろうが」


「それが何か？」


　彼は、自分のためなら命を落とすことなどまったく厭いとわない。自分が晄の盾たてになって死ぬことを何とも思わないのと同じように──。そんなことは、とうの昔からわかっていた。


　楓牙は累焰の肩に手を置き、「馬ば鹿かが──」と深い安あん堵どの息をついた。


「不死身の戦神があっさり退いたのは、晄殿どのを湖に誘さそい込むため。罠わなを承知で蚩し尤ゆうを追いまするか？　それとも一いつ旦たん引き返して、汪李殿たちと合流いたしまするか？」


　未来さき読よみの占せん術じゆつ師しは、晄に選せん択たくを迫せまった。


『おーりたちは、ずっとむこう。でっかいひとと、まだたたかってる』


　チャウが背後を振り返って、耳をそばだてた。楓牙と佟韋の視線が晄に集まる。


　晄はすぐに答えることができなかった。湖では、おそらく章玄が楊たちを人ひと質じちにして待ち伏ぶせている。晄が汪李たちと合流しようとすれば、楊たちがどうなるかわからない。けれど、このまま蚩尤を追えば、楓牙たちを危険にさらすことになる。


「……俺一人で行くから、みんなは引き返して」


「お前一人を行かせられない」


　楓牙と佟韋は頭かぶりを振った。


「でも……」


　これ以上、みんなを危険な目に遭あわせたくないという思いと、楊たちを救わなければという焦あせりがせめぎ合う。


　炎えん招しよう戈かを持つ手を握にぎりしめ、晄は苦しい決断を下した。


「ごめん、俺は行きたい。力を貸してくれる？」


　晄たちの背後には未だ濃こい霧が漂ただよっていたが、いつの間にか、まるで道を指し示すように前方の霧だけが晴れていた。
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「まあ、あの坊ぼうやたち。三人がかりとはいえ戦神を退かせるとは、なかなかやるのねぇ」


　鑑かんをのぞき込み、梓羅々はクスクスと笑った。


「なんだ？　おのれの顔を見て、何を笑っておる？」


　だらしなく夜具に寝ねそべり、うつらうつらしながら觥さかずきを傾けていた陽甲は、とろんとした酔すい眼がんを寵ちよう姫きに向けた。


「いいえ、何でも」


　陽甲が眠ねむりかけていることに気づいた梓羅々は、立ち上がり、陽甲の傍かたわらに膝ひざをついた。觥を取ると枕まくらを彼の頭の下に入れる。


「戦いくさはどうなった？」


　半ば目を閉じ、陽甲は尋たずねた。


「さあ？　晏仲殿は何も仰おつしやってきませんわ」


「そうか……」


　陽甲はそれだけ言うと、いびきをかき始めた。


「何も考えずにお眠りなさいませ。陽甲の心を強くお持ちになっては、共工様が力を蓄たくわえられませんのよ」


　陽甲の胸むな元もとに夜着をかけると、梓羅々は再び鑑に向かった。


「さて、そろそろ章玄殿との約束を果たさねば──。これで、炎招戈の使い手を殺すことができなければ、あたくしが共工様に叱しかられてしまいますわ」


　梓羅々は、鑑の水にその繊せん手しゆをそっと浸ひたした。


「どうかあたくしの声をお聞きくださいませ。──馮夷様」
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『みずうみはこっちー。よーくんのこえがする。しおーもいるよ』


　チャウを先頭に、霧に追われるようにして、晄たちは洞どう窟くつを走った。楓牙の手には、折れた剣の代わりに佟韋の剣が握られている。やがて、銅鏡のように静まり返った湖が眼前に現れる。巨きよ大だいな湖の中央には、浮うき島しまの上に建つ石の祠ほこらが、赤い光に浮かび上がって見えた。


「来たね」


　その祠の屋根の上に、晄と同じく共工の気に取り憑つかれた少年が、禍まが々まがしい眼めを楽しげに細めて立っていた。その周囲には、蝙蝠こうもりに似た妖あやかし、寓ぐうが音もなく舞まっている。


「炅けい──」


　章玄と手を組んで自分を殺そうとしている彼が、楊たちを人質に湖で待ち伏せていることは予想していた。しかし──。


「炎招戈を捨てて降こう伏ふくすれば、人質の命は助けてあげる」


　炅は、晄たちから見て右側の湖こ畔はんに顎あごをしゃくり、炅の示す場所を振ふり向いた晄は愕がく然ぜんとした。楊と子どもたち、紫央は猿さるぐつわを嚙かまされ、後ろ手に縛しばられて座らされていた。紫央たちに大刀の切っ先を突きつけているのは、弓を背に負った数人の人間の兵士だ。しかも、その服装は鬼方兵ではない。


「羌人ですね」


　佟韋は呟つぶやき、楓牙はハッと累焰に目をやった。彼は無表情で同郷の兵士を見つめている。


「何で、羌人が……」


　晄は唇くちびるを震ふるわせた。鬼方ばかりか、羌方までが章玄と手を結んだというのだろうか。


「お前たちさえここに来てくれれば、そいつらの命なんか、もうどうでもいいんだけどさ、ま、一応そう言えって言われてるから。どうする？　戦わないで僕に殺される？」


　炅は楽しそうだった。ぐっと、羌人の刃やいばが目の前に突つき出され、子どもたちがくぐもった悲鳴を上げる。


「わかった」


　晄は炎招戈を前へ放った。


「晄──！」


　楓牙が目を剝むいた。


「大だい丈じよう夫ぶ。河伯の加護があるもの。俺は簡単には死なない」


　晄は炅を見み据すえたまま言った。浮島に続く塼かわらの道に足を踏ふみ出し、左右の湖面に視線を走らせて、水が怖こわい晄は全身に鳥肌を立てる。


　晄が浮島に立つと、炅は、祠の屋根から晄の前に飛び降りた。彼に取り憑いている共工の気がまた一段と成長したのだろう。こうして近くに立っているだけで、強大な圧力を感じる。


「ふん」


　炅は口の端はしを歪ゆがめて笑うと、いきなり晄の胸むなぐらをつかみ、頰ほおを拳こぶしで殴なぐりつけた。共工の力がこもった、容よう赦しやのない一いち撃げきだった。仮面が外れて宙を飛び、カランと音を立てて浮島の岩の地面に落ちる。


　彼は晄を祠の石の壁かべに叩たたきつけると、胸ぐらをつかんでいた手を放し、顎を蹴けり上げた。仰のけ反った晄の喉のど元もとに踵かかとをめり込ませる。こんなことでは晄は死なない。わかっていても彼は心にわだかまる憎にくしみを晄にぶつけずにはいられないのだ。繰くり返される暴行を晄は無む抵てい抗こうで受けた。
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「何で向かってこないのさ。つまらないじゃない」


　炅は手を止め、荒あらい息をつきながら言った。


　晄は無言で半身を起こし、唇の端に滲にじんだ血を、手の甲でぬぐう。


　いくらぶたれ、蹴られようとも、河伯の加護がある晄は、大した痛みを感じないし、大おお怪け我がも負わない。しかし炅は、共工の力で不死身の身体からだを得たというのに、普ふ通つうの人間と同じように痛みを感じるのだ。殴り返すことはできない。


「もしかして、僕に同情してるわけ？」


　晄の心の内を読み取ったのか、炅の形相が変わった。


「お前のそういうところが、僕は大っ嫌きらいなんだっ!!」


　炅は両方の手の平を晄に向けた。ざわざわと湖の水が持ち上がり、手の平に集まっていく。


　その時──。


「うちの晄ちゃんに、何すんのよっ!!」


　甲かん高だかい声が、洞窟に響ひびき渡わたった。


　晄も炅も、縛られていた楊や紫央、彼らを囲む羌人たちも一いつ斉せいに振り向いた。


　左方の湖畔、いくつか空いた洞ほら穴あなの一つに莉由の姿があった。衣ころもの裾すそをたくし上げて、もの凄すごい剣けん幕まくでつかつかと岸辺に歩み寄る。女一人に何ができるわけでもないはずなのだが、なぜかその場の男たちは圧あつ倒とうされ、彼女の姿からなかなか目を離はなせない。


　パンパンパンと乾かわいた音を立てて、真っ白な閃せん光こうが楊たちを取り巻いたのはその時だった。


　晄がバッと振り向くと、舜が青銅の珮はいを羌人に向かって投げつけていた。目を灼やかれ、羌人たちが怯ひるんだ隙すきを縫ぬって、楓牙と累焰、チャウが子どもたちと羌人の間に割り込む。間かん髪はつ容いれずに、舜と佟韋が、子どもたちを抱かかえるようにして囲みを抜ぬけた。莉由と合流すると、佟韋は呪を唱えて周囲に結界を張る。


『つまらぬ感情に振り回されて、もたもたしているからだ』


　祠の屋根に霧きりが凝こり、その中から蚩尤が姿を現した。累焰に射られた眉み間けんは、黒い穴が空いている。


「お前こそ。水すい妖ようの王や平圃の神妖、崑崙の鳳ほう皇おうに気を取られ、人間への警けい戒かいを怠おこたっただろう」


　炅は忌いま々いましげに蚩尤を一いち瞥べつする。


「まあいいけどね。人質の役目はもう済んでるもの。もうちょっといたぶりたいとこだけど、しょうがない。さっさとけりをつけようか」


　炅の目が晄に向いた。手の平に集めた水が渦うずを巻き始め、巨大な蛇へびの形を作る。


　晄は体勢を整え、炅と対たい峙じした。


　水の蛇がカッと口を開いた。鋭するどい刃のような牙きばが何列も並んでいる。晄の手に炎えん招しよう戈かはない。一段と力を増した水の蛇に、河伯の加護は耐たえきれるのか、一いち抹まつの不安が頭の隅すみによぎる。


　ドーン！　と湖面を震わせる爆ばく音おんとともに、水の蛇が放たれた。晄は足を踏ん張り、両りよう腕うでで顔をかばって水の蛇の来らい襲しゆうに備える。しかし、蛇の牙は晄を襲おそわず、脇わきをすり抜けた。


「え？」


　晄は振り返って、水の蛇の行方ゆくえを目で追った。蛇は中空で旋せん回かいし、すさまじい勢いでこちらに向かって来ると、ガッと祠に嚙みついた。水であるはずの牙が石造りの祠を瞬しゆん時じに粉ふん砕さいした。


「うわっ」


　粉々に砕くだけた石が飛び散り、晄は腕で顔をかばう。


「何を──」


　発しかけた問いを、晄は呑のみ込んだ。


　ボコリと、それまで銅鏡のように滑なめらかだった湖面に、泡あわが浮うかんで弾はじけた。また一つ、そしてまた一つと、泡の数は次し第だいに増し、やがてボコボコと水が沸わき立つように湖面が泡あわ立だつ。水底から差す赤い光が眩まぶしいほどに強くなっていた。


　炅は片手を高く掲かかげて叫さけんだ。


「目覚めよ、馮夷。古いにしえの水神よ。出いでて、河伯に護まもられた炎招戈の使い手を殺せ！」


　ザーッと浮島の周囲の湖面が持ち上がった。


　──承知致シマシタ、共工様。


　湖水のすべてが赤い光を発していた。全面に行き渡る意思を感じ、晄は戦せん慄りつした。この湖の水そのものが、馮夷という水神なのだ。


　山のような大波が四方から押し寄せ、骨に食い入るような冷たさと、凄すさまじい水圧が全身を襲った。


「うわっ!!」


　水流が晄を水底に引きずり込む。晄は恐きよう怖ふにおののきながら、必死でもがいた。水が鼻と口から容赦なく入り込み、咳せき込んだ途と端たんに水を吸い込んでしまった。


（助けて──。汪李！　河伯の使いのおじいさん！）


　以前、黄河に落ちた時には、河伯の使いという声だけの老人が助けてくれた。けれど、いくら呼びかけても、周囲に満ちるのは馮夷の気配だけで、河伯の使いも汪李もやって来てはくれない。


（苦しい──誰だれか……）


　炅の哄こう笑しようが耳の奥で響いていた。その声も次第に遠のき、やがてふっつりと途と切ぎれた。





　その時、煒白は入り口近くの窰よう洞どうで、汪李は洞窟の途と中ちゆうで、鳳は石柱が並ぶ黄土の道の途中で夸こ父ほと戦っていた。彼らはそれぞれの場所で、遥はるかな地下で祠が砕ける音のすぐ後に、炅の声と晄の絶ぜつ叫きようを聞いた。夸父を蹴け散ちらして瞬時に駆かけ出す。


　しかし三人の妖あやかしは、突とつ然ぜんその場で身動きができなくなってしまった。夸父の動きも止まっている。


『何だ──？』


　大気がひどく粘ねばつき、質量をともなって絡からみついて、身体の自由を奪うばっていた。





「晄ちゃん！」


　結界の中で、紫央や子どもたちの縄なわを解いていた舜と莉由は、水の蛇が放たれる音に振ふり向き、晄が水に呑まれる瞬しゆん間かんを目もく撃げきして恐きよう慌こう状態に陥おちいった。


　紫央と子どもたちも、ダッと透とう明めいな結界の壁へき面めんに走り寄る。


「大丈夫ですよね……。陝邑侯こうには河伯の加護があるんですから」


　どこで知ったのか、紫央は緊きん張ちようした様子で暗くら闇やみの奥に目を凝らす。


「でも、浮いてきません。……もしや、馮夷に河伯の加護は通用しないのでは……」


　佟韋は慄りつ然ぜんとして呟いた。彼の目には、水神の気が晄を呑み込む様子が視みえていた。


「何ですって!?」


　舜と莉由、紫央が同時に佟韋を振り向いた。


「東岳大帝を勧かん請じようします。結界を解くので、みんなは安全なところに隠かくれていて」


　佟韋が結界を解くや否いなや、


「それでは間に合わない。私が行きます。泳ぎは得意なんです。小さい時に、この湖に何度も潜もぐりましたし」


　紫央が飛びだし、走りながら裘かわごろもと布ほ衣いを脱ぬいだ。


「僕も行きます。佟韋さんは、莉由ちゃんと子どもたちをお願いします」


　舜は青銅の珮はいを湖面に投げた。


「今の珮は、晄ちゃんの甲かつ冑ちゆうに引かれて行きます。それを追って行けば晄ちゃんが見つかるはず」


　珮は白い光を発しながら荒あれ狂くるう湖に少しずつ沈しずんでいく。


　明かりを頼たよりに、紫央に続いて湖に飛び込もうとした舜の前に、戦神が突とつ如じよとして立ちはだかった。


『今の珮──。炎招戈の使い手の甲冑を作ったのはお前だな』


「あなた、誰です？　僕はそれどころじゃないんです。そこ、どいてください」


『おぬし、おのれの作った得物を持っておるか？　それで儂わしの鎧よろいが突つき通せるか、試ためしてみてはくれぬか』


　蚩尤は嬉うれしそうに唇くちびるの両りよう端たんを吊つり上げた。





　一方──。


　羌人たちと熾し烈れつな剣けん戟げきを繰り広げていた楓牙たちは、祠ほこらが砕けると同時に、ざっと間合いを取った。突如として荒れ始めた湖面を視界の隅でとらえながら、それぞれの武器を構えて対峙する。


「なぜ、我らと戦う。我らを祭りの生いけ贄にえにする殷人に、なぜ従うのだ」


　大刀を構え、隊の長らしき羌人が、鋭い目を累焰に据すえて、羌方の言葉で尋たずねた。


「殷人に味方しているのではない。主あるじと決めたお方に、ただ仕えているだけだ」


　累焰も剣を手に、羌方の言葉で答えた。懐なつかしい響ひびきだと、脳のう裏りの片かた隅すみをそんな思いがかすめる。


「同どう胞ほうの苦しみを捨て置き、自分だけが安あん穏のんと暮らそうというのか」


　羌人の長おさは、歯を剝むいたが、


「主に仕えているだけだ」


　累焰は同じ答えを繰くり返した。彼の脳裏には、深い壕ごうで燃え盛る炎と、泣きながら駆けて来た幼い楓牙の姿があった。


　あの日から、累焰は楓牙のために生きる決意をした。安穏として日々を過ごしたいわけではないし、楓牙が殷の政まつりごとの実権を握にぎったあかつきには、羌人を生け贄にしない国にしてもらおうという打算もない。楓牙のために自分は生きている。彼が幸せであれば、それで十分だ。


「この、裏切り者めが！」


　羌人たちが、一斉に累焰に襲いかかった。


「累焰！」


　楓牙は、脇から累焰を突こうとしていた羌人の矛ぼうを剣で叩たたき斬きり、そのまま累焰に背中を預けると、彼を背後から襲おうとしていた羌人の大刀を跳はね上げる。


「いいのか？　二度と故郷に戻もどれぬぞ」


　羌方の言葉の端はし々ばしを聞き取り、おおよその内容を察して、楓牙は尋ねた。


　累焰の胸に微かすかな痛みが奔はしる。目の前の羌人もまた、自分と同じように家族を祭さい祀しの犠ぎ牲せいにされたのかもしれない。あの夏の日に、羌人であることを捨て、楓牙に仕えることを選んだ自分だが、やはり彼らと刃やいばを交えるのは辛つらかった。


「構いませぬ」


　胸に迫せまる様々な思いを無む理り矢や理り封ふうじ込めると、累焰は同じ国で生まれた敵に向けて、剣を一いつ閃せんさせた。








（どこだ、晄──）


　紫央は、沈んでいく珮の光を頼りに、水の中を見回した。湖に潜ってから、ずいぶん時間が経たってしまった。自分は平気だが、晄の息はもう保もたないだろう。急がなければならない。


　焦あせる紫央の視界の隅に、微かな煌きらめきが映った。舜の投げた珮に呼応して輝かがやく晄の甲冑だ。


（いた）


　紫央は水を蹴けって身体からだの向きを変えると、小さな煌めきに向かって全力で水を搔かいた。


　気を失っているらしく、晄は頭を下にして速い流れに身を任せていた。紫央は晄の腕をつかむと、それを自らの首に回し、今度は猛もう然ぜんと湖面に向かって上じよう昇しようする。


（死ぬな）


　水流は容よう赦しやなく紫央を湖底に引きずり込もうとしたが、紫央はものともせずに泳いだ。


　突然、ぶわっと横から水圧が叩きつけてきた。


（何？）


　流されそうになり、急いで体勢を整えた紫央は、流れの方向から、晄が炅と呼んでいた少年が近づいて来ることに気がついた。


　禍まが々まがしい眼めが自分たちをとらえ、その唇には楽しげな笑えみが浮うかんでいる。ほとんど手足を動かしていないにもかかわらず、彼は水流を凌りよう駕がする速さで泳いでいた。


（人間じゃない──!?）


　紫央は戦慄した。


　炅の手の平がこちらに向いた。彼の手の周囲だけ流れが変わり、鋭するどい牙きばを持った蛇へびの形になる。ドン！　と水を伝って重低音が耳に届いた。蛇が螺ら旋せんを描えがいて水中を突き進んで来た。


　紫央は咄とつ嗟さに晄にかぶさるようにして、蛇に背を向けた。


　重い衝しよう撃げきと同時に熱い痛みが紫央の背を突き抜ぬけた。





「いやーーっ!!」


　結界の中で莉由は絶叫した。突如として頭の中に、晄を抱かかえた紫央が水の蛇の牙に貫つらぬかれる光景が浮かんだのである。


「晄──」


　佟韋も蒼そう白はくで湖面を見つめる。背からおびただしい血を流し、晄を抱だいたまま流れに呑のまれていく紫央の姿が、佟韋にはおぼろに視えていた。


「晄ちゃん、晄ちゃん！　赤せき龍りゆう、来て！　晄ちゃんを助けて！」


　莉由は半はん狂きよう乱らんで結界の壁面を叩く。


「莉由殿、落ち着いて。妖の召しよう喚かんは無理です。何か別の手を──」


　遠い陝邑に声が届くはずもなく、たとえ届いたとしても、馮夷の目覚めとともに馮夷城全体が神域になり、赤龍には入って来られない。東岳大帝の勧請もおそらく間に合わない。


「汪李、煒白、鳳君！」


　しかし、佟韋の声は莉由には聞こえず、莉由はひたすら叫さけび続ける。


「汪李！　あたしの前で人ひと形がたになっても怒おこらないわ。お願い、みんな今すぐ来て！」





　──みんな今すぐ来て！


　それぞれ別の場所で粘ついた大気から逃のがれようともがいていた汪李、煒白、鳳に、その声は遥はるか地下の湖ではなく、頭の中で聴こえた。同時に視界が真っ白に塗ぬりつぶされる。恐慌状態に陥っている莉由の心がどっと流れ込んできた。水神馮夷が目覚め、河伯の加護が通じない湖に落ちた晄と、彼をかばって炅の水の蛇に襲おそわれた紫央の様子が目の前で起きたできごとのように脳裏に映る。莉由が異界の道を開いたのだ。大気の粘つきがすっと消えた。


　ぐにゃりと上下左右の感覚が歪ゆがんだ次の瞬しゆん間かん、汪李たち三人は湖の上空に放ほうり出されていた。


『晄！』


　汪李は化か蛇だの本ほん性しようを現し、その背に鳳を乗せると湖に飛び込んだ。煒白も、虎とらの爪つめと牙を持つ真しん珠じゆ色の馬──神しん妖よう駮はくの姿になり、汪李の後を追う。


　紫央は晄を抱えたまま、激しい水流にもまれていた。汪李が翼つばさで水を搔き、二人に近づく。


　化蛇の到とう来らいに気づき、それまで余よ裕ゆうの笑みを浮かべていた炅の形相が変わった。


　凄すさまじい速さで晄に向かって泳ぐ炅の前に、煒白が割り込んだ。放たれる水の蛇を、煒白の額の一本角が断たち割った。その隙すきに、鳳が後ろから晄の帯に手を回し、紫央ごと抱だきかかえて汪李の背に引き寄せる。


　汪李は一気に上昇した。もの凄すごい水圧がかかり、流されそうになる晄たちを鳳が支える。


「晄ちゃん！」


　湖上に、白銀に輝く汪李とその背の晄たちを見て莉由は叫び、子どもたちは腰こしを抜かした。


　汪李が結界の前に降り、佟韋は結界を解いて、鳳と二人で紫央と晄を汪李の背から下ろす。


　佟韋は再び結界を張った。水辺に、悪あつ鬼きのような形相で追ってくる炅と、それを阻はばもうとする煒白の姿があった。


「噓うそぉ……」


　子どもたちは腰を抜かしたまま、目をまん丸にして化蛇や駮に見入る。


「背中を強く叩いて、水を吐はかせてください」


　佟韋は晄を横向きに寝ねかせると、莉由に指示する。


　莉由が晄の背中を叩き、チャウが晄の鼻や口を舐なめている間に、佟韋は懐ふところから手しゆ巾きんを取りだして紫央の背中の傷を拭ぬぐった。彼の背は、肩かたから脇わき腹ばらまで、骨が見えるほど深く裂さけていた。佟韋は白しろ装しよう束ぞくの袖そでを破いて、その傷に巻く。


　晄が大量の水を吐き出した。激しく咳せき込み、ゆるゆると身を起こす。


「河伯の加護が戻りましたね。もう大だい丈じよう夫ぶです」


　晄にまとわる清と濁だくの入り混じった光が、いつも通りの均きん衡こうを取り戻す様子を視みて、佟韋は安あん堵どの息をついた。莉由が「よかった……」とへたり込む。


「ここは……？　俺、湖に落ちて……」


　晄は辺りを見回し、荒あれ狂くるう湖と、湖こ畔はんで煒白と戦う炅に気づく。


「馮夷を鎮しずめなければ、城が崩くずれてしまうかもしれません」


　佟韋は、怒る神の気配を感じていた。


「大変だ──」


　東の区域に人はいなかったが、城内の他ほかの場所にはまだ大勢の民たみがいるはずだ。第一、この地底湖は泰山の麓ふもとにあるのだ。馮夷城が崩れたら大規模な土ど砂しや崩くずれが起こるかもしれない。そうなったら王都だって危ない。


「結界を解きます。晄は、炅を牽けん制せいしてください。僕は東岳大帝を勧かん請じようして、馮夷を鎮めていただきます」


「わかった」


　晄は、結界が解かれると同時に飛びだし、淡あわく明めい滅めつする炎えん招しよう戈かに向かって湖畔を駆かけた。


「そうはさせるか！」


　炅が水の蛇を晄に向かって放った。すかさず汪李がその間に割って入り、化蛇の鱗うろこで蛇を撥はね返す。その隙に炎招戈を拾うと、晄は汪李の背に跳とび乗った。


「くそ──」


　炅は歯がみし、「馮夷！」と、水神の名を呼んだ。大波が押し寄せ、炅の身体をすくい上げる。炅は沈しずまなかった。山のように盛り上がった波の上に、まるで小こ舟ぶねに乗っているかのように立つ。共工の力を得た炅は、水神馮夷の本体である水さえも自在に操あやつれるのだ。


『なぜ晄は溺おぼれるのだ？　河伯も水神だし、我は水妖の王だぞ』


　それを見て、汪李は不本意だというようにぼやいた。


「もう一度、馮夷に呑み込まれるがいい！」


　押し寄せる波の上から、炅が水の蛇を放った。


「冗じよう談だんじゃない」


　晄は膝ひざで汪李の背を締しめ、長なが柄えの炎招戈を構えた。





『どうした？　それで終わりか？』


　蚩尤はせせら笑った。


「無理言わないでください。僕はただの人間ですよ。あなたとやり合うなんて想定外でしたから、呪具だってそんなにたくさん用意していませんし」


　舜は困ったように首を傾かたむけた。本当に困っていた。珮はいも鏢ひようもすべて投げてしまった。それらはほとんど蚩尤の戦せん斧ぷに弾はじかれ、わずかに当たった武器も、戦神自じ慢まんの鎧よろい冑かぶとに微かすかな傷をつけただけだったのだ。


「いいですけどね。僕の目的は、晄ちゃんが助かるまでの時間稼かせぎでしたから」


　舜は、炎招戈を拾って汪李の背に乗る晄に視線を走らせ、安堵の笑みを浮かべる。


『つれないことを言うな。今度は儂わしからいくゆえ、もう少しつき合え』


　蚩尤は戦斧を構えた。


「ええ～？　戦神ともあろうお方が、僕なんかを遊び相手にしないでくださいよ。ほら、遊ぶなら、あちらに凄すご腕うでの剣けん士しが──」


　舜は、羌人と刃やいばを交えている楓牙を指差した。


『儂もそうしたいが、章玄がおぬしを恐おそれておるのでな』


　戦斧を振ふりかざし、蚩尤は地面を蹴けった。戦神の攻撃を避よけるだけの技量は舜にはない。蚩尤の唇くちびるの端はしに、勝利の笑えみが浮かぶ。


　舜は袖に隠かくしておいた流りゆう星せい錘すいを抜きざま、戦斧に向かって投げた。


　ジャッと音を立てて、戦斧が宙で止まった。


　流星錘の鎖くさりが戦斧に絡からまり、その動きを封ふうじていた。


『いい武器を作る。まこと、殺すのは惜おしい』


　ずんと、何倍も重さを増したような戦斧を見上げ、蚩尤は笑った。


　流星錘とは、長い紐ひもの両りよう端たんに錘おもりをつけ、本来は振り回して使う武器である。舜は流星錘の紐を細い鎖に替かえ、青銅の錘には自ら敵に向かう呪を、鎖には敵の力を封じる呪をかけておいたのだった。


「それはどうも。作るのは武器だけじゃないですけど」


　舜は懐から、青銅の鏡を取り出した。これが最後の呪具だった。この鏡は異界に通じ、姿を映した生き物を吸い込む力があった。


『そんなものが儂に通用すると思うか』


　蚩尤は、流星錘を絡みつかせたままの戦斧を振り上げた。


「僕だって、さすがに神様を吸い込めるとは思っていませんよ」


　舜は鏡を蚩尤に向けた。


「ただ、今まで吸い込んだものを、ここで出そうと思ってるんです」


　途と端たんに、巨きよ大だいな蜘蛛くもや大おお蜂はち、蠍さそりなどが鏡から飛び出し、蚩尤にまとわりついた。


　身の毛がよだつような絶ぜつ叫きようが湖に吸い込まれた。


　強力な毒を持つそれらの妖あやかしは、先刻、炎招戈に断たれた鎧の隙すき間まに入り込んだり、装そう甲こうに覆おおわれていない顔に貼はりついたりして、傷の癒いえない脇腹や眉み間けんの穴に潜もぐり込んだ。蚩尤はそれを払はらいのけたり、むしり取ったりしようとして、身み悶もだえながら地面を転がる。


「しばらく、戦神の遊び相手になってあげてくださいね。佟韋さんが結界を解いてしまったので、僕は莉由ちゃんたちを守らなくちゃならないんです」


　舜はそう言うと踵きびすを返し、蚩尤の怨えん声せいを背中で聞きながら、莉由たちのもとへ駆けて行った。





　佟韋の歌声が洞どう窟くつにこだました。美しい調べが、波の音を凌りよう駕がして響ひびき渡わたる。


「あの歌を止やめさせろ！」


　水の蛇へびを放ちながら、炅は叫さけんだ。馮夷がおののき、足元の波が崩れかかっていた。


　湖に通じる洞窟から、大勢の夸こ父ほが飛び出し、楓牙たちと戦っていた羌人が振り向いた。


「させぬ！」


　佟韋に向かって走り出した羌人の前に、楓牙と累焰が立ちふさがった。夸父の大軍に、煒白が飛び込み、鳳の光の槍が炸さく裂れつする。


　炅が放った水の蛇は、炎招戈に断ち割られ、飛沫しぶきが豪ごう雨うのように舜たちの上に降り注いだ。


『ひゃ～』


　濡ぬれたチャウが、ドンと一気に十倍の大きさに膨ふくれた。楊を始め、子どもたちが目を剝むいて後あと退ずさる。巨大化したチャウに半ば身を隠しながら、佟韋に迫せまる夸父を、舜は鏡で吸い込んだ。


　煒白の一本角が夸父の巨きよ体たいをすくい上げ、他の夸父に投げつけた。二人の夸父が地面に叩たたきつけられ、地じ響ひびきとともにバラバラと石が降ってきた。


『とーい、あぶない！』


　チャウがにゅんと身体からだを伸のばし、佟韋の傘かさになる。


『天てん井じようが崩れかかっている』


　汪李が頭上を仰あおいだ。馮夷の波で地じ盤ばんが緩ゆるんだところへ、煒白、佟韋と夸父との戦いで、馮夷城の土台が傾いてしまったのだ。


『夸父だけでも鎮められればよいのだが』


　虎とらの爪つめを持つ前ぜん肢しで夸父の顔を張り倒たおし、煒白は左右を見回した。まだ百人近くの夸父が、佟韋の周囲を取り囲んでいる。


『もうちょっとだ。何とか保もたせろ』


　佟韋めがけて跳ちよう躍やくする夸父に、光の槍やりを投げながら鳳は言った。その槍は夸父に刺ささって小しよう爆ばく発はつを起こしたが、夸父を倒すほどの威い力りよくがない。


　昼と夜の狭はざ間まの時刻がやって来たのだ。


『日暮れだ。悪い、ちょっとの間、凌しのいでくれ』


　鳳は光の槍を作ることを止め、うつむいた。何が起こったのかと、子どもたちがチャウの陰かげからのぞく。


　鳳の淡い黄色の衣ころもが、黒に近い藍あい色いろに変わり、髪かみをくくっていた紅くれないの巾きんが、銀を散らしたような白になる。


　顔を上げた彼が、少女と見み紛まがうばかりの白はく皙せきの美び貌ぼうに変じているのを見て、立ち直りかけていた子どもたちが再び腰こしを抜ぬかした。


　鸞は、手の中に月のように白く輝かがやく球を作った。高く掲かかげられた月から淡い光の粒つぶがこぼれる。光の粒は宙を漂ただよい、夸父たちを包んだ。それまで煒白並に俊しゆん敏びんだった夸父の動きが鈍にぶくなり、やがて地面にくずおれていく。


「お、お姉さん、何やったの？」


　楊が掠かすれた声で尋たずねた。


『妖だけに効く幻げん術じゆつで、夸父を眠ねむらせたのです。人間には効きませんから大だい丈じよう夫ぶですよ。神にも効きませんが──。それからわたしは、お姉さんではなく、お兄さんです』


　鸞は振り返って、にっこりと笑った。


「あのひよこ──」


　波の上で、炅はギリギリと奥歯を嚙かんだ。蚩尤は妖の毒にやられたのか湖こ畔はんに倒れ伏ふし、楓牙、累焰と戦っていた羌人たちも、立っている者は一人もいない。


　波の音にかぶさって、朗々と佟韋の歌声が響く。


「こうなったら、馮夷城ごとぶっ潰つぶしてやる！」


　炅は、手の平に大量の水を集めた。湖がうねり、水柱が上がって彼の周囲で螺ら旋せんを描えがく。


「止めろ！」


　晄は目を剝いた。汪李が炅に向かって急降下する。


　炅は、天井に向かって巨大な竜たつ巻まきのような水の蛇を放った。


『つっこむぞ』


　汪李の声に、晄は膝ひざで彼の背を締しめ、炎えん招しよう戈かを握にぎり直した。牙きばを剝いて迫る巨大な蛇の頭を、晄は渾こん身しんの力を込めて断たち割った。


　水の蛇が天井を砕くだくことは防げたが、蛇の本体である水神馮夷の怒いかりが、圧力となって晄を襲おそった。大量の水を被かぶり、汪李の背から落ちそうになるのを必死で堪こらえる。


　視界の隅すみに、再び水の蛇を作る炅の姿が入り、晄の背筋に悪お寒かんが奔はしった。今、蛇を放たれたら防げない。


『鎮しずまれ、馮夷！』


　突とつ然ぜん、耳をつんざくような大だい音おん声じようが響き渡った。


『たとえ神の末席に連なるものであろうと、泰山を汚けがすつもりならば、滅ほろぼしてくれるぞ！』


「この声は、東岳大帝……」


　晄は声の源を探して辺りを見回した。炅を乗せていた波も、炅の手から放たれようとしていた水の蛇も、岩がん壁ぺきに打ちつけていた水もザーッと湖に戻もどっていく。巨大化していたチャウからも水気が飛び、チャウはしゅるしゅると子犬の大きさに戻った。


　佟韋の勧かん請じように、東岳大帝が応じたのだ。


「くそ──」


　静まり返ってしまった湖面に立ち、炅は歯がみした。その身を無数の寓が包んでいく。


「待て！」


　晄は舞い上がった寓の群れを追おうとしたが、


『まったく、足元が騒さわがしいと思えば』


　その時、中空に少年の姿の東岳大帝が現れた。馮夷はおののき、湖面に小さな波が立つ。


『馮夷は、共工に仕えた川神の一人だったのだ。戦いくさに負け、共工の配下だった神や妖はみな長江へ住み処かを移したが、こやつは水以外の形をとれぬゆえ、中原に取り残されたのだ。今さら河伯に頼たよることもできぬと言うので、ここで眠らせてやっていたのだが、誰だれぞが目覚めさせたらしいな。まあ、どうでもいいことだが』


　東岳大帝は、湖畔の洞穴に吸い込まれる寓の群れを一いち瞥べつすると手の平を湖の中央に浮うかぶ島に向けた。見えない力が手の平から放射され、粉々に砕けていた石が組み合わさって、元通りの祠ほこらになった。祠が封ふう印いんの呪具の役割を果たしていたのか、湖は、以前と同じく銅鏡のようにさざ波一つ立たなくなった。


『この地底湖が埋うまったところで、泰山にとっては履くつの先に傷がつく程度のことだが、西岳大帝に仕える巫ふ術じゆつ師しの歌を聞くのは、なかなか気分がいいので来てやったのだ。有り難がたく思え』


　東岳大帝は、晄に向かってニッと笑った。


　晄は素す直なおに「ありがとうございました」と頭を下げ、汪李は不快そうに鼻を鳴らす。


『立ち直ったようだな』


　東岳大帝は言った。


「え？」


　晄は一度問い返したが、すぐにその言葉の意味に気づき、「はい」と、元気よく返事をした。


　その時、「その神様、命を司つかさどるの!?」と楊たちが切せつ羽ぱ詰つまった様子で湖畔から呼びかけた。


「だったら、お願い、紫央を助けて！」


　子どもたちは地面に両手をつき、東岳大帝に懇こん願がんした。


「紫央が……？」


　見ると、うつぶせに横たわる紫央の背は真っ赤に染まり、彼を囲んで舜や佟韋が慌あわただしげに手当てしている。晄は蒼そう白はくになって、東岳大帝に視線を移した。


「俺を助けようとして、大おお怪け我がをしたんです。どうか──」


　晄は言いかけたが、


『そうそう命数は書き換かえられるものではない。第一、私が預かるのは人の命数だ』


　東岳大帝は紫央を一瞥すると、そう言って姿を消した。





（どういうこと？）


　東岳大帝の言葉の意味がわからないまま、晄は急いで降下した。汪李の背から下り、紫央の傍かたわらに膝をつく。楓牙や累焰も心配そうに紫央をのぞき込んでいた。


　彼は苦しげに眉間に皺しわを寄せ、目を固く閉じていた。呼吸は浅く速く、唇くちびるまで土気色をしている。


「紫央は……？」


　晄は尋ねた。声が震ふるえてうまく喋しやべれない。


「とても危険です。だいぶ血が失われてしまいましたし、普ふ通つうならとうに亡なくなっていてもおかしくない状態です。今から蜂はち鳥どりを連れて来てもらっても、間に合うかどうか」


　佟韋は緩ゆるく頭かぶりを振ふる。


「馮夷の陰いんの気が、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに入り込んでいるんだと思います。昼だったら、鳳君に陽の気を送り込んでもらえるのですが」


　舜は、冷えていく紫央の手足をこする。


「いい、放ほうっておいてくれ……みんな、向こうへ……」


　微かすかな声で紫央が言った。


「気がついた!?」


　楊たちが駆かけ寄って来た。


「来るな！」


　突然の大声に、楊たちはビクッと身をすくませた。


「……頼たのむ。……私を見ないでくれ」


　紫央は地面を搔かくようにして起き上がろうとし、ガクッと倒れ込んだ。


「いったい、何を──」


　わけがわからず、晄はおろおろしたが、


「楊君もみんなも、向こうへ行っていてください。煒白殿どの──」


　佟韋にはわかっているのか、煒白に子どもたちを紫央のそばから離はなすように言った。煒白は人ひと形がたに変へん化げし、両りよう腕うでを広げて子どもたちを抱かかえこんだが、子どもたちは紫央の名を呼びながら、腕うでから逃のがれようともがく。


「佟韋、いったいどういう──」


　晄は言いかけ、ハッと目を瞠みはった。


　紫央の全身に黄金こがね色いろの毛が生え始めていた。爪つめがもの凄すごい速さで伸のび、その爪で地面を搔き、彼はまた起き上がろうとする。


「妖あやかし……？」


　晄たちは呆ぼう然ぜんと紫央の変へん貌ぼうを見守っていた。煒白も振り返り、彼の腕の中で子どもたちも目を見開いて紫央を凝ぎよう視しする。


　耳の先が尖とがり、長く細い尾おが生えた。眉まゆは薄うすく、目め尻じりは長く切れ込み、人には近いが、晄とは似ても似つかない顔になる。薄く開いた唇から、尖った犬歯がのぞいた。頭の形が変わったせいか、眼帯が外れる。


『見ないでくれ……、この姿を、どうか……』


　苦しげに絞しぼり出す声も、晄には完全に聴きき分けられるようになった。


「晄ちゃんに似てたのは、変化だったから……」


　舜と莉由は瞠どう目もくしたまま、紫央の顔を見つめる。


「命にかかわるほどの怪け我がを負ったために、変化を保っていられなくなってしまったのです」


　佟韋は言った。


「紫央、死んじゃいやだ！」


　楊たちが、煒白の腕をすり抜ぬけて紫央の枕まくら元もとに膝をついた。口々に紫央の名を呼んで、黄金色の毛に覆おおわれた身体からだにすがりつく。


『楊……みんな……』


　紫央は薄うす目めを開けた。その眼めは左目が赤。眼帯をしていた右は紫むらさき色いろをしていた。


「俺たちには父さんも母さんもいないんだよ。紫央が父さんと母さんの代わりだったんだよ」


　楊の両眼から、大おお粒つぶの涙なみだが落ちた。


「紫央が死んだら、俺はどうすればいいんだよ。頼むから、そばにいてよ。置いて逝ゆくなよ」


　十二、三歳という年ねん齢れいで、数十人の子どもたちを率い、精せい一いつ杯ぱいの威い勢せいをふるって生きてきた少年が、人目もはばからずに泣いた。


『でも、私は妖だ……』


「妖だとか人だとか、そんなこと関係ないよ。紫央は紫央だよ」


　楊は泣きじゃくりながら言った。


「仮面の兄ちゃんが乗ってたやつなんか、すごい顔してたけど、いい妖だよ」


　やや年少の子どもが、汪李を指差した。
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『すごい顔』


　人形に変化して、遠巻きに紫央の様子を見ていた汪李は、突然の指名に目を瞬またたいた。


『……みんな、ありがとう』


　彼の紫色の目から涙がこぼれた。


『陝邑侯こうは御ご無ぶ事じですか？　そこにおられますか？』


　焦しよう点てんの定まらない目で、紫央は晄を捜さがした。


「ここにいるよ。ごめん、俺のせいでこんな怪我をさせて」


　晄は紫央の顔をのぞき込んだ。


『よかった……。陝邑侯にお願いがあります』


　紫央は、弱々しい笑えみを浮かべた。








『私の正体は、雍和という妖です』


　焚たき火のそばで横になったまま、紫央はポツポツと語り始めた。無理して喋らないように晄は言ったのだが、彼はどうしても今伝えたいと言ってきかなかったのだ。


　その間にと、佟韋と汪李は桃林へ蜂鳥を連れに行き、煒白は陝邑へ治ち療りようのための呪具を取りに行った。子どもたちとチャウは、焚き火の傍らで眠ねむっている。


「雍和って、赤い眼の妖ですよね。なぜ片方が紫なんです？」


　舜が尋たずねた。


『生まれつきの、できそこないなんです。雍和は変化を得意とする種族なのに、この右目は変化しても紫のままです』


　紫央は薄い笑みを浮かべた。


『できそこない……』


　一羽でありながら二羽に生まれた鸞が、嚙かみしめるように呟つぶやく。


『一族から疎うとまれ、もちろん人間からは忌いみ嫌きらわれました。人は雍和が現れると戦いくさが起こると信じていますから』


　実際には、並外れた変化の能力を持ち、優すぐれた治ち癒ゆの術が使えるために、人間が雍和を戦に連れて行くのであって、雍和が戦を起こすのではないのだそうだ。


『けれど、関玲様だけは、私を慈いつくしんでくれました……』


　紫央は遠い目をした。


　幼い時に馮夷城に捨てられた彼は、時折、王都へ行って食べ物などを盗ぬすんでいたが、十六年前──尭の一家が館やかたを出て間もなくの頃ころ、嬉氏の屋や敷しきへ盗みに入り、舜の父、尭の作った呪具にひっかかって捕つかまってしまったのだという。


『普通ならば、その場で滅ほろぼされるところを関玲様は罪を問わず、館に住まわせてくださいました。捨てざるを得なかった孫と、捨てられた私とが重なったのかもしれません』


　楓牙がハッと顔を上げ、紫央と晄とを交こう互ごに見た。


『右目が紫だったので、関玲様は私を紫央と名づけてくださいました。関玲様は実の息むす子このように私を慈しんでくださいましたし、私も本当の息子になりたかった……』


　妖が人形を得るには、人間との心の交流がなくてはならない。その人が妖に対して抱いだいた心象と、自分がなりたいと思う姿が一いつ致ちした時、初めて人に変化できるようになるのだ。


『私は関玲様によって人形を得ました。私の顔は関玲様の御ご息女、つまり南庚王の正せい妃ひ、杏玲様に似ているはずです。だから、私と陝邑侯はよく似ているのだと思います』


「晄……お前」


　知っていたのかと、楓牙は、唇くちびるを震ふるわせて晄を見つめた。


「俺、南庚王の息子だったんだってね」


　晄は、蘇よみがえってくる切なさを抑おさえ、無理に笑った。舜は目をそらし、莉由はうつむく。


『やはり……。陝邑侯に初めてお会いした時、そうではないかと思いました』


　それで、朝礼後の宴うたげで晄を関玲に紹しよう介かいし、確かめようとしたのだという。


『できることなら名乗ってほしいと思っていましたが、陝邑侯は御自分の出自を御ご存ぞんじなかったのですね』


　いつか、関玲に打ち明け、彼を安心させてほしいと紫央は言った。


『陝邑侯、……どうか王になってください』


　紫央は訴うつたえるように晄を見つめた。


　楓牙は目を瞠り、舜は目を伏ふせた。けれど、どちらも何も言わなかった。


『我が主あるじ、関玲様の望みを、私は叶かなえたい……。そして私も、陝邑侯が王であったらと……心から願っています。王になって、この子たちを救ってください』


「だから、俺を助けようとしたの？　自分だって死ぬかもしれなかったのに……、現に、君、大おお怪け我がしたし」


『王になるべき人を死なせたくなかった……』


「俺には、そんな価値は……」


　自分は王の器うつわではないと思っているし、仮に王になろうとすれば、王位争いが始まる。陽甲の病に鬼方との戦など、いくつもの難題を抱かかえているこの国を、さらに混乱させることはできない。第一、章玄や炅に命を狙ねらわれている間は、王にはなれない。


『お願いです。約束してください。どうか、王に──。今すぐにとは言いません。いつか……、あなたが戦っている相手と決着をつけてからでも……。私も力をお貸ししますから』


　晄は答えなかった。そんな不確かな約束はできない。


『たとえ、死ぬかもしれない相手でも、噓うそをつきたくないのですね……。陝邑侯らしい』


　紫央は微笑ほほえんだ。


「ごめん、紫央。命を助けてもらったのに。俺、君のために何にもできなくて」


『構いません。もしも、生き存ながらえることができたら……、いいえ、絶対に生き延びて……私はあなたを王にしてみせます』


　言いたかったことを、すべて言い尽つくしたのだろう。紫央はやがて目を閉じ、眠りに落ちた。


　しばらくの間、誰だれも口をきかなかった。焚き火の炎ほのおを見つめ、それぞれの思いを嚙みしめる。


　長い夜だった。


　紫央の息づかいに耳を澄すませながら、佟韋と汪李、煒白の帰りを待ちわびた。


　彼らが戻もどって来たのは、明け方近くだった。治癒の力を持つ蜂はち鳥どりが紫央の傷をふさぎ、舜の呪具で陽の気を作って、失った血を増やした。日の出とともに、鳳が陽の気を直接紫央の体内に送り、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷにしみ渡わたった陰いんの気を追い出す。


　妖あやかしだからなのか、生きなければならないという気力なのか、紫央は信じられない生命力で、危き篤とく状態から脱だつした。子どもたちが目を覚ます前に、彼は人ひと形がたをとることさえできたのである。


「紫央!!」


　目覚めた子どもたちは、一いつ斉せいに飛びついた。


「心配かけたね」


　声までが人間と同じ響ひびきになっている。


『うらやましいことだ。妖でも構わないと言われたというのに』


　変へん化げの苦手な汪李がぼやくと、


『おーりもひとがたになってみたいの？』


　チャウに真ま面じ目めに訊きかれ、すでに人形をとっていた汪李は返答に窮きゆうした。




　六　遙はるかな道







「陽甲王の十七祀し正月、壬じん午ごの日に累焰が卜ぼくす。貞とう。楓牙王子の未来さきやいかに」


　累焰は亀きつ甲こうに刻んだ孔あなに、灼やいた青銅の棒を押し当てた。乾かわいた音を立てて、亀甲にひびが入る。


　深夜である。欠けた月に照らされ、凍いてついた黄河が黄金こがね色いろに輝かがやいていた。泰山北ほく麓ろくの陣じん営えい、天幕の外で、累焰は月明かりに亀甲をさらし、ひびにじっと目を凝こらす。


「まだ起きていたのか」


　天幕の中から楓牙が外に出て来た。


「疲つかれをとっておかなければ、戦いの場で判断を誤るぞ」


　楓牙は裘かわごろもの襟えりをかき合わせ、累焰の隣となりに腰こしを下ろす。眼下の黄河には、宿営する鬼方軍が黒い帯のように小さく見えた。


「今いま頃ごろ何を占うらなっていたのだ？」


「楓牙様の未来さきを──」


「そんなものはしょっちゅう占みているではないか」


「明日の戦は勝つか、来月は亳邑に帰れるかなど、近い未来さきは頻ひん繁ぱんに占いまするが、遠い未来さきは占みたことがなかったのでございます」


　累焰は居住まいを正すと、深々と叩こう頭とうした。


「申し訳ございませんでした」


「いきなりなんだ？」


「朝礼の前日、利條様のお屋敷から戻った後、わたくしは王城に結界を張りに参ったのでございます」


「ああ、土神の力が働いて、晄が南門をくぐれなくなった、あれか」


　累焰の矢が減っていることを詰きつ問もんし、それが原因で喧けん嘩かになったのだ。


「やはり利條殿どのは、晄を参朝させたくなかったのだな」


「晄殿に憑ついている共工の気は、主上の心の病を悪化させる恐おそれがあると、心配しておいででした。取り越こし苦労でございましたが」


　陽甲に憑いているのは共工の核かくだと、累焰は言わなかった。再び利條に口止めされたこともあるが、齊牙を失ったばかりの楓牙に、これ以上の痛手を与あたえたくなかったからだ。


「そんなことだったのか」


　羌人の仲間に頼たのまれたという累焰の言葉を半ば信じて、本気で腹を立てたことを思い出して、楓牙は苦く笑しようする。


「昨年の暮れ、莉由殿が拐かどわかされた時、楓牙様に届くはずの望ぼう乗じようの知らせを差し止めておいたのも、わたくしでございます」


「やはりな。占せん術じゆつに長たけたお前のことだ。事前に望乗がやって来ることを占みて、私の代わりに簡を受け取り、握にぎりつぶしたのであろう」


「なれど、わたくしは望乗を殺しても術をかけてもおりません」


「わかっている。おそらく馮夷城で襲おそって来た羌人たちの一派だろう」


　炎えん招しよう戈かに仇あだ為なす者がいる──。


　小こ化か蛇だが汪李にそう言って知らせてきたのは、鬼方来らい襲しゆうの当日だったという。羌方は、大規模な望乗の組織を作り、晏仲や各かく邑ゆうの領主が使う望乗を襲って、情報を奪うばったり偽にせの情報を流したりしていたのだ。羌人は強い呪じゆ力りよくを持つ者が多く、呪じゆ術じゆつや占術を使って情報操作されたり、呪じゆ詛そをかけられたりしたら、殷の望乗は敵かなわない。楓牙が放った望乗も殺されたか物忘れの術をかけられたかしたのだろう。晏仲や脩牙の望乗も同じ運命を辿たどったに違ちがいない。


「一時は、お前を疑ったし、裏切り者呼ばわりもした。済まなかったな」


「いいえ。そう仕向けたのはわたくしでございます。単に癇かん癪しやくを起こしたのだと、わかっておりましたよ。幼い頃ころから、楓牙様は激情家でございましたから」


「敵わんな。私はいつまでもお前の手の平の上か」


　楓牙は苦笑した。けれど、彼の手の上にいるのは嫌いやではなかった。心を開き、安心できる唯ゆい一いつの場所がそこだった。家族を知らず、友と呼べる相手にも恵めぐまれなかった楓牙にとって、累焰は父母であり兄であり、唯一背を預けられる朋ほう友ゆうでもあった。彼がいてくれなければ、自分は前へ進めなかっただろう。


（甘え過ぎているな。私は、累焰に……）


　楓牙はかじかむ手に息を吹ふきかけ、空を眺ながめた。風のない夜空に月が照っている。鬼方と戦いくさの最中だということが、噓のような静けさだった。


「私を晄から離はなしたかったのか？　神々の戦いに巻き込まれないように」


　楓牙は穏おだやかな笑えみを浮うかべて尋たずねた。


「はい」


　累焰はうなずいた。


「馮夷城でも言ったが、確かに私は神々の戦いにかかわれるような力を持たない。だが、戦力になるだけが支えではないだろう。もしもお前が呪力を失って占術ができなくなり、片かた腕うでを失って弓が引けなくなったとしても、私はお前に、そばにいてほしいと思う」


「楓牙様……」


　累焰の瞳ひとみが揺ゆれる。


「同じように、私は晄のそばにいてやりたい、せめて心の支えぐらいにはなりたいのだ」


　幼い頃の誓ちかいに縛しばられ、十七年近くも御み子この行く末を案じていたのも、御子の幸せを願っているのも事実だ。けれど、それだけではない。


「晄はすべての命を大切にする。人も妖も、味方も敵も──。おそらく私は、未いまだに母の死を納なつ得とくしていないのだろう。だから、命あるものすべてを大切にする晄に惹ひかれるのだと思う。それではだめか？」


「いいえ、御ぎよ意いのままに」


　累焰は緩ゆるく頭かぶりを振ふった。


　鬼方は章玄と手を結んでいる。そこに羌方が加わった。神々の戦に、人の世はすでに巻き込まれてしまったのだ。晄から楓牙を離しても、行き着くところは同じだ。ならば、楓牙の行きたい道を行かせてやりたい。晄とともにあることが楓牙の幸せなら、その願いを叶かなえてやりたい。馮夷城で同郷の兵と戦ってから、そう思うようになった。


「それで占術では何と出たのだ？　私の将来に何が起こる？」


　楓牙は累焰の手にある亀甲に目をやった。


「様々な困難が待ち受けているが、ある程度は願いが叶うと」


「何だ、それではさっぱりわからんではないか。様々な困難とは何なのだ。ある程度とはどの程度なのだ？　せめて、その……嫁よめには、いつ誰だれが来るのかとか」


「さて。占術には現れないところをみると、莉由殿なのか、または一生どなたも嫁とついでいらっしゃらないのか」


　累焰は首を捻ひねった。


「ただ、占術師の勘かんによりますと、男おとこ嫌ぎらいの莉由殿をお妃きさきになさった場合、それは、様々な困難の方に含ふくまれるように思いまするが、いかがでしょうか？」


　彼はしごく真面目に、楓牙の顔をのぞき込んだ。
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「なんか、こうやってみんなで御ご飯はん食べるの、ものすごーく久しぶりじゃない？」


　莉由は粟あわ粥がゆの碗わんを手にして、目をうるうるさせた。


　館やかたの離れで、晄と舜、莉由、佟韋、妖あやかし三人と一いつ匹ぴき、そして紫央と楊は昼ひる餉げを囲んでいた。


『久しぶりってか、三日ぶり』


　鳳は早さつ速そく、莉由お手製の黍きび餅もちを頰ほお張ばる。


「うわ黍餅だ。黍餅なんて、三年ぶり」


　楊の声は上ずっていた。


『人ひと形がたで食事の席に座るのは、三百年ぶりだ』


　馮夷城で莉由に喚よばれた時、彼女が「人形になっても怒おこらない」と言ったのを汪李は忘れてはいなかった。


　馮夷城の警けい戒かいにあたっていた晄たちは、交こう替たいで館に戻もどれることになり、楊が、盗ぬすんだ物を返したいと言って、紫央と一いつ緒しよに荷馬車でついて来たのだ。


　馮夷城内に潜せん入にゆうしていた鬼方兵はあらかた捕とらえ、決して平へい穏おんとは言えないが、馮夷城はある程度の落ち着きを取り戻していた。城内に備び蓄ちくされていた鬼方の兵ひよう糧ろうを配給し、楊たちは取りあえず食べる物に困らなくなっていた。


「みんな無事でよかったわ。汪李と煒白と鳳君と、一応チャウもついてるってわかってても、心配で心配で、毎日、ほんとドキドキだったのよ」


「俺たちは当分の間、最前線に行かされることはなさそうだけど、黄河の東じゃ、三師右軍の小隊と益えきの反乱軍が戦ったらしいよ」


　晄は粥をすすりながら、重い溜ため息をついた。


「羌方が鬼方と手を結んだとなると、西の守りが不安です。早く桃林へ戻りたいのですが」


　佟韋の顔も暗い。黄河で繰くり広げられている殷と鬼方本隊の戦せん闘とうは、膠こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいり、戦は長引きそうだった。


「早く終わってほしいわ。戦なんかしたって、何にもいいことないのに。何で男って戦いたがるのかしら」


　莉由は匙さじを握り締しめて一同を見回し、『そう言われても……』と、戦うために創つくられた神しん妖よう煒白は、大きな身体からだを縮こませる。


「死んだ俺の母ちゃんも、よく同じこと言ってた。……戦がなかったら、今いま頃ごろはこうやって父ちゃんと母ちゃんと弟と、みんなで昼飯食ってたんだろうな」


　楊は洟はなをすすり、昼餉の席を見回す。


「なんか、紫央と陝邑侯こうが親子に見えるよな。陝邑侯の兄ちゃんと姉ちゃんは似てるけど、陝邑侯はあんまり似てないし」


　晄が舜と莉由とは血のつながりがないことを知らない彼は、無む邪じや気きに言った。


「親子ってのは、紫央に悪いよ。俺が三歳ぐらいだったらそう見えるかもしれないけど」


　晄は笑った。


「今でも可愛かわいいけど、三歳ごろの晄ちゃんて、可愛かったのよー。何でもあたしの真ま似ねをしたがって」


　莉由は懐なつかしそうに言った。


「そうそう、僕とお父さんが勤めに出ようとしたら、泣いて後を追っかけて来るので、しょうがないから、工こう房ぼうに連れて行ったこともあるんですよ。僕が青銅器の型を彫ほってたら、真似して隣となりで泥どろ団子をほじくってましたっけ」


　舜も、ほんわりと目を細める。


「もう一回、晄ちゃんを育てたいわー」


「紫央と結けつ婚こんすれば、陝邑侯みたいな子が生まれるんじゃない？」


　何気ない楊の言葉に、晄と舜、妖三人は固まった。


「いや、私は妖だし、この顔は変へん化げだから、陝邑侯に似た子が生まれるとは……」


　そう言う紫央は、頰ほおを赤らめている。


「そうねぇ。晄ちゃんみたいな子どもだったら産みたいかも」


　てっきり、莉由が怒りだすと思っていた晄たちは、『「ええーっ！」』と目をまん丸に見開いたが、その次の「夫はいらないけど」という言葉に『「よかった、いつもの莉由だ」』とほっと胸をなでおろす。


「そうしたら、俺は叔父おじさんか。弟がいたらいいなーと思ったことは何度もあるけど」


　晄は、三歳ぐらいの自分そっくりの男の子を思い浮かべてニヤニヤした。


　その時──。


『あれあれあれ～』


　と、チャウが頓とん狂きような声を上げ、晄たちは、一いつ斉せいにチャウを振り向いた。


　ポンと鼓つづみを軽く叩たたくような音がして、一いつ瞬しゆんのうちにチャウの姿が三歳ぐらいの男の子に変じた。しかも、その顔は晄にそっくりだ。


『「チャウ!!」』


　その場にいた全員が、碗と匙を持ったままダッとチャウを取り囲んだ。


「ど、どうしたの……？」


　晄は、自分そっくりの幼子の顔をのぞきこんだ。


『わかんなーい、いきなりこーなった』


　チャウは、特に人間になろうとしたわけではないという。


「俺が、もしも弟がいたらって想像したせい？」


「あたしは、晄ちゃんそっくりの子どもを産んだらって思ってたけど」


「僕は、晄ちゃんが小さい時のことを思い出していましたよ」


　晄と莉由と舜は顔を見合わせた。


「つまり、三人同時に、三歳ぐらいの晄の姿を思い浮かべたわけですね。おそらくその心象が、チャウの無む垢くな心に入り込んだのでしょう」


　佟韋の静せい謐ひつな目が、じっとチャウを見つめる。


「これが、大人が言ってる愛の結けつ晶しようってやつ？」


　楊は、まだ目を丸くしていた。


『それ、意外に当たってるかもな』


　鳳は笑った。


　莉由は、「かわい～。懐かしいわ」と、チャウを抱だき上げた。晄と舜も、莉由に寄り添そうようにして、彼女に抱かれたチャウをのぞき込む。


「といっても、晄ちゃんが三つの時、あたしは六つか七つだったから、こんな簡単には抱だっこできなかったけど。お父さんとお母さんがいて、お兄ちゃんとあたしと、晄ちゃんと……。楽しかったし、幸せだったわ。貧びん乏ぼうだったけど……」


　莉由は遠い目をして微笑ほほえんだ。


　野の薔ば薇らの咲さく丘おかで山菜を摘つみ、煌きらめく黄河のほとりで魚さかな釣つりをし、家族で食しよく卓たくを囲み──。晄も父母と暮らしていた頃ころのことを思い出す。


「俺、今も舜兄や莉姉に可愛がってもらってるけど、父さんや母さんにも、ずいぶんと可愛がってもらってたよね。舜兄や莉姉と同じように……」


　晄は普ふ通つうに笑ったつもりだったのだが、舜や莉由には寂さみしげに映ったのかもしれない。


「いやね、晄ちゃん。そんな他た人にん行ぎよう儀ぎな言い方しないでよ」
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「末っ子っていうのは可愛いものですよ」


　舜と莉由の笑えみは優やさしかった。


「俺……、父さんの息むす子こだってずっと思ってていいのかな、舜兄と莉姉の弟だって、思ってていいのかな？」


　自分が南庚の子だと知ってから、心の中にしまったまま、なかなか訊きけずにいた疑問だった。齊牙の死や鬼方との開戦、馮夷城の戦いなどの事件に紛まぎれ、じっくり話す機会もなかったし、舜と莉由がそれまでと同じように接してくれたので、自分も自然といつも通りに振ふる舞まえるようになっていた。けれど、その思いは心の底に澱おりとなって、いつまでも消えずにいたのである。


　舜と莉由は目を瞠みはり、晄を見つめた。


「このまま、弟として舜兄や莉姉のそばにいて……いいのかな？」


　消え入りそうな声で、晄は再び尋たずねた。


「馬ば鹿かね……当たり前じゃない」


　やがて、莉由は小さな声で言った。その目は微かすかに潤うるんでいた。


「あたしの方が訊きたかったわよ。ずっとあんたの姉でいてもいいかって……」


「今頃というか、今さらというか、何を言ってるんです。晄ちゃんは今までも、そしてこれからも、僕たちの可愛い弟ですよ」


　舜はそう言って晄と莉由の背に手を回し、自分の胸に抱き寄せた。


　変わらない──。


　晄は、舜と莉由の肌はだの温かさを感じながらそう思った。


　自分が南庚の子であることを否定するつもりはないが、やはり自分の家族は舜と莉由なのだ。


「俺、舜兄と莉姉の弟でよかったよ……」


　ほーっと肩の力を抜ぬいて、晄は呟つぶやいた。








『にほんあしであるくの、むずかしー』


　昼ひる餉げが済むと、早さつ速そくチャウは歩行訓練を始めた。


「上手、上手」


「初めての人ひと形がたで、これだけ歩ければりっぱですよ」


「きゃー、気をつけて。間ま違ちがっても水みず瓶がめに突つっこまないでよ」


　晄たちは、よちよち歩くチャウを囲んで大おお騒さわぎする。


『おれは、初めて人形になった時、そんな歩くことに苦労しなかったぜ』


　本ほん性しようでも二足歩行の鳳は、盛り上がる兄弟を呆あきれたような眼まな差ざしで見守った。


『我の本性は手も足もないが、初めて人形になった時、すぐに走れたぞ』


『妖あやかしとしての年季が違ちがうからだろう。そんなことで張り合うな』


　ちょっぴり自じ慢まんそうな汪李を、煒白は横目で見る。


　よろよろしながらも、しばらくはがんばって歩いていたチャウだが、突とつ然ぜんバッタリとうつぶせに倒たおれてしまった。


「あらまあ、大だい丈じよう夫ぶ？」


　莉由は急いでチャウを抱き起こす。


『いたーい』


　本物の幼子のように泣きはしなかったが、チャウのおでこにはコブができていた。それを見て、鳳が、『おお、人間ぽい』と感心する。


「どれどれ」


　紫央はチャウのおでこに治ち癒ゆの力を持つ手の平をかざした。当然、五尺以内だが、可愛かわいいチャウのためならそこは我が慢まんする。そこへ、


「晄が帰って来ているそうだな」


　楓牙が部屋の戸を開けた。


　彼がそこで真っ先に目にしたのは、晄によく似た幼子を莉由が抱き、その傍かたわらで晄によく似た男、紫央がその幼子をあやしている姿だった。


「ななな何ーーっ!!」


　楓牙が、しばし恐きよう慌こう状態に陥おちいったのは言うまでもない。








「いや、びっくりした。まだ心臓がドキドキしている」


　楓牙は、前に置かれた觥さかずきを取り、渋じゆう面めんを作った。


「いきなり莉由ちゃんが三歳児を産むわけがないでしょう」


　舜は、自分の觥に酒を注ぐと、晄の觥には薑はじかみ湯ゆを注いだ。


「あの子は、舜兄と莉姉と俺の、愛の結晶らしいよ」


　晄は、熱い薑湯を吹ふきながら嬉うれしそうに笑った。


　離はなれの窓辺から柔やわらかい日が差していた。この季節には珍めずらしく暖かい午後だった。晄と舜、楓牙の三人は、しばし無言でのどかな一時を味わう。莉由と累焰、妖三人組は隣りん室しつで人形のチャウと遊んでいる。楓牙が三人だけで話したいと言ったからである。紫央と楊は、先刻馮夷城へ帰って行った。


「……偃氏が、三師中軍の陣じん営えいにまで私を訪ねてきた」


　一いつ杯ぱい目の觥が空になる頃、ようやく楓牙は口を開いた。


「王様になれとか言われて、困ってるんでしょう？　そんなことだろうと思っていました。三師の参さん謀ぼうを務めている王子様が、わざわざ晄ちゃんの帰宅に合わせて泰山北ほく麓ろくの陣営を抜け出して来るぐらいですものね」


　舜は、静かに觥を傾かたむける。


「そうなの？」


　晄は尋ねた。


「こんな事態になっても、主上は後宮にこもって酒さけ浸びたりだという。董氏は主上の御ご譲じよう位いに向けて動き始めているのだが」


　董氏の中でも、王位第一継けい承しよう者となった聡牙が次代の王になるのが筋だと言う者と、人望の厚い脩牙の即そく位いを望む者とで真っ二つに割れているという。


「偃氏は、立つなら今だと──」


「俺も楓牙に王様になってほしい」


　晄は言った。


「私は庶しよ子しだ。王位の継承権もないのに名乗りを上げれば、謀む反ほんと見なされる。間違いなく董氏と偃氏とが戦いくさを始めるだろう。これ以上、血を流したくはない」


　楓牙はそう言って、手にした觥に目を落とし、しばし沈ちん黙もくした。彼の中にどんな葛かつ藤とうがあったのか晄にはわからないが、やがて彼は顔を上げ、凜り々りしい眼めで晄を見つめた。


「晄──。私はお前に王になってほしい」


　楓牙が、いつかそう言うのではないかと、晄は予期していた。


「でも、俺には、そんな実力も才能もないし、章玄や炅に命を狙ねらわれてるし」


　ずっと考えていた言葉を、晄は口にした。


「戦が起きたのは、章玄が鬼方や羌方を利用して俺を殺そうとしてるからだ。章玄は手段を選ばない。関係ない人を平気で犠ぎ牲せいにする。俺なんかが王になったら、国中が俺と章玄や炅との戦いに巻き込まれることになる。だから、俺は王にはなれない。俺が今やらなくちゃならないのは、章玄を倒して、炅から共工の気を祓はらうことだもの」


「なりたくないのではなく、なれない──か」


　楓牙は、嬉しそうに微笑ほほえんだ。


「なんでそこで喜ぶんです。南庚王の御み子こにまだ執しゆう着ちやくしているんですか？」


　舜は冷たい視線を楓牙に送る。


「そうではない」


　楓牙は舜の視線を穏おだやかに受け止めた。


「確かに、私はずっと夢見てきた。常にそばにいて、御子を守り、御子を助け、ともにこの国を導いていきたいと──」


　幼い頃ころの夢をずっと引きずってきたと、楓牙はそう言って目を伏ふせる。


「私は晄と同じく、祭さい祀しに人を犠牲にしない、戦のない、すべての民たみの命が大切にされる国を作りたい。だが、私自身の手ではそれを叶かなえることはできない。私には王になる資格がない」


「王位の継承権を持たないから？　そんなこと気にしなくても……」


　晄の問いに、楓牙は「いや」と、小さく頭かぶりを振った。


「私は殷の民の暮らしを守るためと言って、戦を指揮し、敵兵の命を奪うばい、味方の兵を犠牲にしてきた。今もそうだ……」


　凍こおった黄河の上には、何百という兵が冷たい骸むくろとなっているだろう。戦だけではない。捕とらえた盗とう賊ぞくを処しよ刑けいし、氏族の争いを収めるために暗殺を命じたこともある。王位の継承者として名が挙がっている脩牙も同じだ。


「なぜ、黄帝と河伯は、禹王湯王が持っていた炎えん招しよう戈かをお前に与あたえたと思う？」


　楓牙は顔を上げ、晄を見つめた。


「……共工を滅ほろぼすには、炎招戈の炎が必要で、その炎はすごく危険で、汪李がついてないと全部が焼き尽つくされてしまうからって……」


　言いながら、禹王と湯王が王になったのはなぜだろうと、晄は思った。王になることと、共工を倒すことは別の話だ。


「黄帝や河伯が真に望んでいることと、私の思いが同じかどうかはわからない。だが、お前は、お前を憎にくみ、殺そうとしている炅さえも救おうと思っている。お前は誰だれかの幸せのために、別の誰かの幸せを奪おうとはしない。そういう心根の者が炎招戈の使い手に選ばれ、禹王湯王は、民から望まれて王になったのではないか？」


「選ばれ、望まれる……？」


「私の思い描えがく国を作れるのはお前だけだ。南庚王の御子であることとは関係なく、人の心を思いやり、すべての命を大切にできるお前なら、必ずやり遂とげる」


　もちろん、現実には、血を流さなければ前へ進めないこともある。軍に身を置き、領主として邑ゆうを治めてきた楓牙には、そのこともよくわかっていた。


（もしも、どうしても何かを犠牲にしなければならない時には、私が手を下す）


　邁まい進しんする王の前の道を切り開き、歩むべき道を指し示す──。それが自分の役割だ。


「もちろん、今すぐにとは言わぬ。章玄との決着をつけなければならぬことは、私もよくわかっている。ただ、お前と舜に、私の思いを伝えておきたかったのだ」


　楓牙は、力強く優やさしい眼で晄を見つめた。


「うん。ありがとう、楓牙」


　自分が王にふさわしいとは思えない。けれど、章玄と炅との決着をつけたら、すべての人が笑って幸せに暮らせる国をつくるには、どうするのが一番いいのか考えてみたい。


「ぐじぐじと御子との思い出話を語るようなら、怒ど鳴なりつけてやろうと思っていましたのに、何だか拍ひよう子し抜ぬけしちゃいました」


　舜は肩かたを落として浅い吐と息いきをつく。


「舜、お前には礼を言わなくてはな。晄を、ここまでよく育ててくれた」


　邪じや気きのない笑え顔がおを向けられ、


「晄ちゃんは僕の弟なんです。育てるのは当たり前のこと。お礼なんて筋すじ違ちがいですよ」


　舜は忌いま々いましそうに楓牙を一いち瞥べつすると、觥を口に運んだ。
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「利條、儂わしだ。どうした？」


　晏仲は霊れい廟びようの扉とびらを叩たたいた。普ふ段だんは晏仲の方に用事があって霊廟を訪おとずれるのだが、珍しく今日は、晏仲が利條に呼び出されたのである。


　利條は戸を開け、晏仲を廟内へ招いた。晏仲が扉を叩くまで呪じゆ術じゆつを行っていたのか、祭さい壇だんの簋きの上には供く物もつの肉から湯気が立ち、剣けんや鉞まさかりなどの呪具が置いたままになっている。


「董氏が、主上の御譲位を前提に、聡牙様脩牙様のどちらを擁よう立りつさせるか、争い始めたようでございますね」


　利條は祭壇の前の席を晏仲に勧すすめ、自分は晏仲の向かいに座した。


「もう占みたのか。で、どちらが王座に就つくのだ？」


「どちらも占せん術じゆつには現れませんでした」


　利條は頭を振ふった。


「何だと？　では、主上はこのまま在位あそばすのか？」


「それもわかりませぬ。主上は病を得てから占術では占みえなくなってしまわれましたから」


　利條は暗い表情で眼を伏せる。


「それゆえ、晏仲様にお話ししておかねばと思い、御ご足そく労ろういただきました」


　彼は苦く渋じゆうに満みちた声で告げた。


「主上に憑ついているのは、共工の核かく、すなわち意思そのものにございます」


「何と──!?」


　晏仲はしばらく口がきけなかった。手足が震ふるえ、冷や汗あせがどっと噴ふき出てくる。


「このまま主上を王に奉たてまつれば、国が滅びましょう」


「で、では、主上を弑し逆ぎやくせよと……？」


「今すぐにとは申しませぬ。いずれ、神を弑しいするとなれば炎招戈でなくては叶わぬこと。なれど、晄に王殺しの罪を着せるわけには参りませぬし、これ以上国を混乱させることもできませぬ。新しく王を立て、しかるべき手順を踏ふんだ後のことと存じまする。それを晏仲様にお願い申し上げたいのでございます。どうか、主上の御おん身みが傀かい儡らいになってしまわれる前に──」


　利條の声は暗く、冷たかった。努めて平然を装よそおっていることがありありとうかがえる。


「何ということだ……。主上が……何ということだ……」


　漏もれてくる嗚お咽えつを止めようと、晏仲は手の平を口に当てた。けれど耐たえきれず、彼はぶわっと涙なみだを溢あふれさせた。


　軍ぐん籍せきに身を置いていた時から子家に仕え、陽甲が幼い時からその成長を見守ってきた。彼が即位してからは、彼とともに国を導こうと粉ふん骨こつ砕さい身しんして尽くしてきた。


　その陽甲が、国を滅ぼす神に憑かれ、彼を殺すために自分が働くことになろうとは──。


　晏仲は唇くちびるを血が滲にじむほどに嚙かみしめ、腕うでで顔を覆おおって慟どう哭こくした。





　　　　[image: ]





「あれだけお膳ぜん立だてしてさしあげたのに、なぜ、晄を殺せないの」


　梓羅々は、鑑かんの中の章玄に向かって渋じゆう面めんを作った。


　蚩尤と夸こ父ほを召しよう喚かんしたのは章玄だが、馮夷を目覚めさせ、馮夷城内を神気で満たして、妖あやかしの動きを封ふうじたのは梓羅々だった。念のため、莉由の声が赤せき龍りゆうに届かないように結界も張った。


　──東岳大帝を勧かん請じようされてしまったからだ。佟韋の声も通さぬようにすべきだったな。


「そのようなことになる前に、殺す余よ裕ゆうはあったはずですわ。あなたも一いつ緒しよに戦えばよろしかったのよ、章玄殿」


　梓羅々はつんと横を向く。


　──鑑の向こうで寝ねるしか能がない者とは違ちがい、人間の戦いくさも取り仕切らねばならぬゆえな。


　平然と章玄は応おう酬しゆうする。


　──次の手を打たねばならん。炅はすでに盤ばん龍りゆう湖こへ送り込んだ。


「盤龍湖？」


　──懐なつかしい地であろう？　湯王との戦はたしか──。


　三百年前の負け戦の話を持ち出され、ムッとした梓羅々は鑑の水をかき回して章玄の気配を消した。


「ああ、そうだったわ。盤龍湖には彼女がいたのでしたわね」


　揺ゆらぐ水面に映るおのれの姿を見て、後おくれ毛を撫なでつけながら、ふと梓羅々は呟つぶやき、


「それも一興かしら。あそこは長江の水が支配する地──。河伯の加護も届きますまい」


　クス、と薄うす紅べに色いろの唇に艶つややかな笑みを浮うかべた。




　終







「チャウ、見っけ！」『きゃー』


　パタパタと、子どもたちと人ひと形がたのチャウが走り回る音が青空に吸い込まれる。


　馮夷城前の松の森である。城の東の入り口で歩ほ哨しようを務めていた晄と佟韋は、チャウと一緒に森の中で遊ぶ子どもたちを微笑ほほえましげに眺ながめていた。


　そこへ、二騎きの馬影が松の木を縫ぬうようにして近づいて来た。楓牙と累焰である。


「どうしたの？」


「中師将軍が負傷されたのだ。紫央はいるか？」


　という楓牙の声に、「呼んで参ります」と佟韋が馮夷城の中へ駆かけ込む。


「将軍は大だい丈じよう夫ぶ？　戦はどうなってるの？」


「将軍の傷は命にかかわるほどではないが──」


　馬を止め、楓牙は険しい顔で言った。黄河の戦線では膠こう着ちやく状じよう態たいが続いているという。しかし、鬼方には也真がいる。彼がこのまま兵ひよう糧ろうが尽きるまで単調な攻せめを繰くり返すとは思えないと、楓牙は不安げだった。


「ここはのどかだな」


　彼は騎き乗じようしたまま、森の中で無む邪じや気きに遊ぶ子どもたちを見やった。楊たちがチャウを追いかけ、チャウはきゃーきゃー言いながら、松の間を逃にげ回っている。


「あの子どもは、羌人では？」


　累焰が軽く瞠どう目もくした。楊たちの仲間の中に、服装の異なった子どもたちが交じっていた。


「うん。最近よく一緒に遊んでるよ。南人の子どももいるよ。軍が馮夷城の治安に気を配ってるし、食べ物に困らなくなったからかな、大人が争わなくなったら、子どもたちはあっという間に仲よくなった。子どもたちには国境なんて関係ないもの」


　子どもたちの笑顔を見つめながら晄は言った。


「あの子たちの親は、殷で祭さい祀しの生いけ贄にえになったんだって。だから仇かたき同どう士しって言えばそうなんだけどね。でも、あの子たちにはわかってるんだよ。親が亡なくなってしまったのは、楊たちのせいじゃないってこと。当たり前なんだけど、そういうこと忘れてる人、多いよね」


「ああ、そうだな。だから戦が絶えないのだ」


　楓牙は、累焰を裏切り者と罵ののしった羌人を思い起こす。


「あの子たちも忘れないでほしいし、俺も忘れないでいたい。あの子たちの笑顔も父さんや母さんのことも、本当に大切にしなくちゃならないのは何なのか、忘れないで大人になりたい」


　晄が嚙みしめるように呟くと、


「あの子どもたちが成長し、中原の大地でともに逞たくましく生きていく未来が占みえまする」


　じっと子どもたちの様子を見ていた累焰が、驚おどろきを微かすかに含ませた声で言った。


「本当に大切にしなくてはならないこと──。わたくしも忘れかけておりました」


　累焰は子どもたちを見つめ続ける。彼の脳のう裏りに映っているのは、子どもたちの未来なのか、地下の湖で刃やいばを交えた同どう胞ほうなのか、それとも祭祀の犠ぎ牲せいになったという家族なのだろうか──。


　累焰は晄に視線を移した。


「わたくしも、楓牙様とともに、晄殿のお作りになる未来に賭かけてみとう存じまする」


　その眼まな差ざしは穏やかで温かかった。


「累焰……？」


　晄は目を瞬またたいた。彼が、晄に心の内を見せるのはとても珍めずらしいことだったからだ。楓牙も驚いた様子で、累焰を見ている。


　その時、「紫央殿をお連れしました」と、佟韋が紫央とともに出入り口から駆け出して来た。


（俺が作る未来……）


　紫央を馬に乗せ、慌あわただしく戦場へ戻って行く楓牙たちを見送りながら、晄は、炎えん招しよう戈かの柄つかに手をやった。かつての持ち主、禹王と湯王は、どんな未来を夢見て、何を思いながらこの戈ほこを振るっていたのだろうか。


「誰だれかが俺の夢を叶えてくれるのを待ってちゃだめだ。俺の方から夢に近づかなくちゃ──」


　晄が呟くと、聖なる戈は、まるで晄のその言葉を待っていたかのように淡あわく明めい滅めつして応じた。





　晄を、南方の最前線、盤龍城の警護に就かせよ──。


　陽甲から命令が下ったのは、それから間もなくのことだった。




　あとがき







　こんにちは。夏は目の前ですが、本巻は正月のお話です。季節感がなくてすみません。


　ついさっき、伊い藤とう先生の表紙のラフ画が届きました。晄こうちゃんの指はどうするのかと、期待やら心配やらでワクワクドキドキしていましたが、ちゃんと六本立ってます！　すごいです。累るい焰えんも楓ふう牙がもかっこいいですね！　今回もすてきなイラストをありがとうございました。


　それからなんと、マジコ！先生のコミックスの同時発売を記念して、東方妖遊記のドラマＣＤができるとのことです。うわ～です（まさか、夢では？）。詳くわしくは、東方妖遊記公式ＨＰ、ビーンズ文庫の公式ＨＰを御ご覧らんください。


　この原げん稿こうを書いていた三月、あの大おお地じ震しんが起こりました。地震の直後は、こんな時に原稿を書いていていいのだろうかと思いました。けれど、編集部も製紙工場の被ひ災さいなどで大混乱だったと聞き、その時あらためて、本ができるまでには多くの方々の手がかかっていることに気づきました。書かせていただけたこと、本を出してくださったことを本当に有あり難がたく思います。


　被害を受けられた皆みな様さま、御家族の皆様には心よりお見み舞まい申し上げます。また、被災地が一日も早く復興することを祈いのっております。







村田　栞　　
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　東方妖遊紀行　揺らぐ絆と第六の試練編









チャウ　へんし～ん。みてみて、ぼく、にんげんだけじゃなくて、へびにもなれるようになったんだよー。おーりににてる？　ぼく、かっこいい？


汪李　　土色のまま、とぐろを巻くのは止よせ。我は美しい銀色だ。


晄　　　今回、驚おどろいたことが本当にたくさんあったけど、最後のびっくりは、やっぱりチャウの人形だね。莉りー姉ねえがまた不思議な力を使ったって聞いて、それもびっくりしたけど。


莉由　　そんなこともあったわね。でも前と同じで、全然自覚がないのよ。とにかく晄ちゃんを助けてって、それだけしか思ってなかったわ。


舜　　　愛の力です。さすが莉り由ゆうちゃんです。


晄　　　莉りー姉ねえは楓ふう牙がのお兄さんたちに、嫁よめに来てほしいって言われたんだって？　後宮に上がれとか言われたって聞いて、俺、それもすごくびっくりした。


舜　　　このまま、うやむやになってくれればいいですけどねぇ。


楓牙　　い、いや。そうはいかぬ。早いうちに身を固めておかなければ、脩しゆう牙が兄上が何を言い出すかわからぬし、鬼き方ほう本軍には也や真しんもいるし……。


舜　　　どう身を固めろと？（ジロリ）


楓牙　　そ、それはもちろん……わ、私……。


莉由　　殷いんの王子だろうが、鬼方の左大将だろうが、あたし、男には嫁とつがないわ。


汪李　[image: ]白　（男には？　男以外の何に嫁ぐつもりなのだ……？）


累焰　　莉由殿どののお嫁入り先も案ぜられまするが、晄殿の盤ばん龍りゆう城行きも心配でございます。悪い予感はいたしまするが、何が起こるのか占せん術じゆつでは占みえませぬゆえ。


鳳　　　ぜってー、罠わなだぜ。章しよう玄げんが手を回して、陽よう甲こうに命じさせたに決まってる。


[image: ]白　　盤龍城は、長江水系盤龍湖のほとり。長江には、数多くの共きよう工こう配下の水すい妖ようが棲すんでいる。その筆頭が、汪李の宿敵、鳴めい蛇だだ。危険ではないのか？


晄　　　罠は承知してるよ。でも俺は行く。章玄や炅けいと決着をつけなきゃ──。


汪李　　鳴蛇ごときに後おくれは取らぬ。晄が行くと言うのならば我は従おう。


莉由　　河か伯はくは、長江の水の中でも護まもってくれるの？　ねえ、お兄ちゃん、溺おぼれない呪じゆ具ぐって作れないの？　それが無理なら、せめて水が怖こわくなくなるお守りとか。


舜　　　残念ながら……。それが作れるぐらいなら、晄ちゃんが小さい時に、お風ふ呂ろに入れるの、あんなに苦労しませんでしたよ。


汪李　　やはり、晄は泳ぐ練習をするべきだ。我が手取り足取りつきっきりで特訓してやろう。


晄　　　えー!?　無理！　陝せん邑ゆうのおっきな風呂にも浸つかれないのに、泳ぐなんて絶対無理！


累焰　　神々と戦うよりは、風呂に浸かる方がよほど楽だと存じまするが……。


チャウ　ねえねえ、みてみて、こんどはおさかなにへんし～ん。およいでもいい？


一同　　だめーっ!!




東とう方ほう妖よう遊ゆう記き


揺ゆらぐ絆きずなと第だい六ろくの試し練れん





村むら田た　栞しおり
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